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　胸のすくような青色が広がる空がある。そこに浮かぶのは質のいい綿わたのごとく膨ふくらんだ雲と、微笑ほほえむように温かな光を降らせる太陽だ。代わり映えのしない部屋ではなく、思わず屋外で食事を摂とりたくなる。そんな心地よい日ひ和よりだった。

　しかし、

「貴様はバカだ」

　穏おだやかな空気を大上段に構かまえた剣で両断するように彼女は言った。それは長い髪かみをした十代後半ほどの少女だ。基き礎そとしては非常に可愛かわいらしい顔立ちをしているのだが、現在は後天的に得たであろう凜り々りしさが圧倒的に強く出ている。キリリとした形のいい眉まゆと、一文字に結ばれた唇は特に顕けん著ちよだった。

「バカの貴様は一回では覚おぼえられないかもしれないから、もう一度言っておこう」

　少女は浅く息いき継つぎをして、

「貴様は、バカだ」

　隣となりに立つ少年に向け、内容はともかくゆっくり丁てい寧ねいに言った。手ぶらの彼女と違い、彼は肩幅からはみ出すほどの大きな荷物を背負っている。二人がいるのは人気のない街かい道どうで、周囲には膝ひざの高さほどの草原以外何もない。見渡す限り緑一色だ。

「バカバカってうるせぇな。うちの村じゃ、最初にバカって言ったヤツがバカに認定される決まりがあるんだぜ？」

　少年が口先を尖とがらせながら反はん駁ばくする。顔に若じやつ干かんの幼さを残していることから、おそらく少女よりも一つか二つは年下だろう。彼女と比べるとどこか素そ朴ぼくな雰ふん囲い気きで、まさに今日の天気のように朗ほがらかだ。

「そんな地図にも記き載さいされていない村の規則を持ち出す辺り、やはり貴様はバカで間違いない。ああ、紛まぎれもなくバカだ」

　納得したように少女は何度も頷うなずく。少年とさほど身長差はないにもかかわらず、その目線は雲の上から見下ろしているような角度を有していた。

「あー、もうしつけぇなぁ！　俺おれだってちゃんと反省してんだぜ!?　それなのにバカバカバカバカ言いやがって！　まったく性格悪いにもほどがあんぜハルカ！」
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　我が慢まんの限界とばかりに少年が犬歯を剝むく。するとハルカは左右の腰にそれぞれ提さげた剣、その左側の一振りを鞘さやごと手にした。そして、

「誰だれの性格が悪いと？」

　眉まゆをひそめながら鞘の先端で少年の胸の中央に軽く触れる。直後、彼の体が後ろに吹っ飛んだ。そのまま五メートルほど空中遊泳を楽しんだあと、背中の荷物から草の海へダイブする。

　これほどの怪力が少女のどこに潜ひそんでいたのだろう。確かに女子としては長身の部類に入り、鍛きたえられ引ひき締しまった体をしている。それでも、ほぼ同じ身長の少年を軽々と吹き飛ばすような腕力を有しているようには見えない。筋力的な強さを求めたのではなく、明らかに機き能のう性せいを向上させることを重視した体つきだ。見事に無む駄だが削そぎ落おとされている。

　唯ゆい一いつ、彼女の意図に反しているものがあるとしたら、その胸元を大きく押し上げている双ふた子ごの丘だろう。だがここまでの体作りをして、なおその規模が保たれているということは、運命がそれを失うことを許可していないと考えるべきなのかもしれない。

「ほう」

　ハルカの口から感嘆の息が漏もれる。それは先ほど彼女が吹き飛ばし、草の海で倒れている少年へ向けられたものだ。

「い、いきなり酷ひでぇな！」

　勢いよく立ち上がると、少年は髪かみに絡からまった草の切れ端を払はらい除のけながら戻って来た。並行してハルカに非難の視線を注いでいるものの、彼女はまったく悪びれた様子もない。

「咄とつ嗟さにしてはいい『心じん』がまとえていた。それなりに上達はしているようだな、シロガネ」

「え？　へへ、俺おれも伊達だてにハルカに鍛きたえられてねぇからな」

　照れ臭そうに頭を搔かくシロガネだが、対するハルカは剣の切っ先のごとき鋭い眼まな差ざしを送っていた。加えて、本物の剣の柄つかにも手がかかっている。

「ところで、先ほど私の性格について何か言っていたようだが？」

「は、ハルカの性格は最高にいいって言ったような気がする……！」

「そうか。私の聞き違いだったようだ」

　ハルカが剣を腰こしに戻したのを見て、シロガネは「……助かった」と密ひそかに息を落とした。冗じよう談だん混じりではなく、本気で命を拾ったかのような安あん堵ど具ぐ合あいである。

「ともあれ、貴様もほどほどに『心』が使えるようになってきたようだな」

　肩にかかった髪を後ろに流しながらハルカが口を開く。

「やっぱそうか？」

「ああ。私の想定では、先刻の一いち撃げきを喰くらった貴様はもう五倍長い距きよ離りを転ころがったあと血ち反吐へどを吐いてのたうち回るはずだった。それがあの程度で済んだのだから間違いなく上達している。私が太たい鼓こ判ばんを押そう」

「何かフツーに喋しやべってるけど、実はスゲー危ないこと俺にしてやがったんだな！」

　かなり遅れて己おのれの危き機きを知ったシロガネが必死の形ぎよう相そうでハルカに詰つめ寄よる。しかし彼女は、そよ風でも浴びているかのように涼しげな面おも持もちだ。

「それぐらいやらないと反省しないと思ったのだ、バカな貴様は」

「またその話に戻んのかよ。いい加減勘弁してくれよ」

「いいや、勘弁などできない。一体誰だれのせいでこのような状況になったと思っている」

　ハルカが半眼で問うと、「うっ」とシロガネは気まずそうに視線を落とした。しかし凜り々りしい少女は追撃の手、いや口を緩ゆるめない。

「なぜ私たちはこんな人気のない街かい道どうで漫まん然ぜんと佇たたずんでいるのだ？　教えてくれないか？」

「そ、それは……」

「それは？」

「俺おれが……」

「貴様が？」

「お、俺が馬車に乗るための金を全部使っちまったからだよ！」

「ああ、そうだ。バカの貴様がこんな物を買ってしまったからだな！」

　一転して語調を強めると、ハルカはシロガネの後ろに高々と積まれた木箱を叩たたいた。その数は二十を超こえている。中身は色とりどりの果物だ。

「いつから私たちは行商人になったのだ。まったく、少し目を離はなしただけでこんなことをやらかすとは先が思いやられる」

「村にはないもんばっかりだったからさ、ちょっと食べてみてぇなって思っただけなんだよ。ほんのちょっとでよかったんだ」

「だからと言って手持ちの金を全すべて渡すか？」

　ハルカの冷眼が刺さる。

「大陸の金貨ってヤツでどんだけ果物が買えるのか分からなくてよ。だから〝全部一つずつくれ〟って言ったんだ」

「なるほど。それで〝果物がぎっしりと詰つまった木箱が一種類につき一つずつ〟あるのだな」

　シロガネの説明にハルカは二度、三度と頷うなずき、

「やはり貴様はバカだ」

　改めてその結論に至った。

「それにしても、この大荷物はどうしたものか。姿は変わってしまっても元は貴重な金だ。置いて行くような真似まねはもったいなくてできん」

　ハルカはシロガネを睨にらんで、

「責任を取らせて貴様に運ばせてやりたいが、ここと次の町を往復している間に盗まれでもしたら目も当てられん」

「いっそ全部食ってくか！」

「何日ここに留まるつもりだ。血液が果汁になってしまう」

「フッ、知らねぇのかハルカ。果物食いまくっても血は果汁にならないんだぜ！」

「有益な情報をありがとう」

　得意げに胸を張るシロガネに対し、嘆息混じりにハルカが言った。

「貴様に付き合っているといつまで経っても先に進めん。もういい、私が何とかする」

「どうするつもりだ？」

「見てみろ、向こうから馬車が来る」

　ハルカが指差したのは、彼女たちの進みたい方向だ。まだ豆まめ粒つぶほどの大きさだが、街かい道どうの先に馬車と思われる影が見える。

「……なあ、ハルカ。馬車を力ずくで乗っ取るのはよくねぇと思うぜ？」

「殴るぞ、貴様」

　あからさまに不ふ機き嫌げんになるハルカだが、その尖とがった視線を注ぐべき相手は十メートルほど離はなれた場所でひっくり返っていた。

「お、思いきり蹴けっ飛とばしてから言う台詞せりふじゃねぇだろ……」

　何とか立ち上がったシロガネが、ガクガクと膝ひざを震ふるわせながら戻って来る。

「貴様が私を盗とう賊ぞく扱いしたのが悪い」

　自分の正当性を主張してから、ハルカは先ほどの馬車の話の続きに触れた。

「あの荷台の大きさからして行商人の馬車だ。あれに果物を売って路銀を取り戻す」

「そうなりゃ最高だけどよ、そんな都合よく買ってくれるか？」

「問題ない。あの者も命は惜おしいはずだ」

「……やっぱ力ずくじゃねぇか」

　独ひとり言ごとのつもりで言ったシロガネだったが、

「ほう、旅を滞とどこおらせている責任を取るために貴様が体を張って馬車を止めると？　いいだろう手伝ってやる」

「う、うあぁ！　耳よすぎ！」

　地じ獄ごく耳みみの持ち主に襟えり首くびを摑つかまれ、必死の形ぎよう相そうで足をバタバタさせる。

　そんな風に少女と少年が揉もみ合あいをしていると、不意に馬の嘶いななきが一帯に響ひびき渡わたった。ハルカとシロガネが同時に声の方向を見ると、少し離れた場所に彼らの救世主となるかもしれない馬車が止まろうとしていた。

　御ぎよ者しや台だいにいるのは肥えた中年だ。威い厳げんをアピールするためか口くち髭ひげをたくわえているのだが、中ちゆう途と半はん端ぱな童顔のせいで絶望的に似合っていない。

「商談のチャンスだ」

　獲え物ものを狙ねらう獣けもののごとき鋭い眼まな差ざしとともに、ハルカは後ろにそびえる木箱を掌てのひらで打つ。

「そこの商人、ここにある果物を──」

「に、逃げろ！　お嬢じようちゃんたち！」

　ハルカの言葉を遮さえぎって口髭が悲鳴にも似た声を上げた。その直後、幌ほろつきの荷台から粗そ野やな風ふう貌ぼうの男たちが十人ほど降りて来る。ほとんどの者が手に大振りのナイフを持っていた。

「こらこら、なーに勝手なことしてんだよ」

　彼らの中で一番若い男が、御者台にいる口髭の足にニヤニヤしながら拳こぶしを突き入れる。

「あんたがどうしても死にたくないって言うから、御者として生かしてやってんだぞ？　御者の仕事は馬車を動かすことで、口動かすことじゃねぇだろ？　ん？」

「で、でもこんな子供を見捨てるのは……」

　痛がりつつも口くち髭ひげが口ごもっていると、

「あんま言うこと聞かないと、あんたが雇ってた用よう心じん棒ぼうみたいにぶっ殺されちゃうよ？　ウチのお頭かしらに」

　若い男が仲間の集団、その中で一ひと際きわ体が大きい男を振り返る。それは顔中に傷を有した禿とく頭とうだ。彼と目が合った瞬しゆん間かん、口髭は奥歯を鳴らし震ふるえ始はじめた。

「す、すみませんすみません！　馬車も積み荷も差し上げますから！　どうか命だけは！」

「ようやく自分の立場を思い出しやがったか。もう余計な口挟むんじゃねぇぞ？」

　最後にもう一度口髭を小突いてから、若い男は街かい道どうの端にいる少年少女に目を向ける。

「よーし、まずは有り金を出しな。あとは背負ってる荷物と……その後ろの木箱は果物か？　小こ僧ぞう、それも馬車に積んどけ。それからお嬢じようちゃん」

　当然のようにシロガネに命令しながらも、彼は最初からハルカしか見ていなかった。その視線はじっとりと湿しめっていて、特に彼女の顔や胸元を何度もなぞっている。

「アジトに着いたらたっぷり可愛かわいがってやるから、楽しみに待ってな」

「飽きたら売りゃいいしな。これだけの上玉だ、いい金になるぜ」

　若い男に続き、後方の集団も一いつ斉せいに下げ卑びた笑い声を上げた。

　その時、

「確認したいのだが、馬車と積み荷をもらえるというのは本当か？」

　声を発したのはハルカである。彼女の瞳ひとみが捉とらえているのは、御ぎよ者しや台だいで体を丸めて怯おびえている口髭だ。

「どうなのだ、そこの太めの商人」

「いや、あれは俺おれたちに言ったわけじゃねぇって」

　再度尋たずねたハルカの横でシロガネが手を横に振る。見るからに悪あく辣らつな集団に遭そう遇ぐうしているというのに、二人の様子はさっきまでと変わらない。

「いつまでくっちゃべってんだクソガキども！」

　唐突に若い男が怒鳴った。先ほどまでのニヤけた顔はどこへ行ったのか、目はきつく吊つり上あがり血走っている。

「この状況で取り乱さねぇってことは、そいつは飾りじゃねぇようだな。だが──」

　若い男はハルカの腰こしに提さげられている剣を凝ぎよう視ししていたかと思うと、途端に手にしていたナイフを素早くシロガネの首くび筋すじに突きつけた。

「ほぉら、人質いただきだ。どんな剣の達人でも、これだけの人数を警けい戒かいしながら誰だれかを守るなんて不可能だよなぁ？」

　若い男は笑みを濃くすると、空いた手で懐ふところからもう一本のナイフを取り出した。

「多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいの上に人質までとられちゃって絶望的な状況だねぇお嬢ちゃん。でもこれで終わりじゃねぇぜ？　教えてやるよ、本当の絶望ってヤツを！」

　一ひと際きわ大きな声とともに、若い男が肩越しに白はく刃じんを投じる。その切っ先が向かう先には、彼が〝お頭かしら〟と呼んだ禿とく頭とうの左胸があった。ほどなく小ぶりの刃やいばはそこに突き刺さり、溢あふれ出だした血は地面を赤く染めるだろう。

　ところが禿頭の胸に尖せん端たんが触れた刹せつ那な、

「ふははは！」

　彼の破顔と同時にナイフが粉々に砕くだけ散ちった。まるで硝子ガラス細ざい工くのように。

「見てたか、見てたよなぁ？　あれが〝武ぶ人じん〟だ」

　禿頭を指差し、若い男は嬉き々きとして語り出す。

「〝その体は鉄より硬く、拳こぶしは山をも砕く〟。そんなとんでもねぇ伝説さえある武人なんだよ、俺おれらのお頭は！」

「おいおい、あんま持ち上げんな」

　それぐらいにしておけと言わんばかりに若い男に禿頭は肩を竦すくめた。しかしその顔には〝もっと持ち上げろ〟と分わかり易やすく書いてある。

「この馬車を襲おそった時も武装した用よう心じん棒ぼうが十人ぐらいいたっけ。ま、全員お頭が一人でぶっ殺しちまったけど。三分もかからなかったかなぁ」

「うう……っ」

　話を聞いていた御ぎよ者しや台だいの口くち髭ひげが頭を抱えて呻うめいた。一人生き残った彼は、よほど凄せい惨さんな光景を目にしたらしい。

「おまえらもその若さで死にたくはねぇだろ？　だったら大人しくしてるんだな」

　言いながら若い男は好色そうに口元を歪ゆがめた。その手はいやらしく蠢うごめきハルカの胸元に近づいて──

「断る」

　ハルカがシロガネの頭を摑つかみ、そのまま前に押し出した。当然、首くび筋すじに押しつけられていたナイフは彼との距きよ離りをさらに縮ちぢめることになる。

「て、てめぇ、じ、自分の連れを……！」

　信じられない行動をとったハルカに、若い男も思わずナイフを落としてしまった。その刃には今吸ったばかりの少年の血が──付いていない。それどころか、まるで強固な物質とぶつかり砕けたように刀身が半なかばで折れていた。

「はー、びっくりした」

　大きな息を吐いたのは、ナイフが首に刺さり絶命したはずのシロガネである。しかし彼は一滴の血も、それどころか僅わずかな負傷もしていない。

「おまえ……何をしやがった……？」

　折れたナイフと無傷のシロガネ。その両者の間を、若い男は何度も視線を往復させている。さらに禿頭を初めとした集団からもどよめきが起きていた。

「何を驚おどろいている」

　口を開いたのは悠ゆう然ぜんと腕を組んだハルカだ。

「〝その体は鉄より硬い〟のだろう？　ならば、たかがナイフで殺せるはずもない」

「ま、まさかこのガキも……!?」

　若い男が目を剝むいた瞬しゆん間かん、彼の体は後方へと吹っ飛んだ。そうさせたのはシロガネの右みぎ拳こぶしである。〝山を砕くだく〟まではいかないが、岩なら砕けそうな強きよう烈れつな一いち撃げきだった。

「いきなりナイフに突っ込ませるなんて酷ひでぇな。もし俺おれが準備してなかったらどうするつもりだったんだ？」

　手首の関節を鳴らしながらシロガネが振り返ると、ハルカは無言で目を逸そらした。

「考えてなかったのかよ！」

「うむ。貴様が殴り倒した男が生理的に受けつけない類たぐいでな。これ以上近寄られるのが嫌でついやってしまった」

「ついやってしまった、じゃねぇよ！　下手へたしてたら死んでたぞ!?」

「やかましい！　この程度で死ぬなら貴様はそこまでの男だったということだ！」

「い、怒り返しやがった。うちの村で一番やっちゃいけない誤ご魔ま化かし方かたを……！」

　強硬な態度を崩くずさないハルカに戦せん慄りつを覚おぼえつつも、シロガネは周まわりを見回す。彼らが揉もめている間に男たちに包囲されつつあった。

「敵は残り九人。そのうち一人が武ぶ人じんか」

　浅く頷うなずくと、ハルカは散歩でもするかのごとく自然に歩き出した。そのまま馬車の荷台の縁ふちに腰こしをかけ、長くしなやかな足を組む。

「貴様にはいい修行になりそうだ」

「とか言いながら、自分が楽したいだけじゃねぇの？」

　不満げにこぼすものの、シロガネはハルカが真後ろに来るよう立ち位置を変えた。そして今にも襲おそいかかろうとしている男たちに向けて拳を構かまえる。

「誰だれかさんのせいで旅の予定がかなり遅れている。なるべく早く終わらせろ」

「なら、三分だ。三分以内に片づけてやる」

「そんな大口を叩たたいて大丈夫か？」

「少しは信じろよ、このシロガネ・ランページを──いや」

　肩越しに不敵な笑みを見せると、シロガネは猛もう然ぜんと駆かけ出だした。

「ハルカ・ノースウエストの一いち番ばん弟で子しを！」













【１】海を越えて来た少年







　果てなどないと思わせるような広大な海うな原ばらがある。天上の青空と同色のそれは、時折吹く風が水面をざわめかせる以外平和そのものだ。しかし、そんな穏おだやかな時間を打うち砕くだく存在が迫せまりつつあった。嵐あらしや津波のような天災ではない。あえて言うなら人災に分類されるものだ。

「うおぉぉぉぉぉぉ！　見えたぁぁぁぁぁぁ！」

　水平線の彼方かなた、波間にたゆたう筏いかだの上で叫ぶ者がいる。それは薄うす汚よごれた服を着た十代半なかばほどの少年だ。彼の視線の先には、かなり遠くではあるものの微かすかに陸らしきものが見えている。

「百回ぐらい死ぬかと思ったけど諦あきらめなくてよかったぜ」

　この航路の過か酷こくさを嬉うれしげに口走りつつ、少年は手にしていた粗そ雑ざつな櫂かいを振り回す。

「あれが大陸か」

　潮しお風かぜの影えい響きようかボサボサの髪かみを搔かきながら少年が笑った。この先に待ち受ける未来に思いを馳はせているのだろう。彼の笑顔は頭上の太陽にも劣らない輝きを有している。

「よっしゃあ！　行って来るぜ、じいちゃん！」

　声を張り上げ己おのれを鼓こ舞ぶすると、少年は櫂を漕こぐ速度を一気に高めた。




　五時間後──

「あ、あと少しだと思ってたら、い、意外に遠いじゃねぇか……」

　日が傾き始めた浜辺の波なみ打うち際ぎわ、先ほど海上を漂ただよっていた少年が大きく呼吸を乱しながら大の字になっていた。

　そんな怪あやしげな漂ひよう流りゆう者しやを、多くの老若男女が遠巻きに見つめている。おそらくこの近きん隣りんに住む者たちだろう。だがそんな視線にはまったく気づくことなく、少年は浅く焼けた空を見上げて口元を綻ほころばせた。

「とうとう着いたんだな」

　感かん慨がい深ぶかく呟つぶやいてから少年は立ち上がった。しかしすぐにバランスを崩くずしてしまう。

「しばらく海の上にいたから、揺れないと逆にバランスが取りづれぇや」

　久しぶりの大地、その再会第一号となる砂浜の感触を確かめながら彼は歩き出した。だがほどなくその足が止まる。

「あれは……」

　目を細めて少年が見つめるのは、弧を描くように広がる浜辺の先端。より正確に言えば、岸から海に向かって延のびる桟さん橋ばしである。

「大勢で一人を囲んでる……？」

　身を乗り出すようにしながら、少年はさらに目を細める。人間が豆まめ粒つぶほどの大きさにしか見えない距きよ離りにもかかわらず、彼には彼方かなたの状況が摑つかめているようだ。




「もういっぺん言ってみやがれ！」

　潮しお騒さいの音など搔かき消きしてしまうような強きよう烈れつな怒号が響ひびいた。

　夕方を迎えつつある海は風もなくとても穏おだやかである。しかし陸と海を繫つなぐ桟さん橋ばしの上では、一触即発とも言える緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた。

　途中から三又またに分かれ、合計六隻せきまで受け入れが可能なこの係留施設だが、現在停泊しているのは一番奥を使っている大型の貨物船のみ。その寂しさを埋うめるかのごとく、決して広くはない足場に十人を超こす男たちが密集していた。

　いや、全員が男ではない。

　細い、太い、長身、矮わい軀くなど様々な特徴を持つ彼らが取り囲んでいるのは、この集団でただ一人の少女である。年ねん齢れいは十代後半だろうか。可愛かわいいと言うより〝凜り々りしい〟と表現すべき整った容姿は、初見なら思わず溜ため息いきが漏もれるほどだ。加えて頭部が小さく手足もすらりと長いせいか、女子としては平均的なはずの身長が高く見えている。

「分かった、もう一度言おう」

　少女は小さく頷うなずき、

「貴様ら雑魚ざこを一人ずつ相手にするのは面倒だ。まとめてかかって来い」

　今日の天気を話すような自然さで、先ほど口にしたらしい言葉を繰くり返かえした。しかも掌てのひらを上にして手招き、そう〝早くしろ〟と言わんばかりの動作ジエスチヤーをしながら。

「調子に乗りやがって……！」

　男たちの一人、細身で長ちよう髪はつの青年が怒りで体を震ふるわせる。すると隣となりにいた髭ひげ面づらの大男が彼の肩を摑んだ。

「おい、熱くなって本来の目的忘れんなよ？」

「うるせぇ、要は生きてりゃいいんだろ？　生きてりゃ！」

　髭面の腕を振り払うと、長髪は拳こぶしに手てつ甲こうを装着させる。それを合図に他の男たちも次々と武器を構かまえた。剣、槍やり、棍こん棒ぼう。様々な種類の凶器が見み目め麗うるわしい少女を包囲していた。

「とりあえず、その生意気な口を利けなくしてやんぜ！」

　長髪が拳を握り吠ほえる。

　その直後、

「ちょっと待ったぁぁぁぁぁぁ！」

　桟橋の陸側から近づいて来る影が一つ。それは挙手をしながら駆かける少年だ。その髪かみはまるで幾いく日にちも天日で干されたかのようにボサボサで、身にまとう服もあちこち穴が空いている。

「やいやい、一人を相手に大勢で武器持って卑ひ怯きようじゃねぇか！」

　今にも剝はがれそうな靴くつ底ぞこを桟さん橋ばしに叩たたきつけると、少年は鼻息を荒くしながら男たちを睨にらむ。さらに彼は少女に目を向けた。

「そこのおまえ！　このナナス村一番の力持ち、シロガネ・ランページが手を貸すぜ！」

　大きく胸を張り己おのれを指差すと、シロガネは白い歯を見せる。

　一方、この威い勢せいのいい乱入者を前に、ついさっきまで目を血走らせていた男たちが同時に溜ため息いきを吐ついた。そして彼らの気持ちを代表するように、長ちよう髪はつが気け怠だるそうな足取りでシロガネに近づいて来る。

「お、一対一。しかも素手で戦やるつもりか。受けて立つぜ」

　薄うす汚よごれた鼻の下を擦こすると、シロガネは両の拳こぶしを固めて戦せん闘とう態たい勢せいに入った。対する長髪は特に身み構がまえる素そ振ぶりも見せない。

「水平線の向こうまでブッ飛びやがれ！」

　大きく拳を振り上げると、シロガネは思い切り体重を載のせて長髪の顔面に叩き込んだ。

（よっしゃ、畑を襲おそった野犬を気絶させた時と同じ手て応ごたえだ）

　手に伝わった衝しよう撃げきに、ニヤリとシロガネが口角を上げる。

　ところが、

「ちっ」

　直撃したはずの拳の向こうから聞こえてきたのは舌打ちだった。

「え？　何で？　俺おれ、今思いっきりブン殴ったよな？」

　目を瞬またたかせながらシロガネが問いかけると、

「〝素人しろうと〟は引っ込んでな」

　長髪は答えの代わりに腕を横へ振った。まるで虫でも追い払うかのごとく緩かん慢まんに。

　しかしその特筆すべき点のない一撃で、自称・村一番の力持ちは軽々と宙に舞まい、桟橋から弾はじき出だされてしまった。

「のわぁぁぁぁぁぁっ！」

　海に落ちたシロガネが豪ごう快かいに水柱を上げる。せっかく陸に上がったというのに、その滞在時間はおそろしく短かった。

「ったく、変な邪じや魔まが入ったぜ」

　長髪が振り向きざまにもう一度舌打ちしていると、

「随分と余裕だな、敵わたしを前にして余所よそ見みとは」

　少女がぽつりと呟つぶやき、同時にまとう空気を一変させた。

　可か憐れんな外見からはあまりにも遠い、抜き身の刃やいばのごとき強きよう烈れつな殺気。

　周囲の男たちもそれを感じ取ったのだろう、一いつ斉せいに切迫した表情を作っていく。

「う、うわぁぁぁっ！」

　一人の男が唐突に絶叫を上げる。あまりの恐怖に心が吞のまれ、自分を見失ってしまったようだ。両手で握った鉄てつ棍こんを構かまえ、真正面から少女に突っ込んで来た。

「締しまらない死合い開始はじまりの合図だ」

　呆あきれたようにこぼすと少女も動き出す。

　彼女の初手は何と前進だ。迫せまり来くる棍の先端へ前のめりに、頭から突っ込んで行く。いきなりの選択ミスだと思いきや、それはただの前進ではなかった。

　──低い。

　少女の姿勢が地を這はうかのごとく低いのだ。加えて初めの一歩目がおそろしく速い。姿が霞かすんで見えるほどである。そんなものを、己おのれを見失った棍使いの中段突きが捉とらえられるはずもなかった。

　果たして少女は鋼こう鉄てつの一いち撃げきを見事に潜くぐり抜ぬける。そして、すれ違いざまに棍使いの足を蹴けり払はらった。先刻に続き二度目の水柱が上がる。

　だが少女の攻勢はまだ終わらない。海水の飛ひ沫まつで頰ほおを濡ぬらしつつ、彼女は加速をまとってさらに前進。次の標的は直線上にいる大男だ。まるで棍使いの体を透過するように少女が目の前へ現れたことで、彼は手にした曲きよく刀とうを振るい忘れ棒ぼう立だちになっている。その腹はらへ彼女は肩から思い切りぶつかった。二人の体格差はおそらく大人と子供ほどある。いくら勢いがついても、弾はじき飛とばされるのが──

「はっ！」

「ぐおぉぉぉっ!?」

　少女が気合いを発するや否いなや大男は後ろに吹っ飛び、そのまま白目を剝むいて倒れるまで後転を続けた。

「い、一いつ瞬しゆんで二人を……！」

「どけ、俺おれがやる！」

　啞あ然ぜんとしている仲間を押おし退のけて前に出たのは、大振りの剣を持った男だ。そこに小柄な槍やり使つかいも便乗した。左から白はく刃じん、右から鋭い穂ほ先さきが少女に迫せまる。

　この狭い足場では避けるスペースがない。彼女もそう察したのだろう。ここでようやく腰こしに提さげた二本の剣に手を伸ばした。腕を交差し引き抜くのは、紅くれないと藍あいの刀身を持つ双そう剣けん。右手の紅で斬きりつけて来る剣を、左手の藍で突き込む槍をそれぞれ弾く。そのまま二対一の剣けん戟げきが始まるが、五回も斬り結ぶ頃ころには勝負の行方ゆくえは見えていた。

　桟さん橋ばしの中央に陣じん取どった少女は不動だが、彼女に左右から襲おそいかかっていた剣士と槍士は徐々に後ろへ追い込まれていく。やがて巧たくみな剣技に圧倒され二人の男は大きく後退。しかし後ろに足場がなかったため仲良く海へ落下した。

「あと六人」

　左右で上がる水柱には目もくれず、少女は右手の剣で男たちの集団を差す。先ほどまでの鼻息の荒さはどこへやら、彼らはすっかり大人しくなってしまっていた。

「な、なんて『心じん』と剣の腕だ。やっぱこいつ、ただの小娘じゃねぇ……！」

　ゴクリと唾つばを飲んだのは男たちの先頭に立つ長ちよう髪はつである。僅わずかな時間で四人を蹴け散ちらしたハルカに感嘆と畏い怖ふを覚おぼえずにはいられない。

「さすが〝剣けん神しん〟のご息女ですね」

　意い気き消しよう沈ちんしていると思われた集団の中から一人の男が出て来る。背は高くないものの、がっしりと逞たくましい体格をしていた。その手にはシンプルな造りの槍やりが握られている。

「我が名はレイ・レイモンド。次は私のお相手をお願いします」

　名乗るなりレイ・レイモンドは鋭い突きを放った。先ほど海に落とした槍士とは段違いに鋭い一いち撃げきである。

　しかしそれさえも、少女は首を傾けただけで躱かわしてしまう。誰だれもがそう思ったその時、空くうを切ったはずの穂ほ先さきが突然炎ほのおに包まれた。

「──五ご行ぎよう法ほう」

　微かすかに焦こげた臭いのする髪かみの毛を気にしながら少女が口を開く。

「水すい、火か、金ごん、木もく、土ど。この世界を構成しているという五つの性質に、己おのれの『心』を変換させる技法だったか？」

「さすが〝剣神〟のご息女、博はく識しきでございますな」

　少女のやや曖あい昧まいな説明を聞いて、レイ・レイモンドは得意げに笑みを濃くした。

「いかにも。私が得意としているのは我が流派でも難度の高い五行法の一つ『烈れつ火か』。そこにこの槍そう術じゆつが加われば！」

　途端、穂先だけでなく槍全体が火に包まれる。だがそれを持つレイ・レイモンドは熱さを感じている様子はない。それでも桟さん橋ばしを濡ぬらす海水は蒸発し、足元から真っ白な湯気を立ち上らせていた。

「私の『烈火』の槍が勝つか、あなたの〝剣神〟直じき伝でんの剣が勝つか。いざ、勝負！」

　レイ・レイモンドの燃える槍が、大気を焼きながら矢や継つぎ早ばやに少女を襲おそう。だが彼女は冷静だ。突き終わりの槍を左手の剣で上から抑え、右の剣で反撃に出ようと──

「!?」

　槍に触れた直後、火が生き物のように少女の左手にまとわりついてきた。まともに斬きり結むすぶのは危険と判断し、彼女は回避に切り替える。

「くくっ、どうしたどうしたどうしたぁ！　さっきまでの余裕がなくなったぞ小娘ぇ！」

　紳士の仮面を脱ぎ捨てると、いやらしい笑みを浮かべつつレイ・レイモンドは猛もう火かのごとき連撃を続けた。そしてとうとう、桟橋の縁へりまで少女を追おい詰つめる。

「おらぁ、選べ！　真っ裸になるまで服燃やされるか、ビビって海に逃げ込むか！」

　レイ・レイモンドが容よう赦しやなく槍を繰くり出だした直後、少女は後ろへ跳とんだ。その真下には夕焼けを映した茜あかね色いろの海がある。

「ハッ、俺おれの炎ほのおが怖くて海に逃げやがった！」

　勝利を確信してレイ・レイモンドは口端を吊つり上あげた。だがそれも一秒にも満たない時間である。

「逃げた覚おぼえなどない」

「なっ!?」

　レイ・レイモンドの横を一いち陣じんの風が通り抜けた。その正体は紅くれないと藍あいの剣を手にした少女だ。

「み、『水み渡わたり』だと……」

　驚きよう愕がくの面おも持もちで槍やり使つかいが背後にいる双そう剣けん使つかいを肩越しに振り返る。

「水の上を歩く超高等技術……それをてめぇのようなガキが……！」

「超高等技術？」

　波でうねる海面をまるで大地のように蹴けって桟さん橋ばしに戻る。そんな離はなれ業わざをやってのけた少女は浅く嘆息した。そして、

「それほど難しく感じたことはないが？」

　彼女が双剣を鞘さやに納めた途端、レイ・レイモンドのまとっていた服が千ち々ぢに散り、彼は全裸となった。

「お、おのれ……！」

　燃えていた槍よりも顔を赤くすると、レイ・レイモンドは手にした槍で必死に局部を隠したまま逃走を始める。

「真っ裸になったのは貴様の方だったな」

　遠ざかる全裸男に向けて少女が呟つぶやいていると、左手側で水柱が発生した。続いて右手側でも。この戦いに勝ち目がないことを悟さとった男たちが、続々と海に飛び込んでいるのだ。そのまま岸まで泳いで逃げるつもりらしい。

「ま、待て！　置いて行くな！」

　金切り声を上げたのは一人逃げ遅れた長ちよう髪はつだ。集団の中央にいたため逃走経路うみが遠かったのである。

「さて、どうする？」

　腕を組んで少女が尋たずねると、

「きょ、今日のところは見み逃のがしてやるぜ」

　潮しお騒さいに搔かき消けされそうなか細い声で言うと、長髪は回れ右をして陸に向かって走り出す。ところが、その行く手をたった今海から這はい上あがって来た者が塞ふさいだ。

「まだ勝負は終わってねぇぞぉぉぉ！」

　シロガネである。先ほど豪ごう快かいに海に叩たたき込こまれた彼が、全身ずぶ濡ぬれながらも戦せん闘とう態たい勢せいをとった。

「し、素人しろうとはすっこんでろって言ってんだろ！」

　長ちよう髪はつがシロガネの頰ほおを殴りつける。少女という恐怖から逃げ出したい一心のせいか、構かまえも型もバラバラだ。これでは本来の威い力りよくは望めない。

　ところが、そんな最低の一発を受けたシロガネの両足はガクガクと震ふるえている。かなり効いているようだ。

（な、何て力だ。山で鉢はち合あわせた猪いのしし以上じゃねぇか）

　心中で仰ぎよう天てんしながらもシロガネは倒れない。何とか体を支えようと長髪にもたれかかる。

「このっ、しつこいんだよ！」

「ぐほっ!?」

　苛いら立だちをぶつけるように放った長髪の膝ひざ蹴げりがシロガネの腹はらを突き上げた。その途端、少年の体が沈み始める。

（勝手に乱入して来たとは言え、さすがに目の前で死なれると寝ね覚ざめが悪い）

　両者の間に割って入ろうと少女が動き出した瞬しゆん間かん、潮しお風かぜに混ざって鈍にぶい音が響ひびいた。そして糸が切れたように力を失って膝から崩くずれ落おちる。

　──そう、長髪が。

「何だと？」

　眉まゆをしかめたのは少女だ。彼女の位置から見えていたのは、ほとんど長髪の背中のみ。それに覆おおい隠かくされてしまい、シロガネの行動は目視できなかった。

　あれだけ一方的にやられていながら、どうやって状況をひっくり返したのか。いや、それ以上に関心のあることがあった。

「武ぶ人じんを素人が倒すとは」

　どこか啞あ然ぜんとした口振りで、少女は戦いを制した少年を見つめる。だがそれも一瞬。ほどなく我に返り彼に疑問をぶつけた。

「おい、貴様。一体どうやってその男を──」

「おお……世界が回る……」

　泥でい酔すいしているかのように足元をフラつかせたかと思うと、少年は三み度たび海に落下した。長髪に受けたダメージもあっただろうが、そもそも彼は服がボロボロになるような漂流ふなたびを終えたばかりである。もしかしたら戦う前から体力は底を尽つきかけていたのかもしれない。そしてそれを証明するかのように、シロガネが水面から顔を出す気配はなかった。

「面倒ごとを増やしてくれる」

　少女は苛立たしげに舌を打つと、眉み間けんに皺しわを寄せたまま海へ飛び込むのだった。




「こ、これを……」

　声はしわがれ、時折隙すき間ま風かぜのように不安げな呼吸をしながら老人は言った。かなり傷いたみの激はげしい部屋の中で、彼はベッドに背中を預けたまま震ふるえる手を伸ばす。その掌てのひらには古びた指輪が載のっていた。

「これを……頼む……！」

　そして老人は枕まくら元もとにいる少年の手を握にぎり締しめた。




「──！」

　勢いよくベッドから起き上がったのはシロガネだ。ここは朝日の差し込む眩まぶしい部屋。その中で彼はすぐに上着の襟えり元もとを覗のぞき込こみ、首から紐ひもで下げている指輪の存在を確認する。

「じいちゃん……」

　服の胸元ごとそれに触れると、シロガネは安あん堵どとも愁うれいとも取れる小さな息を吐いた。そしてその流れで排出した分の酸素を取り込もうとした時、

「美味うまそうな匂においがする」

　鼻をひくつかせながらシロガネは立ち上がる。そのまま彼は寝ていたベッドを、部屋を抜け出した。ここがどこかも分からないまま、嗅きゆう覚かくだけを頼りに長い廊下を歩いて行く。

「おお……！」

　シロガネの口から感嘆の声が漏もれた。彼が辿たどり着ついたのは台所のようで、調理台には作られたばかりと思われる料理が鍋なべや皿に盛られている。骨付きの肉は表面が飴あめ色いろに焼け、色鮮やかな野菜が浮かんだスープは黄金色に澄み、焼きたてのパンは均一にスライスされその純白の肌を晒さらしていた。

「いた、だき、ます！」

　両手を合わせつつ駆かけ出だすと、シロガネは料理たちに飛びかかった。湯気の立つ熱々さも何のその、手て摑づかみで肉やパンを口に放り込んでいく。

「美味うめぇ！　こんな美味ぇもん食ったことねぇ！」

　感かん激げきの涙すら流しながらシロガネはスープを啜すすった。料理はあらかじめ数人前用意されていたようでまだまだ潤じゆん沢たくに残っている。それでも彼がこのまま猛もう然ぜんと食べ進めた場合、あと十分もすれば皿も鍋も洗う手間が省はぶけると思われるほど綺き麗れいになってしまうだろうが。

「あー、幸せだぁ」

　肉を手にしたまま最高の笑顔を浮かべていると、

「……む」

　眉まゆをひそめたのは台所の入り口に現れた一人の男だ。年ねん齢れいは四十代に差しかかった頃ころで、とても凜り々りしい目鼻立ちをしている。だが朝っぱらから酒に酔っているのか赤ら顔で、さらに無ぶ精しよう髭ひげも伸び放題というマイナスポイントも擁ようしていた。

　しばらく見合っていた二人だったが、その均きん衡こうを崩くずしたのは中年である。彼は台所に足を踏ふみ入いれるとシロガネの左ひだり隣どなりに並んだ。

　その直後、「あ」と肉汁で汚れたシロガネの口から声がこぼれた。横に立つ中年の体つきはがっしりしている。しかし少年の肩に触れているのは、力なく垂れた服の袖そでのみだ。反対にある左腕が逞たくましいため、余計に不在の右腕が目立っている。

　ところがシロガネがそんなことに関心を寄せていると、中年は左手を高速で走らせ次々と料理を口に運んでいく。そして僅わずかな時間でシロガネ以上の量を食べてしまった。

「フッ」

　口内いっぱいに料理を含んだまま、中年が勝ち誇ったように笑う。それを見たシロガネは唇を尖とがらせたかと思うと、スープの入っていた鍋なべを摑つかんでそのまま一気に飲み干してしまった。

「にひ」

　鼻の下をスープの油分でテカテカに光らせながら、シロガネも「どうだ」と言わんばかりの満面の笑みを浮かべる。

　そのまま二人は再び見合っていたかと思うと、

「「──っ！」」

　競い合うように残りの料理を搔かき込こみ始はじめた。躍やく動どう的てきなシロガネと速さと正確さの中年。一歩も譲ゆずらない彼らの勝負は、できたての料理以上の熱さを帯びて最終局面へと突入する。

「うおぉぉぉ！」

「ぬう！」

　綺き麗れいに片づけられた皿や鍋の中、ただ一つ残った骨付き肉に向かって手を伸ばす男たち。白熱の戦いに、今終止符が打たれようとしていた。

　ところが次の瞬しゆん間かん、シロガネと中年の間を一条の閃せん光こうが走った。その正体は包丁で、そしてそれは正確に骨付き肉の中央を貫つらぬいている。

「何をしている」

　熱気に満ちていた台所に、吹雪ふぶきを思わせる冷たい声が響ひびいた。男たちがおそるおそる振り返ると、台所の入り口に仁に王おう立だちするエプロン姿がある。桟さん橋ばしで戦っていた双そう剣けんの少女だった。
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「ヒトが作った料理を食卓に並べる前に、しかも感かん謝しやの言葉も口にせぬまま食くい尽つくそうとするとは」

　ゆっくりと室内中央まで来ると、彼女はシロガネと中年の手のちょうど中間に刺さった包丁を回収する。そして尖せん端たんが捉とらえている骨付き肉を一ひと囓かじりすると、

「いい度胸だな、貴様ら」

　怒気を漲みなぎらせた瞳ひとみで告げた。ある意味、桟橋での戦いよりも迫力があった。しかし、

「相変わらず美味うまかったぞハルカ！　ごちそうさん！」

　早口で言うと中年は換気用に開いていた窓、そこからひらりと脱出する。まるで体重を感じさせない身軽さだ。

「父上、まだ話は終わっていません！」

　外に大きく身を乗り出してハルカは声を荒らげるが、父は左手の指を舐なめながら走り去ってしまった。

「まったく仕方のない方だ」

「ホントだよな。スゲー食い意地張ってるし」

　嘆息するハルカの隣となりに並びシロガネが同意の頷うなずきを落としていると、

「貴様もな」

「は、はい」

　鼻先に包丁を突きつけられ、シロガネは青あお褪ざめた笑顔で諸もろ手てを挙げた。

「料理を食い荒らした罪で鉄てつ拳けんを見み舞まってやりたいところだが、それよりもまず貴様には聞いておかねばならないことがある」

　鋭い眼光でシロガネを射い貫ぬいたまま、彼女は質問を口にする。

「貴様は何者だ？」

「最初会った時に名乗らなかったっけ？　俺おれはシロガネ・ランページ。ナナス村から来た」

「ナナス……聞いたことのない村だな」

「海をず─────────っと向こうに行った先にあるぜ！」

　シロガネは窓の外を指差す。余よ談だんだがその方向に海はない。

「まあ、貴様がどこから来たかはどうでもいい。私が知りたいのは貴様が誰だれの差し金で私の前に現れたか、だ」

　そう言うとハルカは包丁の尖せん端たんでシロガネの鼻に触れた。あと僅わずかでも力を込めれば出血は免まぬがれない絶妙な力加減だ。

「吐け。貴様はどの〝七しち星せい〟の手の者だ？」

「し、シチセイ？」

「とぼけるな、武ぶ王おう流りゆう七星だ。貴様も桟さん橋ばしにいた連中と同じように父上の命を狙ねらっているのだろう？」

「ちょっと待ってくれよ！　さっきからおまえが何言ってるのかサッパリ分かんねぇよ！」

　突きつけられた包丁に怯おびえつつも、シロガネは真剣にハルカに訴える。

「……試してみるか」

　呟つぶやくと彼女は包丁を下ろし、一方でシロガネの背中に人差し指を押し当てた。

「ふっ！」

　込めたのは小さな気合い。だがそれだけでシロガネの体は窓の外へ飛び出した。そしてごく短い空中遊泳が終わると、そのまま短い草で覆おおわれた庭を端まで転ころがって行いく。

「なるほど素人しろうとだ」

　豪ごう快かいに吹っ飛んだ少年を見送りながら「うむ」と頷うなずくハルカ。エプロンを外はずし、先ほど父親がやったようにひらりと窓から外へ出る。

　直後、庭の奥からシロガネが真っ赤な顔で戻って来た。髪かみや服に草の切れ端が付着しているものの、体そのものは無事のようである。あれだけの目に遭あいながら呆あきれた頑丈さだ。

「いきなり何しやがる！」

　相手が少女であるせいか殴りかかることはしない。それでも怒りが抑えられず、シロガネは乱暴にハルカに摑つかみかかろうとする。ところがそれよりも速く、彼の額ひたいに再び彼女の人差し指がピタリと触れた。

「落ち着け」

「な、何て馬ば鹿か力ぢからだよ……！」

　前進を指一本で止められながらシロガネが呻うめく。両者の体格はさほど変わらない。それだけに本来ならここまでの腕力差は現れないはずだ。しかし彼と彼女の間には、子供と大人以上の圧倒的な差が横たわっていた。

「だー！　何でだ！」

　にっちもさっちも行かないことから、シロガネは癇かん癪しやくを起こしてその場に座り込む。そんな彼の眼前にハルカが手を差し伸べた。

「手荒な真似まねをしてすまなかった。素人のフリをして私を油断させようとしている、という可能性が捨てきれなかったのでな」

「よく分からねぇけど、俺おれは信用されてなかったってことか？」

　吹き飛ばされた怒りをまだ引きずっているのだろう。シロガネは見事な半眼を作っている。

「だが疑いは晴れた。私はハルカ・ノースウエスト。よろしく、シモネタ・ヨンページ」

「シロガネ・ランページだよ！」

　ハルカの手を借りて立ちながら、シロガネは彼女の適当すぎる名前の覚おぼえ方かたを非難した。

「なあ、今度は俺おれから質問してもいいか？」

　草や埃ほこりを払いながらシロガネがハルカを見ると、彼女は「構かまわん」と頷うなずく。

「ここは大陸か？」

「おかしなことを聞く」

　シロガネの問いに顔をしかめたハルカだったが、

「そう言えば先ほど、海のずっと向こうから来たとか言っていたな。貴様の言う通りここはリアマルテ大陸だ。より正確に言えば大陸東部の国アダンモイドの南端、ツオークという町だ」

「そっか、ちゃんと大陸に着いたのか」

　胸元に手を当てシロガネは感かん慨がい深ぶかそうに息を吐く。

「その様子だと、何か目的があって大陸に来たようだな」

「ああ、こいつさ」

　シロガネは首から提さげている指輪をハルカに見せた。

「これは？」

「俺のじいちゃんが死ぬ間ま際ぎわにこいつを渡して来たんだ。〝頼む〟って。でも何を頼みたかったのか分からないまま死んじまってさ」

「そこに彫られているのは文字か？　見たことのない形をしているが」

　シロガネの手の中にある指輪の表面、そこに刻印がされていることにハルカは気づいた。

「たぶんそうだと思う。じいちゃんがこの指輪を俺にどうして欲しかったのか分からねぇから、まず何て書いてあるかを調べようと思ってよ。ただ、うちの村には読めるやつがいなくて。それで──」

「読める人間を求めて大陸に渡って来たということか」

　納得したように頷くハルカ。さらに彼女はこう提案する。

「指輪の文字のことは父上に聞いてみるといい。ああ見えて博はく識しきな方だ」

「おまえの父ちゃんって、さっきのアレだよな？」

　ハルカの言葉にシロガネは眉まゆを曇くもらせた。脳のう裏りによぎっているのは、先ほど食い意地を張り合ったばかりの赤ら顔である。娘に面と向かっては言えないが、とても頼りになるとは思えなかった。

「とりあえず父上に話を聞いてみろ。そしてそれが終わったらなるべく早くここを立ち去れ。長居すると危険だ」

「何でだ？」

　シロガネが指輪を服の中に戻しながら問い返すと、ハルカは鋭利な眼まな差ざしで語り出した。

「私たちは──いや、私の父であるカナタ・ノースウエストは、武ぶ王おう流りゆう次じ期き宗そう主しゆの座を巡めぐる争いの渦か中ちゆうにいるからだ」

「え……！」

　シロガネの顔が驚きよう愕がく一色に染まる。しかし、

「ブオウリュウジキソウシュノザって何だ？」

「……貴様は大陸の人間ではないのだったな」

　体もろとも首を傾かしげているシロガネを見て、ハルカは溜ため息いき混じりに髪かみを搔かき上あげた。

「桟さん橋ばしで私に絡からんでいた連中を覚おぼえているか？　現在、私の父はああいった輩やからに命を狙ねらわれている。だからこの屋や敷しきに留まることは──」

「命を狙われてる？　そいつは聞き捨てならねぇな！」

　かなり簡かん略りやく化かしたハルカの説明を聞き終わる前に、シロガネは鼻息を荒くする。そして、

「よし、分かった。このナナス村一番の力持ち、シロガネ・ランページが力になるぜ！」

「必要ない」

　村一番の力持ちの善意は高速で拒きよ否ひされた。

「ええ？　何でだよ!?」

「貴様、話を聞いていなかったのか？　私の父の命を狙っているのは武ぶ人じんなのだぞ？」

「ブジン？　桟橋にいたヤツらはブジンって言うのか？」

「連中だけを指すわけではないが……」

　解説しようとしたものの途中で面倒臭くなったのか、ハルカは「とにかく」とやや強引に話を進めた。

「命を無む駄だにするだけだ。これ以上深入りするな」

「嫌だ！」

　両手を腰こしに当てシロガネは大きく胸を張った。

「〝困ってる女がいたら助けろ〟。俺おれはじいちゃんにそう教えられてんだよ」

「今一番私を困らせているのは貴様だ。せっかく助けてやった命を無駄にするつもりか？」

　苛いらついて語気を強めた直後、ハルカは「しまった」と心中で舌打ちした。なぜなら、彼女の発言を聞いて眼前の少年がさらに前のめりになってしまったからである。

「やっぱもう一回海に落ちたのは夢じゃなかったんだな。溺おぼれて死んじまうところをおまえが助けてくれたってわけだ。こいつは余計にほっとけねぇな」

「放って置いてくれて結構だ。素人しろうとの貴様など足手まといにしかならん」

「俺が足手まといになるかなんてまだ分かんねぇだろ!?」

「桟橋の小こ競ぜり合あいでどんな目に遭あったか忘れたのか？　父の命を狙っている者たちは、最低でもあの程度のことができる」

（最低でも、だって？）

　シロガネは思わず息を吞のんだ。脳のう裏りに蘇よみがえっているのは、ただ腕を振り払われただけで長ちよう髪はつの青年に海に叩たたき落おとされた場面である。彼の強さが最低水準なのだとしたら、彼女たちに関われば一体どれほどの猛も者さと相対することになるのか。まさに命が幾いくつあっても足りない状況だ。だがそんなことで臆おくする性格ならば、そもそも筏いかだで大海に挑いどんだりするはずがない。

「それがどうした！　俺おれはおまえに恩を返すって決めたんだ！」

　燃える瞳ひとみでシロガネが吠ほえる。引き下がるつもりなど毛頭ないようだ。

「……もう一度体験させるしかなさそうだな」

　ハルカは一ひと際きわ大きな吐息を落とすと足を肩幅に開いた。そして眼前の少年に向け、人差し指を立ててみせる。

「一分やる。その間に私を一歩も動かすことができないようなら、貴様はここに留まる資格はない。さっさと父上に指輪のことを尋たずねて立ち去れ」

「もし動かせたらどうすんだ！」

「その時は、好きなだけ家うちに居るといい」

「よーし、絶対だぞ？　その約束忘れんな!?」

　掌てのひらに拳こぶしを打ちつけ、やる気満々のシロガネ。一方、それを見守るハルカの眼まな差ざしは若じやつ干かん冷ややかである。

「では、始めるぞ」

　ハルカの唇が開始を告げた瞬しゆん間かん、

「おっしゃぁぁぁ！」

　シロガネは思い切り跳とんだ。その跳ちよう躍やくは野生動物並に凄すさまじく、ハルカの頭上近くまで到達していた。

（こいつは手を抜ける相手じゃねぇ）

　指一本で動きを止められた経験からハルカを驚きよう異い的てきな存在と認め、シロガネは開幕から全力でいくつもりだ。

「くらえ！」

　シロガネが繰くり出だしたのは高いジャンプからの跳とび蹴げり。女子相手に顔面は躊躇ためらったのか、狙ねらいはハルカの肩口のようだ。とは言え、人間一人分の体重を浴びせられれば顔だろうが肩だろうがその場に留まることはできない。ただし、相手が格段に体重を有していれば耐えられることもあるだろう。だがハルカはむしろシロガネよりも軽量である。ならばこの一いち撃げきで勝負は決したも同然だ。

　同然のはずだった──。

「う、噓うそだろ……っ？」

　未いまだ空中にいるシロガネが、大口を開けて啞あ然ぜんとしている。彼の視線の先では、絶対的な自信を持って放った跳とび蹴げりが止められていた。またしてもハルカの指一本で。

「これが貴様の敵に回そうとしている武ぶ人じんの力だ」

　驚おどろきを引きずって着地するシロガネに、ハルカは得意げになるわけでもなく淡々と言った。

「お、おまえもブジンとか言うヤツなのかよ」

「そうだ。私も、そしてこれから現れる敵も。おそらく全員が武人だ」

「全員って……」

　指一本で止められた右足を一いち瞥べつし、シロガネは眉み間けんに深い谷を作った。

「ボーッとしていていいのか？　時間がなくなるぞ？」

「いけね！」

　ハルカに指摘されシロガネが慌あわてて動き出す。今度の攻こう撃げきは一いつ旦たん後ろに大きく下がってからの、加速をまとった体当たりである。

　だが、またしてもハルカの足を動かすことは敵かなわない。

「ぐぎぎぎ……！」

　歯が砕くだけるほどに食くい縛しばっているシロガネだが一向に体が前に進まない。そしてその肩には、まるで軽くなぞるようにハルカの人差し指が触れている。

（どこにそんな力があんだよ）

　間近にいる少女を観かん察さつしながらシロガネは心中で呻うめく。非常に引ひき締しまってはいるが、ハルカの体は極端に筋肉で覆おおわれているわけではない。それにもかかわらず、どうしてここまで圧倒的な力を発揮できるのだろう。

（ハルカも、桟さん橋ばしにいた長ちよう髪はつも、ブジンには何か秘密があるのか？）

　シロガネが悩みに悩んでいると、

「残り三十秒だ」

「も、もう!?」

　ハルカの一言でシロガネは慌てふためく。だが、目の前の少女を動かす有効な手段が思いつかない。

「ああ、くそ、どうすりゃいいんだ！」

　焦あせるあまりにその場で足あし踏ぶみを始めるシロガネ。その様子を眺めながら、ハルカは内心で少し落らく胆たんしていた。

（偶然が重なっただけなのか？）

　桟橋でシロガネが長髪の刺し客かくを倒した方法。この勝負の中でそれが何であるか分かるかもしれない。そう密ひそかに期待していたのだが当てが外はずれたらしい。

（どうやら、あの長髪が『心じん』の操そう作さを誤ったようだ）

　自みずから出した結論に嘆息するハルカ。もう勝負を続ける意味もないので、時間を誤ご魔ま化かして早く切り上げようかという考えまで頭をチラつき始めていた。

　そんな時、

「あとは〝こいつ〟ぐらいしか残ってねぇ！」

　半なかば自棄やけになったように叫ぶと、シロガネが踏ふみ込こみと同時にハルカの腹ふく部ぶへ向けて右みぎ拳こぶしを繰くり出だす。

（ただの中段突きか）

　シロガネが最後に繰り出した一いち撃げきを見て、ハルカはさらにがっかりした。彼女が見たかったものはやはり幻まぼろしだったようだ。

　防御しようとしていた人差し指を引っ込め、ハルカはシロガネの攻撃をあえて受けることにした。直撃さえも効果がないと分かれば、さすがの彼も諦あきらめがつくだろうと考えたのである。

「たぁっ！」

　そして、短い呼気とともにシロガネの右拳がハルカの引ひき締しまった腹筋を打つ。いや、打ったと言うより、腕を曲げた状態で押し当てただけだ。

「──む？」

　突きにすらなっていない中ちゆう途と半はん端ぱな一撃。それにハルカが違和感を覚おぼえた刹せつ那な、

「ヒュォォォォォォ……！」

　シロガネが奇妙な、屋内に入り込む隙すき間ま風かぜを思わせる呼吸を始めた。

（これは──私の『心じん』を吸っている!?）

　ハルカの表情がにわかに歪ゆがむ。平行して彼女の頭の中では警けい鐘しようが激はげしく鳴なり響ひびいている。本能が命の危き機きを報しらせているのだ。

「はっ！」

　ハルカは咄とつ嗟さに掌しよう打だでシロガネの顎あごを跳はね上あげた。そして海を渡って来た少年は豪ごう快かいに後ろに引っ繰り返る。

「今のは一体……」

　直前まで拳が押し当てられていた腹部にハルカが触れると、途端に鈍どん痛つうが走った。服をめくり素肌を確認すれば、そこにはくっきりと拳型の痣あざが刻まれている。

（先に掌打を入れられたからよかったが、もしヤツの腕が先に伸びきっていたら……）

　地面で大の字になっているシロガネを見下ろしながら、ハルカは背中を濡ぬらす汗に寒気を覚えた。

「いてて……顎割れっかと思った」

　しばらくするとシロガネが上半身を起こす。嚙かみ合あわせが気になるのか、しきりに口を開閉している。

「反則だろ、急に殴るとか」

　胡座あぐらを搔かきつつシロガネが非難めいた視線を送るも、それを受け取るハルカは臆おく面めんもなく「私から手を出さないとは一言も口にしていない」と答えた。

「そりゃそうだけど……」

　言いながらシロガネは肩を落とす。約束の一分がすでに経過していることは彼も分かっているようだ。

「お互いが同意の上で勝負をしたのだ。その結果は受け入れなければならない」

「ああ、そうだよな。ここでゴネたら男らしくないよな」

　語るハルカにシロガネが涙目で頷うなずいていると、

「貴様の勝ちだ、シロガネ・ランページ」

「分かった。すぐいなくなるよ──って、ええっ？」

　緩かん慢まんに立ち上がろうとしていたシロガネは、ハルカの発言に思わず身を仰のけ反ぞらせた。

「な、何で？　どうして？」

「ルールを破ってしまったからだ」

　足元を指差しながらハルカは言った。見れば、肩幅に開かれていた彼女の足、その左足だけが僅わずかに前へ出ていた。おそらく掌しよう打だを繰くり出だした時、無む意い識しきに攻こう撃げきし易やすいように動かしてしまったのだろう。

「よっしゃぁぁぁぁぁぁ！」

　拳こぶしを突き上げ、シロガネが無む駄だに高さのあるジャンプで喜びを爆ばく発はつさせた。負けたと思っていたところからの勝利だけに、嬉うれしさもひとしおだったようである。

「じゃあ、最初約束した通り──」

　着地と同時にハルカを見ると、彼女は腕組みをしながら「ああ」と小さく頷いた。

「私の弟で子しにしてやろう。光栄に思え、一番弟子だ」

「……あれ？　そういう約束だっけ？」

　こうしてシロガネ・ランページはハルカ・ノースウエストに弟子入りを果たしたのである。半強制的に。













【２】武人への道







　リアマルテ大陸の東を支配するアダンモイド。その建国は千年前、カボネア・アダンモイドという男によってなされた。当時、小国同士の小こ競ぜり合あいが絶えなかった現領土。その勢力の一つに傭よう兵へいとして参加していたカボネアは、ただ一人で敵てき陣じんを落とすなどの神かみ懸がかった武ぶ勲くんを立て続け、周囲から畏い怖ふと憧しよう憬けいを集めていく。やがて仲間たちの期待に応こたえるように所属していた小国を乗っ取り、文字通り皆の〝先頭に立って〟周辺の国を制圧した。

　そしてアダンモイドを建国すると、彼は自身が編み出した戦いの術をまとめ、城内で兵士に教えるようになった。誰だれよりも強き〝武ぶ王おう〟に授さずけられし流派。これこそが武ぶ王おう流りゆうの始まりである。

　偉大なる王が流派を生み出してから二十年ほど経った頃ころ、兵だけでなく町民や他国からも弟で子し入いりを志願する者が現れるようになった。しかし彼らを受け入れ、指導するには王都カボネアスにある城の庭では狭すぎる。そのため武王は別に作らせた。自分の居城よりも巨大な修行の場を。

　王都カボネアスの北西、グラファイ山中にそれは存在する。武ぶ人じんたちの間で〝城しろ〟と呼ばれている武王流の本拠地だ。ここでは今日も武を究きわめんとする多くの門下生が汗を流している。

「──総そう師し範はん」

〝城〟の中央にある大道場に続く長大な石造りの廊下、そこで声を発したのは二十歳さいほどの青年だ。彼は靴くつ音おとも立てずに小走りで駆かけ寄よると、先を歩いていた大男の隣となりに並ぶ。

「シアンか。例の件はどうなっている」

　視線を前方に向けたまま大男が口を開いた。年ねん齢れいは五十代半なかばだろうか。顔にこそやや皺しわが目立っているものの、その大岩を削って作り上げたような分厚い肉体は五い十そ路じのそれではない。

「ご指示の通り、破門の取り消しを切望する元門下をツオークへ送り込んでおきました」

「ご苦労」

　浅く頭を下げているシアンに大男は浅く頷うなずいた。

「あの男に宗そう主しゆの座を渡すわけにはいかんからな」

「まったくです。私には宗主さまのお考えが理解できません」

　憤ふん慨がいしたようにシアンが顔を上げる。女性を思わせる美しい面おも差ざしだが、それだけに左ひだり頰ほおに走る刀傷が目を引いてしまう。

「本来ならば、ともに武王流を支えて来られたアグニフラム総師範に次期宗主をお任せするのが当然であるはずなのに」

「宗そう主しゆさまも老いには勝てんということだろう。でなければ、今さらあの男を次期宗主に選ぶはずがない」

　口調こそ冷静だがアグニフラムの双そう眸ぼうには、目に映るもの全すべてを消けし炭ずみに変えかねない暗い炎ほのおが渦うず巻まいていた。

「武ぶ人じんという一いつ騎き当とう千せんの人間兵器の集団をまとめる統率力、そして国王陛下の相談役として政治の知ち識しきも求められるのが武ぶ王おう流りゆう宗主というものだ。ただ強いだけの者はもちろん、利き腕を失った〝剣けん神しん〟などもってのほかだ」

「七しち星せいの中でも、やはり総そう師し範はん以外に適任者はおられないかと。正しき長おさを選ぶのが武王流の、いえ、この国のためでございます」

　言いながらアグニフラムの横顔を見つめるシアンの瞳ひとみは恍こう惚こつとしていた。完全に心しん酔すいしているようだ。

「しかし、宗主さまは一度決めたことは撤てつ回かいしない頑固なお方」

　アグニフラムは懐ふところを探さぐると一通の封書を取り出す。そしてそれを近くの柱に備え付けられた蠟ろう燭そくの灯あかりに接触させた。

「それでも指名した者がすでにこの世にいないのであれば、選考をやり直すしかあるまい」

　厳きびしい顔つきで告げるアグニフラム。その手の中で燃もえ尽つきようとしていた封書には差出人の名が記されている。カナタ・ノースウエストという名が。




　一夜明け、ツオークの町では新しい一日が始まろうとしていた。

「今日から貴様の修行を始める」

　朝あさ霧ぎりの立ち込めるノースウエスト邸の庭、その中央で腕組みをしているのはハルカだ。そして彼女の眼前には眠たげに目を擦こすっているシロガネの姿がある。ボロボロだった服もハルカが器用に修しゆう繕ぜんした結果、清せい潔けつ感かんのある見た目を取り戻していた。意外と言ったら失礼かもしれないが、料理といい裁さい縫ほうといい、彼女はなかなか家事が得意のようだ。

「ふあ……それで？　何すりゃいいんだ？」

　欠伸あくび混じりにシロガネが尋たずねると、

「貴様にはまず『心じん』を使えるようになってもらう」

「ジン？」

「生物を活動させる生命力。それを使つかい易やすく転用したものを私たちは『心』と呼んでいる。たとえば『心』を身にまとうことで肉体は強化され、運動能力も跳はね上あがる。貴様も体験したはずだ。『心』をまとった人間の圧倒的な力を」

「そうか、その『心』ってヤツのせいで勝てなかったのか」

　シロガネが悔しげに口先を尖とがらせた。どうやらあの長ちよう髪はつやハルカに手も足も出なかったことを思い出しているようだ。

「イマイチその『心じん』ってのが何なのか分かんねぇんだけど、それは俺おれでも使えるようになるのか？」

「心配するな、大して難しくはない」

　不安げな弟で子しとは裏うら腹はらに、師し匠しようの表情には多分の余裕が窺うかがえた。

「実際、私は七歳さいの時にはもう使えた」

「何だよ。最初からそう言ってくれよ」

　ハルカの一言にシロガネは大きく胸を撫なで下おろす。幼い少女にもできたのなら、だいぶ大人に近づいた今の自分ならそう難しくないはずだ。

「んで、どうやったら『心』を使えるようになるんだ？」

「その方法を今教える」

　そう言うとハルカは腰こしを低く落とし、ゆっくりと呼吸を始めた。霧きりの混ざった朝の大気を鼻で吸い込み、僅わずかに開けた唇の間から細く長く吐き出す。これを何度も繰くり返かえしていく。

「息してるだけに見えるんだけど」

　拍ひよう子し抜ぬけしたようにシロガネが眉まゆ根ねを寄せていると、

「ふぅぅぅぅぅぅ……これは『転てん息そく』と言って、体内の生命力を『心』に変換する呼吸法だ」

　深い呼吸を切り上げハルカが声を発した。

「慣れれば通常の呼吸でも『心』を得られるようになるが、一度に多くの『心』が必要な時はこちらを使った方が圧倒的に早い。ただし、戦いの最中にやれば相手に〝『心』を溜ためている〟と警けい戒かいされてしまうがな」

　注意点を交えた説明を終えると、ハルカは「やってみろ」とシロガネを顎あご先さきで示した。

「よっしゃ、任せとけ」

　袖そでを大きくまくってシロガネもハルカがやっていたように腰を落とす。そして『転息』を始めたのだが、

「……何も起きねぇんだけど」

　十数回目の息を吐き出した直後、シロガネが困り顔を作った。

「バカな。私の教えた『転息』の呼吸は完かん璧ぺきだったはずだ」

　口元を押さえてハルカが呻うめく。そんな彼女の肩にシロガネは優やさしく触れた。

「そう、落ち込むなって。こんなこともあるさ」

「私を落ち込ませている原因が言うな！」

「く、くるひい……！」

　胸倉を摑つかむだけのつもりだったのだが、ハルカはシロガネの首を吊つり上あげるように持ち上げてしまう。先刻の『転息』の例で得た『心』が、彼女の細腕を剛ごう腕わんに変えているのだ。

「なぜだ。なぜ貴様は『心』が使えるようにならない！」

「お、俺おれが知るわけねぇじゃん」

　ようやく地面に足をつけられたシロガネが締しめられた痕あとの残る首くび筋すじを擦さすった。酸素がやけに美味うまく感じる。

「考えられる理由は二つだ」

　無む意い識しきに毛先を指で弄いじりながらハルカがシロガネを睨にらむ。

「一つ、そもそも貴様に武ぶ人じんとしての才能がない」

「むりやり弟で子しにしといて酷ひでぇな。で、もう一つは？」

　シロガネが答えを促うながすと、ハルカは体を震ふるわせながら口を開いた。

「もう一つは……わ」

「わ？」

「私の教え方に問題が……問題が……！」

（うわぁ、絶対認めたくねぇって顔してる）

　出血してもおかしくないほど下唇を嚙かんでいるハルカを見て、シロガネは彼女が相当な負けず嫌いであることを察した。

「修行は一時中断！　しばらく休きゆう憩けいだ！」

　叩たたきつけるように吠ほえると、ハルカは母屋へ駆かけ込こんでしまった。

「休憩って言われてもなぁ」

　庭に一人取り残されたシロガネが小さな溜ため息いきを吐つく。しばし立たち尽つくしていた彼だったが、とりあえず教えられた『転てん息そく』の呼吸を再開するのだった。




（まさか最初の『転息』から躓つまずくとは）

　焦しよう燥そう感かんに駆られながらハルカは家の廊下を突き進む。

（幼い頃ころの私にできたことが、どうしてできないのだ。やはりあいつには才能がない）

　そう断定しかけたところで「いや」とハルカは首を横に振った。

「私の教え方に問題がある可能性も捨てきれない……！」

　彼女はとうとう〝その言葉〟を口にする。この世の終わりのような表情だ。

　ただ、どちらにしてもこのままでは修行は進まない。早急に正しい武人の育成方法を知る必要があった。

「書庫にそれらしい本があったはずだ」

　意を決したように呟つぶやくとハルカは目的地に急いだ。

　そんな家の中らしからぬ疾しつ走そうを始めた少女を目に留めたのは、台所から顔だけを廊下に出したカナタである。

「……んー？」

　その片方だけの手には早くも酒さか瓶びんが握られていた。




「ふぅぅぅぅぅぅ……」

　長く細く息をする音が聞こえる。それを奏でているのは深く腰こしを落としたシロガネだ。夕ゆう闇やみの迫せまるノースウエスト邸の庭の中央、彼は服の背中や首回りをぐっしょりと汗で濡ぬらしていた。

　間もなく太陽は西の地平線に姿を消そうとしている。修行の一時中断が宣言されてから約半日、その間シロガネはハルカから教わった呼吸をひたすら繰くり返かえしていた。

　武ぶ人じんとしての才能の有う無むは分からない。しかし、彼が非常に根気強いことだけは間違いないだろう。

「くはー、ダメだ！」

　さらに十分ほど経過したところで、シロガネがその場にしゃがみ込んだ。すると母屋からドアの開く音がした。庭へやって来たのは師し匠しようではなくその父である。

「よう、ハルカが拾って来た坊ぼう主ずじゃねぇか。何してんだ？」

　シロガネの姿を認めると、カナタがのらりくらりと近づいて来た。昨日はいつの間にかカナタが飲のみ潰つぶれてしまったので、ちゃんと対面するのはこれが初めてだった。

「坊主じゃねぇ。シロガネ・ランページだ」

「そうかそうか、俺おれはカナタ・ノースウエスト。よろしくな、あー、えっと……シモネタ・ヨンページ？」

「絶対わざとだろ！　親子揃そろって！」

　耳に手を当てて聞き返したカナタにシロガネが犬歯を剝むく。

「わはは、怒るなよ坊主。俺のツマミ分けてやるから」

「食べ物なんかで誤ご魔ま化かされねぇぞ俺は！」

　差し出された干し肉を嬉うれしそうに嚙かみながらシロガネが言うと、カナタは「チョロいヤツだな」と笑みを浮かべて酒さか瓶びんに口をつけた。

「にしても、ベロベロじゃん。いつから飲んでるんだよ、おっさん」

　シロガネが目を眇すがめる。坊主と呼ばれることを諦あきらめる代わりに、シロガネは遠慮なくカナタを〝おっさん〟と呼称することにしたようだ。

「いつから？　起きた瞬しゆん間かんからに決まってんだろ？　んなことより！　何してたのか教えろよ坊主！」

　酔っ払い特有の制御できていない大声でカナタが聞いて来た。

「ハルカに『転てん息そく』っての教えてもらって、それをやってたんだよ」

　シロガネが甘めに耳を塞ふさぎながら答えると、

「……見慣れねぇ格かつ好こうしてると思ったら、武人になるために大陸に来たクチか？」

　眠たげだったカナタの瞳ひとみが僅わずかに鋭くなったように見えた。

「いや、俺はこの指輪の文字を読めるヤツを捜しに来たんだけど──おっさん読める？」

「見せてみな」

　カナタはシロガネが首に提さげている指輪を摘つまみ上あげるが、五秒もしないうちに激はげしく目を擦こすり始めた。

「……酒入ってるせいか目が霞かすんで文字が見えねぇ」

「ダメじゃん」

　この酔っ払いを頼れと言っていた少女への苦情がシロガネの口を突いた。

「今度、素面しらふの時に見せてくれ」

「そんな時あんの？」

　シロガネの疑惑の眼まな差ざしが刺さるが、カナタは痛くも痒かゆくもなさそうに話を元の流れに戻そうとする。

「人捜しをしてるおまえが、どうして『転てん息そく』なんてやってんだ？」

「ハルカが言ってたけど、おっさん武ぶ人じんのヤツらに命狙ねらわれてんだろ？　だから俺おれも武人になって、おっさんやハルカの力になろうと思ってさ」

「は？　俺のため？」

　眉まゆ根ねを寄せるとカナタは首を横に振った。

「止よせ止せ。こんな酔っ払い助けるために血生臭い世界に足突っ込むことねぇ」

「嫌だ、突っ込む！」

　年上の忠告をシロガネは全力で押おし退のける。

「俺はハルカに命を助けられた。だから、この借りは死んでも返す！」

（こいつ……なんて目ぇしてやがる）

　カナタは心中で苦笑した。聞いたこともない村から来たという少年、その瞳ひとみがあまりにも純粋だったからである。それはまるでツオークの南側に広がる青く透き通る海を思わせた。

「気持ちはありがてぇけど、おまえの出番は来ないと思うぜ？　そう何日もしないうちに俺が狙われることもなくなるしな」

「え？　そうなのか？」

　シロガネが問い返すも、カナタは浅く笑うだけで明確な答えを紡つむがない。

「よし、俺なんざを守るって言ってくれた礼だ。もう一枚干し肉を……あ、さっきので最後だった」

　懐ふところを探さぐるが目当ての物はもうない。カナタがお礼の代替品を思考していると、

「おっさん。悪ぃけど、そろそろ修行に戻っていいか？」

「ああ、『転息』やってたんだったか」

「まあな。今んとこ全然成功してねぇけど」

　シロガネはかなり沈んだ口調で続けた。

「……ひょっとして俺、才能ねぇのかな」

「そうかもしれねぇし、そうじゃないかもしれねぇ」

　曖あい昧まいな回答をすると、カナタは瓶びんに残っていた酒を一気に飲み干した。そして、

「おい、坊ぼう主ず。ちょっくら俺おれの言う通りやってみな」

　口元を手の甲こうで拭ぬぐいながらそんなことを言い出す。

「ええ？　おっさんの言う通りに？」

「何ですこぶる不安そうなんだよ」

「だっておっさんベロベロじゃん」

「ベケッロウ、俺を誰だれだと思ってんだぁ？　こう見えても武ぶ王おう流りゆう七しち星せいが一人、〝剣けん神しん〟カナタ・ノースウエストだぞぅ！　酒ごときに飲まれるわけねぇだろアーン？」

「おっさん、おっさん。俺はこっち。そっちは壁かべだ」

「フッ、冗じよう談だんに決まってんだろ？」

「いや、それも壁だから。……本当に大丈夫かよ」

　無む機き物ぶつとやり取りする酔っ払いカナタにシロガネは一いち抹まつの、いや大いに不安を覚おぼえる。しかし、現状のままでは好転は望めないと思い、大人しく〝師しの父〟にアドバイスを受けることにした。

「とりあえず今まで通りやってみな」

「お、おう。……ふぅぅぅぅぅぅ」

　シロガネは先刻までと同じ呼吸を開始する。しかし、

（ダメだ、やっぱり『心じん』なんて分からねぇ）

　心中で弱気な言葉を呟つぶやいたその時、カナタの声が飛んで来た。

「『心』を使えるか使えないかは武人と素人しろうとを分ける境界線だ。だが、『心』の元である生命力はただの素人だって持ってる。言ってみりゃ、おまえの中には、最初から『心』の元が詰つまってんだ」

「『心』の元が……」

　シロガネが己おのれの体を見下ろしていると、さらにカナタが言葉を続ける。

「だから燃やせ、自分の中の生命力を。『心』の元を全力で燃やすんだ。体ン中にでっけぇ火を起こせ！」

「ふぅぅぅぅぅぅ……！」

　呼吸しながらシロガネはイメージする。己の中で燃え上がる火を。

「もっとだ！　もっともっともっと激はげしく燃やせ！」

　カナタの言葉に呼応し、シロガネの内なる世界で生まれた火が炎ほのおとなり、やがて天を焦こがすほどの紅ぐ蓮れんの柱に成長した。

　そして次の瞬しゆん間かん、

「な、何だ？　体が……熱い……！」

　シロガネは吃きつ驚きようの面おも持もちで呟つぶやいた。

　煮にえた血液が体中を巡めぐっている。そんな馬ば鹿かげた考えが浮かんでしまうほど、彼の体内では熱い力が駆かけ巡めぐっていた。

「よかったな。おまえには武ぶ人じんとしての最低限の才能はあったみたいだぜ」

　笑みを浮かべながらシロガネの肩に触れたのはカナタだ。

「それが『心じん』だ」

「これが……」

　今にも燃え始めそうな熱い左右の掌てのひらを見つめ少年は呟つぶやく。

「俺おれも初めて感覚を摑つかんだ時はビックリしたもんさ。まあ、すぐに慣れる」

　酒臭い息を吐くと、カナタは懐ふところから小こ瓶びんを取り出す。新あらたな酒だ。

「どうして急にできるようになったんだ？」

　自分の素質に疑念を抱いていたシロガネは、突然の成功が不ふ思し議ぎで仕方ないらしい。

「『心』がどんなものか知らないおまえに、『心』を作り出せって言っても難しいだろ？　だから生命力を燃料、『心』を火に置き換えてやったのさ」

「ハルカもおっさんみたいなことやってくれりゃよかったのに」

　シロガネが不満げに口先を尖とがらせると、カナタは「あいつもわざとやらなかったわけじゃない」と新しい酒の瓶を開けながら言った。

「親の俺が言うのも何だがハルカは天才だ。武人としてのあらゆる能力が飛び抜けてる。そして、だからこそ分からないのさ。俺たちのような凡人の感覚が」

「俺はともかく、おっさんは凡人じゃねぇだろ。何かあだ名で呼ばれるぐらい凄すごかったらしいじゃん」

「俺なんざ凡人も凡人、ド凡人よ。才能あるヤツの三倍努力してようやく七しち星せいになれたぐらいだからな」

　小さな自じ嘲ちようを挟みカナタは話を続ける。

「昔、武人としての素質を試そうと、好奇心で七歳さいのハルカに『転てん息そく』をやらせてみたんだよ。そしたらあいつ、呼吸を教えただけで『心』を使えるようになりやがってな」

「俺その頃ころ、虫採るのに夢中だったんだけど」

　ハルカと自分の間に横たわる才能という二文字に、シロガネはただただ呆あきれるしかない。

「あいつも虫取りは好きだったぞ。まあ、『心』を込めた蹴けりで大木ヘシ折って取るっていう超強引な取り方してたけど」

「それ本当に子供のやることかよ」

「まったくだな。注意して止めなかったらあの山、つるっパゲになってたかもしれねぇ」

　当時を思い返し苦い顔をしていたカナタだったが、脱線に気づいたのだろう「話を戻そう」と額ひたいを叩たたいた。

「おまえがハルカから習った『転息』のやり方は間違ってねぇ。あれでできるようになるヤツもいるだろう。ただ、それは『心じん』の感覚に優すぐれた一握りの天才だけだ」

　そう言ってカナタは深く嘆息する。

「ハルカは坊ぼう主ずの師し匠しようにゃ不適格かもしれねぇな」

「んなことねぇよ、おっさん」

　シロガネが人ひと懐なつっこい笑顔で首を横に振った。

「俺おれは武ぶ人じんのこと教わるのは初めてだし、あいつも武人のこと教えるの初めてだったみたいだし。お互い初めて同士、これから上手うまくなりゃいいだけの話だろ？」

「フッ、ハルカはいい弟で子しをとったみてぇだな」

「……おっさん」

　シロガネは真顔を作って、

「だから、それは俺じゃねぇってば」

　満足げな顔で壁かべに話しかけている酔っ払いに、娘の弟子から幾いく度ど目めかのつっこみが入った。




「待たせたな」

　ハルカが再び庭に現れたのは、月が夜空に輝き始めた頃ころだった。彼女の小こ脇わきには一冊の本が抱えられている。書庫で発見した『心』に関する文献だ。今まで〝何となく〟使いこなしていた『心』を、ハルカは初めてまともに勉強したのである。

「これでできなかったら、やはり問題があったのは貴様の才能の方だということだ。さあ、もう一度『転てん息そく』のやり方を教え──」

「ふぅぅぅぅぅぅ……」

　意い気き揚よう々ようと言いかけたハルカの視線の先では、朝とは違い自信を持って『転息』を行うシロガネの姿があった。いや、それだけではない。彼が身にまとわせているのは、紛まぎれもなく武人の基き礎そとなる力だ。

「ようハルカ。一応『転息』はできるようになったぜ」

　得意げに胸を張るシロガネ。しかしハルカが注視しているのはその後方、酒さか瓶びんを枕まくらにして眠っている酔っ払いである。

（まさか父上が？　誰だれかに指導するなど腕を失って以降初めてではないか？）

　ハルカが立たち尽つくしていると、それを目にしたシロガネは自分の成長がそうさせているのだと嬉うれしくなってしまった。

「『心』ってすげぇな。どんどん力が溢あふれて来くるぜ。おまえらずりーよ、こんなの持ってりゃ強ぇわけだよ」

『心』の力が上乗せされた体でシロガネは左右の拳こぶしを振り回す。風を切る音が違う。元々運動能力そのものは高かったため、相当なキレとスピードが生まれていた。

「何だかんだ一日で『転息』を使えるようになっちまったし、もしかして俺って才能ある？　おまえを超こえる日も近かったりして」

　シロガネが冗じよう談だん混じりにそう口にした直後、思いきり振った右みぎ拳こぶしがハルカの指一本に止められた。とてもあっさり。

「面白い冗談だな」

　ハルカが一ひと睨にらみするとシロガネは「だ、だろ？」と、引きつった笑顔を見せる。僅わずか半歩でも武ぶ人じんの領域に足を踏ふみ入いれたことで、眼前の少女が美しい顔をした化ばけ物ものだと改めて実感させられていた。

「まあいい、そろそろ夕食の準備に取りかかるぞ。シロガネ、井戸から水を汲くんで来こい。あと野菜の皮を剝むいて、ついでに父上を部屋まで運んで寝巻きに着替えさせてベッドに寝かせておけ。そこに転ころがってる酒さか瓶びんの片づけも忘れるなよ？　食後の洗い物もだ」

「え？　全部俺おれがやんの？」

「これも修行だ」

「便利な言葉だな、それ」

　迷いなく言い切った師し匠しように、弟で子しはひそめた眉まゆでそう返した。




　夜も更ふけた頃ころ、ノースウエスト邸の中をうろうろと歩き回るシロガネの姿がある。課されていた夕食後の皿洗いや台所の掃除といった〝修行〟を終えた彼は、それらを課した人物に報告しようとしていた。

「おーい、ハルカー」

　呼びかけても返事はない。存外広い家なので、居い候そうろうを始めたばかりのシロガネに見つけ出すのは苦労しそうだ。

　ところが、

「──ん、こっちか」

　何かを感じ取ったように彼は廊下を右に曲がった。さらに突き当たりを左に曲がると、そのまま迷いのない足取りで進む。ほどなくして突き当たりに木製の扉とびらが見えて来るが、それも躊ちゆう躇ちよなく開けてしまう。

　扉の向こうには幾いくつかのランプが天井から吊つり下さげられていて、柔らかな光が室内に並んだ本ほん棚だなや本を照らし出していた。

「捜したぞ、ハルカ」

　扉を閉めながらシロガネが白い歯を見せると、

「よくここが分かったな」

　背を向けて本を読んでいたハルカが肩越しに振り返った。表情に微かすかな驚おどろきの色を浮かべている。

「どうやって私がここにいると分かった？」

「うおー、何だここ！　本だらけじゃん！」

　向き直って尋たずねたハルカだったが、シロガネは棚たなに所狭しと納められている本に首ったけだった。

「質問に答えろ」

「あがっ!?」

　シロガネの顔を両手で摑つかむと、ハルカは強引に自分の方を向かせる。

「この場所は教えていなかったはず。どうやって私がここにいると分かったのだ？」

「いてて……匂においだよ、匂い。おまえの匂いを辿たどって来きたんだ。こう見えて俺おれ、ナナス村で一番鼻が利くんだぜ」

「にお──」

　回答を聞いた瞬しゆん間かん、ハルカの頰ほおが急速に赤く染まった。そして彼女は焦あせった様子で袖そで口ぐちに鼻を近づける。

「大丈夫だよ、別におまえ臭くねぇから。むしろいい匂いだと思う」

　力強く頷うなずくと、シロガネはハルカの首元でスンスンと鼻を動かした。

「うん、俺が保証する。おまえはいい匂いだ、自信持て！」

　満面の笑みで少年が告げたと同時に、その鼻先に音もなく藍あいの刃やいばが触れる。彼女は家の中でも二本の愛剣を傍かたわらに置いているようだ。

「この話題をこれ以上続けたら殺すぞ、貴様……！」

「お、おまえが聞いたから答えたんじゃねぇか！」

　赤面したハルカにシロガネは生死の境に立たされていた。

「それで？　何か用か？」

　再び本に目を落としつつハルカが尋ねた。余よ談だんだが、その頰にはまだ恥じらいの余よ韻いんが大いに残っていたりする。

「言われてたこと全部終わったからその報告に来たんだけど──何読んでんの？」

「素人しろうとを武ぶ人じんに成長させるために有効な方法を調べているのだ。また父上に横よこ槍やりを入れられては堪たまらん」

　後ろから無理に覗のぞき込こんで来るシロガネを鬱うつ陶とうしく思いながらも、ハルカは律りち儀ぎに質問に答えてやる。

「貴様は私の弟で子しなのだから」

「……へへ」

　シロガネが口角を上げていると、ハルカから「何がおかしい」と切れ味のいい眼まな差ざしが飛んで来た。

「おかしくて笑ったんじゃなくて、嬉うれしくて笑ったんだ」

「嬉しい？」

「おう。おまえもおっさんも凄すごくよくしてくれっから、何かじいちゃんと暮らしてる時に戻ったみたいで嬉うれしくなっちまったんだよ」

　夜にもかかわらず眩まぶしい笑顔を見せるシロガネ。

「弟で子しにしてくれてありがとな、ハルカ」

「礼など不要だ。私は貴様を父上の盾に仕立てるつもりで弟子にしたのだから」

「酷ひでぇなぁ」

　思っていることを隠そうともしないハルカに、シロガネは驚おどろきを通り越して感心してしまう。

「まあ、〝あの技〟を有効に使えるなら盾以上の役割がこなせるかもしれんが……」

「あの技？」

「惚とぼけるな。貴様が私との勝負の最後に使った一いち撃げきだ」

「おお、『零ぜろ』のことか」

　シロガネが得心したように手を叩たたくと、ハルカも「『零』……」と本を閉じて向き直った。

「あれはどこの流派の技なのだ？」

「分かんね。俺おれもじいちゃんがやってたのこっそり見て覚おぼえたから」

　シロガネは首を横に振ってから話を続ける。

「じいちゃんは猟りよう師しだったんだけど、たまに罠わなも持たないでこっそり山ん中入って行く時があったんだ。そういう時は『零』みたいなことを一人で何時間もやっててさ」

「技の型を何時間も？」

　ハルカが「ただの猟師のやることではないな」と唸うなった。

「今考えるとそうかも。……そう言えば練習してる時のじいちゃん、凄すげぇ怖ぇ顔してたっけ。普段優やさしかったから余計に怖かったな」

　シロガネの脳のう裏りに過去の映像が蘇よみがえる。あれは祖父の稽けい古こを覗のぞくようになって一ヶ月、そして最後に盗み見た日のことだ。草むらを隔へだてて動作を真似まねていたシロガネだったが、夢中になるあまり祖父に気づかれてしまったのである。

《見ちまったのか、『零』を……！》

「俺が見てたことに気づいたじいちゃん、泣いてたっけ」

　今よりも幼い己おのれを抱だき締しめる祖父の顔を思い出しながら、シロガネは寂しげにうつむいた。

　すると、

「ところで、貴様は『零』以外の技も使えるのか？」

　間かん髪はつ入れずハルカが口を開く。感傷的な少年とは裏うら腹はらに、少女の瞳ひとみは好奇心という名の光で爛らん々らんとしていた。聞いたこともない村の老人が使っていたという謎なぞめいた技。こういったものに興きよう味みを引かれてしまうのは、武に携たずさわる者の本能のようなものだった。

「い、いや、色んなことやってたけどどれも難しくてさ。何とか覚えられたのが最初に見た『零』だけだったんだ」

　ハルカから放たれる圧力に怯ひるみながらシロガネは告げた。直後、彼女から〝使えない〟と言いたげな顔を向けられたのは言うまでもない。

「でも、何でそんなに『零ぜろ』を気にするんだ？　確かにあれを使うと拳こぶしがちょっと硬くなる気がするけど」

「……貴様、何を言っているのだ？」

　シロガネの発言にハルカがきつく顔をしかめたものの、ほどなく納得したように表情を和やわらげた。

「そうだった、貴様は武ぶ人じんの存在を知らなかったのだったな。ならば、『零』の正体も知らなくて当然だ」

「『零』の正体？」

「貴様が〝多少拳が硬くなる〟だけだと思っている『零』。おそらくあれは〝武人を殺すための技〟だ」

　不意にハルカがシロガネの腹はらに拳を当てる。

「まず、相手に触れた状態から特とく殊しゆな呼吸で相手の『心じん』を吸すい尽つくし、それにより肉体の強化を打ち消す。そして奪うばい取とった『心』を拳に載のせ、相手に叩たたき込こむ」

　拳に力を込めると、ハルカは顔を上げてシロガネを見つめた。それこそ互いの匂においが分かる距きよ離りではあるが、双そう方ほうが異性として意い識しきし合あっていないので甘い空気は発生しない。

「少量しかない素人しろうとの『心』を吸収しても大した効果は望めない。しかし、多大な『心』を操あやつる武人に使えば──」

「め、メチャクチャ威い力りよくが出る？」

　自信なさげにシロガネが言うと、眼前にいたハルカは拳を離はなしながら笑った。

「しかも、『心』を吸い尽くされて無防備なところにな。凄すさまじく凶悪な技だ」

　完全に喰くらったわけではないので推測も混ざっている。しかし『零』という技の仕組みをハルカは説明してみせた。それを聞いたシロガネの感想は、

「見よう見まねで覚おぼえた『零』が、そんな技だったなんて……」

　自みずからの右拳を見つめながら、シロガネは他人事のように感心する。だが突然ハッと何かに気づいた表情を作った。

「もしかして俺おれ、無敵になっちまったんじゃ!?」

「は？」

　ハルカの冷眼が飛んで来るが興こう奮ふんしたシロガネは止まらない。

「とんでもなく強い武人にとんでもなく効く『零』だけじゃなく、『心』まで使えるようになっちまったんだぜ？　こりゃ無敵だろ！」

　一人で盛り上がるとシロガネはハルカの肩を摑つかんだ。

「おっさんもおまえも絶対俺が守ってやる。だから安心していいぜ」

「……それは頼もしいな」

　眼前で天てん真しんな笑顔を披ひ露ろうする少年に、少女は呆あきれたように吐息を落とすのだった。




　翌日の早朝、ノースウエスト邸の庭にはやはり向かい合うハルカとシロガネの姿があった。

「さあ、今日はどんな修行だ!?　どんな修行でもかかって来いってんだ！」

　早朝の空に高らかに響ひびくのはシロガネの声である。〝剣けん神しん〟の屋や敷しきは町まち外はずれにあるため近きん隣りん住民からの苦情は来ない。それでも、目め覚ざめたばかりの世界からは疎うとまれているかもしれない。

「昨日も言ったが、貴様の使う『零ぜろ』は武ぶ人じんに対して無類の破は壊かい力りよくを発揮する。おそらく決まれば一いち撃げきで勝敗は決するだろう」

　不必要な大声を至し近きん距きよ離りで浴びせられたことにあからさまな不快感を顔に浮かべつつ、ハルカが口を開いた。

「おお、やっぱ無敵か」

　シロガネが嬉うれしそうに口角を上げる一方、師しである少女は「しかし」と言葉を続ける。

「今のままでは武人に『零』は決まらない。よって、貴様が武人に勝つことはほぼない」

「何で決まらないって決めつけんだよ」

　不満げにシロガネが拳こぶしを振り回すと、ハルカは小さく手招きをした。

「口で説明しても貴様は納得しないだろう。実戦に近い形式で教えてやる。私に『零』を当ててみろ」

「え？　危ねぇぞ？」

「つべこべ言わずに早くしろ」

「分かった、分かったってば」

　ハルカに急せかされ構かまえるシロガネだが、その顔にはまだ迷いが大いに残っている。

「言っとくけど当てるだけだからな？　最後まではやらねぇぞ？」

「ああ、それで構わん。かかって来い」

　ハルカが頷うなずいたのを見てシロガネはようやく表情を和やわらげた。『零』のおそろしさを知ってしまったため、身内感覚の彼女に使うのは躊躇ためらいがあったようだ。

「ふぅぅぅぅぅぅ……」

　まずシロガネは『転てん息そく』で生命力を『心じん』に変換する。そのままそれを全身にまとわせ、運動能力を大幅に強化させた。

「行くぜハルカ！」

　素すの状態でもそれなりに速かったが、脚きやく力りよくが上昇したことによりその動きは鋭ささえ帯びていた。両者の間合いはすぐに詰つまり、シロガネはハルカの懐ふところに潜もぐり込こむ。そして早くも『零』の体勢に──

「『心』が使えるようになって浮かれているようだが、相手も使えることを忘れていないか？」

「──え？」

　声が聞こえたのは背後から。シロガネが慌あわてて振り返ると、すでにハルカの拳こぶしが腹ふく部ぶに押し当てられていた。

「ふっ！」

　ハルカが小さな気合いを口にした直後、シロガネの体が真後ろに飛んだ。そのまま空中を十メートル近く滑すべり、地面に落ちて三回後転したところでようやく勢いはなくなった。

「ぐえ……メシ食う前でよかった」

　倒れたまま腹はらを押さえてシロガネが呻うめく。朝食が修行の前だったら全すべて戻している。それほどの衝しよう撃げきと痛みだった。

「『心じん』で体強くしてなかったら、腹破れてたんじゃ……？」

　呼吸するだけで苦しそうなシロガネ。そこにゆっくりとハルカが近づいて来た。

「『零ぜろ』は確かに強力だ。だが、今のままでは使い物にならん。貴様が相手にしようとしている連中は『心』による肉体の強化だけでなく、『心』を利用した技も習得しているのだから」

　ハルカはシロガネを見下ろしながら指を二本立てる。

「貴様が武ぶ人じんを倒すために身につけなければならないものは二つ。防御と囮おとりだ」

「防御と囮？」

　瞬まばたきをしながらシロガネが繰くり返かえす。

「『心』は漠ばく然ぜんと肉体を強くするだけのものではない。手だけ、足だけに集中させることで強化を偏かたよらせることもできる。たとえばこんな風に」

　言いながらハルカは右手で剣を抜き、自分の左腕を斬きりつける。だが刃やいばは弾はじかれ、斬られた箇か所しよから出血も見られない。

「何だそれ！　凄すげぇ！」

「武ぶ王おう流りゆう『鉄てつ皮ぴ』。皮ひ膚ふに『心』を集中させることで硬化させ、相手の攻撃を防ぐ技だ」

「どうやんの？　なあ、どうやんのそれ！」

「落ち着け」

　立ち上がってまとわりついて来るシロガネの額ひたいに指を当て、暑苦しくない距きよ離りまで突き放しながらハルカは話を続ける。

「今の貴様では『零』を使う前に相手の攻撃を受けて戦せん闘とう不ふ能のうになってしまう。それを回避するためにも、『心』を使った防御を覚おぼえてもらう」

「『心』を使った防御かー。それでそれで？　もう一つの囮ってのは何なんだ？」

　興きよう味み深げにシロガネが尋たずねると、再びハルカが懐ふところに飛び込んで来た。右足を踏ふみ出だすと同時に繰くり出だすのは攻撃動作の小さな右拳だ。

「これが囮だ」

　シロガネの腹に拳を突きつけてハルカが告げる。

「武ぶ王おう流りゆう闘とう術じゆつ『破は山ざん』。『心じん』を拳こぶしに載のせて相手に打ち込むだけの技だが、単純であるがゆえに修行の練度で威い力りよくが大きく変わる」

「さ、さっき喰くらったヤツか。ちょっと『零ぜろ』に似てるな」

　痛つう烈れつに吹き飛ばされた先刻の記き憶おくが蘇よみがえったのか、シロガネは引きつった笑みを浮かべた。

「それが狙ねらいだ。完成された『破山』は振りが小さく回避が難しい。圧倒的な速度差でもない限り、相手は防御を選ばざるを得ないだろう。そして拳が相手に届けば──『零』の出番だ」

　シロガネの胸を手の甲こうでノックすると、ハルカは一歩後ろに下がった。

「『心』を使った防御と、ええっと『はざん』だっけ？　それも覚おぼえる、と」

　与えられた課題を指折り数えつつシロガネは頷うなずく。

「そうだ。今後の修行はその二つを中心に行う」

「うっしゃー！　燃えて来たぜー！」

　拳を突き上げ、シロガネはまたしても世界に迷惑をかける。そして見よう見まねで『破山』の動きを始めた。

（武ぶ人じん殺しの妙技を持つ素人しろうと……果たして戦力になるのか否いなか）

　心中で呟つぶやきながらハルカはシロガネに目を向ける。その横顔は弟で子しを温かく見守る師しと言うより、新あらたに打った剣の切れ味を見み極きわめようとする剣けん匠しようのそれだった。




「もっと深く踏ふみ込こめ！」

　響ひびいたのは少女の厳きびしい声だ。

　小さな雲が点在する青空の下、ノースウエスト邸の庭では今日もハルカとシロガネが対たい峙じしている。

「だあっ！」

「浅い！」

　一いつ喝かつしつつ、ハルカはシロガネの繰くり出だした拳を容易に掌てのひらで受け止める。

「腕の振りが大きすぎる。攻こう撃げき動作は最小限だ、『破山』は腕力の技ではないぞ」

「おう！」

「言った側から振りが大きい！」

　シロガネが新たな修行を始めて三日が経過していた。その間、ハルカは朝から晩まで彼に付きっきりで稽けい古こをつけている。

（動きは悪くない。しかし……）

　黙々と『破山』の動きを繰り返しているシロガネを見ながら、ハルカは密ひそかに奥歯を嚙かんだ。〝剣けん神しん〟の娘は明らかにこの状況に苛いら立だっていた。

「全力で来い！」

「おりゃぁぁぁぁぁぁ！」

　ハルカの声に応こたえ、シロガネはありったけの力を込めて右みぎ拳こぶしを放つ。すると師しである少女は防御をせず、あえてそれを腹ふく部ぶで喰くらった。

　にわかにハルカの顔が歪ゆがむ。しかしそれは痛みが原因ではない。

「ほとんど拳に『心じん』が載のっていない！　何度も言わせるな！」

　声を荒らげるとハルカは右手でシロガネの右肩を突き飛ばした。『心』の載ったハルカの掌てのひらは強きよう烈れつで、加えてシロガネは攻こう撃げき直後の隙すきだらけの状態である。果たして名も知らぬ村から来た少年の体は宙に舞まい、激はげしい横回転をしながら地面に落ちた。

「い、いきなり酷ひどいんじゃね？」

　うつ伏せのまま、シロガネは土まみれになった顔を上げる。派手にやられたように見えたが、大したダメージは負っていないようだ。激げつ昂こうしながらもハルカの理性は働いていたらしい。

「私は昼食の準備がある。貴様は修行を続けていろ」

　倒れた弟で子しに目もくれず、ハルカは踵きびすを返して歩き出した。

（簡かん単たんな『破は山ざん』を先に覚おぼえさせ、その後じっくり防御を教えようと思っていたというのに）

　ハルカは足を止めないまま自分の掌に拳を打ちつける。

　シロガネの『破山』の動きは完成されつつあった。だが『心』がまともに込められないのでは、それはただの速い突きである。それでは『零ぜろ』の囮おとりにはならない。ハルカの描く理想は、相手が『破山』を防ぐために高めた『心』をそっくりそのまま奪うばい尽つくしての『零』だ。しかしその流れは早くも一歩目から滞とどこおっていた。

「……見込み違いか？　それともまた私の教え方に問題が……」

　独ひとり悩みをこぼしていると、庭の入り口に酒さか瓶びんを持ったカナタが立っていることに気づいた。

「おう、ハルカ」

「父上……」

　カナタは娘に声をかけながらも、その視線は庭で修行を続けるシロガネに注いでいた。一人になった少年は、壁かべに向かって寸止めで拳を振るっている。

「『転てん息そく』の時と同じように、〝素晴らしい助言〟でもしてくださるのですか？」

「トゲのある言い方するなよ」

　娘の半眼から逃のがれるように、父は苦笑しつつ酒瓶に口をつけた。

「もう余計な口出しはしないから安心しろ。坊ぼう主ずもおまえが師し匠しようであることに不満はねぇようだからな」

「……シロガネが？」

　ハルカが庭の片隅にいる弟子を振り返ると、

「しかし、あの坊主は『心』の操そう作さが絶望的に下手へただな。ここまで下手なヤツは俺おれも見たことなかったぞ」

　隣となりに並んだカナタが感心したように言った。

「か、彼には『心じん』以外のところで期待していますので」

　思わずハルカは言葉を躓つまずかせた。今まさにそのことで悩んでいたとは言えない。

　ところが、

「おまえも気づいていたか、ヤツの才能に」

「え？」

　父の言葉にハルカは目を瞬またたかせた。彼女が期待する『心』以外のところとは、もちろん『零ぜろ』のことである。しかしそれはまだカナタに明かしていない。武ぶ人じん殺しという性質のせいか、何となくあの魔ま拳けんのことは話はなし辛づらかった。

（父上の言うシロガネの才能とは何だ？）

　ハルカは懸けん命めいに弟で子しの長所を捜すが、才能とまで呼べそうなものは見つからなかった。

　そんな風に娘が考え込んでいる隣となりで、父は暢のん気きに「あー、ここんとこ平和だなぁ」と大きく伸びをした。

「誰だれも俺おれを殺しに来ねぇし、やっと手紙が〝城しろ〟に届いたのかもしれねぇ」

「例の〝次じ期き宗そう主しゆの座を辞退する〟という内容の手紙ですか？」

　どこか不満げにハルカが言うと、カナタは優やさしく笑った。

「ずっとお聞きしたいと思っていました。なぜ父上は次期宗主の座を辞退されたのです？　せっかく現宗主さまが父上を指名してくださったのに」

「宗主なんて俺には向いてねぇからだよ」

　垂直近くまで酒さか瓶びんを傾けた後、酒臭い息とともにカナタは語る。

「武ぶ王おう流りゆう宗主は武人として優すぐれているかより、軍事的、政治的手腕が優れているかどうかが重要だからな。戦争になったら弟子たちを率いて戦場に行かなきゃいけねぇし、国王の相談役として国政の意見求められるし」

「どちらも父上にならできると思いますが」

「買かい被かぶりすぎなんだよ、宗主殿どのもおまえも」

　空いた酒瓶をハルカに押しつけると、カナタは千ち鳥どり足あしで母屋に入って行く。

「さーて、今日の昼飯は何かなー」

「父上……」

　ハルカはただ見つめていた。利き腕とともにかつての闘とう志しまで失われてしまった背中を。




「今一度、お考え直しいただけませんか」

　跪ひざまずき、頭を深く垂れながら言ったのは武王流総そう師し範はんアグニフラムだ。

　彼がいるのは〝城〟の最奥、丸い天井を有した広大な一室である。言い伝えによれば、武ぶ王おうカボネアが修行時に使用したとされる神聖な場所だ。

「私わたくしだけでなく、他の七しち星せいも思っているはずでございます。あの者だけは、〝剣けん神しん〟だけは武ぶ王おう流りゆうの長おさとして受け入れられない、と！」

　熱を帯びた声でアグニフラムは訴えた。

　だが返事はない。

　彼の前方三メートル先、質素な椅い子すに座った枯れ木のように瘦やせこけた老人は何も言わなかったのである。

　そう、ただ首を横に振るのみだった。




　施設の規模のせいか〝城しろ〟の廊下はどこも長大である。その中でも特に長いとされるのが、最奥にある武ぶ王おうの間まへ続くものだ。しかし、この道は〝星〟の輝きを持つ者以外は立ち入りを禁止されている。そのため、刀傷の美青年シアンは廊下の入り口で直立待たい機きを行っていた。

　するとほどなく、彼方かなたにアグニフラムの姿が見える。一歩一歩が床を踏ふみ砕くだかんばかりに強きよう烈れつなことから、かなり立りつ腹ぷくしているようだ。

「話にならん！」

　シアンの元へ辿たどり着ついて早々、アグニフラムは語気を荒らげた。

「宗そう主しゆさまは何と？」

　やや怯おびえた様子でシアンが尋たずねると、

「何もおっしゃられなかったわ！　言葉通り何もな！　お考えは変わらぬらしい！」

　火を吐くように言いながらアグニフラムが爪つめを立てたのは近くの壁かべだ。すると硬質そうなそれはまるで柔らかい泥のごとく抉えぐり取とられてしまった。

「例の件はどうなっている！」

　アグニフラムがシアンを睨ねめつける。行き場のない感情の矛ほこ先さきを側近に向けたようだ。

「は、はい。未いまだ目標達成の報しらせは届いておりません」

「遅い！　何を遊んでいる！」

「申し訳ございません。現地に潜ひそませている者の手紙によれば、ヤツの娘に手を焼いているようで」

「娘だと？　ヤツの娘などまだ十五、六のはずだ。そんな子供に手を焼いていると言うのか？」

「あ、あくまで現地からの報告によればなのですが……」

　シアンは僅わずかに逡しゆん巡じゆんしてから、自分の元に届いた報告の内容をそのまま口にした。

「その娘、いずれ〝星に至る才の持ち主〟とのことです」

「……っ、ふざけるなぁぁぁっ！」

　アグニフラムの怒号が長大な廊下を貫つらぬいたその時、

「穏おだやかじゃありませんね」

　若い声が柔らかく響ひびいた。それは武王の間と逆方向から生まれたものだ。

「あなたがそこまで声を荒らげるとは、何か大きな問題でも？」

　ゆっくりと現れたのは長ちよう身しん瘦そう軀くの青年だ。穏おん和わな顔や数少ない露ろ出しゆつ部分である両手を除けば、頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまで漆しつ黒こくの二文字に染まっている。

「僕でよければ力になりますよ」

「……こんなところで何をしている」

　眼前に立つ漆黒の青年にアグニフラムは尋たずねた。その双そう眸ぼうには警けい戒かいの色が濃い。

「久しぶりに〝城しろ〟へ戻ったので宗そう主しゆさまにご挨あい拶さつしようと思ったのですが、何かおかしな点でもありましたか？　──〝炎えん魔ま〟殿どの？」

　漆黒の青年が柔らかく微笑ほほえむと、対照的にアグニフラムは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「いくら同格でも〝城〟の中では呼び方に気をつけろ。他の者の目もある」

「ああ、失念していました。すみません、アグニフラム総そう師し範はん」

　ちらりとシアンを横目で捉とらえてから漆黒の青年は一礼する。

「総師範、この方は？」

「おまえは顔を合わせたことがなかったか。ワン・フォーミュラだ」

　半なかば渋じゆう面めんに近い表情でアグニフラムが紹介すると、シアンは思わず「七しち星せいの〝加か速そく〟……！」と目を見張った。

「初めまして、ワン・フォーミュラです」

「し、シアン・ハウドグスです。よろしくお願いします」

　ワンと握手を交わすシアンはあからさまに硬くなっていた。さほど年ねん齢れいは変わらなそうな両者だが、互いの〝格〟には相当な開きがあるようだ。

「ところでさっきは随分ご立りつ腹ぷくでしたね」

　ワンが先ほどのアグニフラムの態度に触れると、即座にシアンが声を発した。

「私が総師範から預かった大事な物をなくしてしまいまして、それで」

「そうだったんですか」

　心から同情しているように言うと、ワンは申し訳なさそうな顔を作る。

「一緒に捜してあげたいところなんですが、僕もあまり時間がないもので。宗主さまにお会いした後、すぐにここを発たつ予定なんですよ」

「せっかく〝城〟に来られたのに、ゆっくりしていかれないのですか？」

　シアンの問いにワンは柔和な笑みを浮かべた。

「ええ、ツオークに行く予定なんです」

　漆黒の青年がその町名を告げた瞬しゆん間かん、表情は不動でもアグニフラムとシアンの心は確かに揺れた。

「次期宗主に選ばれたカナタさんにお祝いを直接言いたくて。ほら、こういうのって手紙とかじゃ味気ないでしょう？」

　楽しげに語りながらワンは〝城しろ〟の最奥を目指し歩き出した。だがすぐに彼は「一つ予告をしておきましょう」と肩越しに後ろを振り返る。

「あなたの思い通りにはなりませんよ。〝炎えん魔ま〟──いえ、アグニフラム・エンフィールド殿どの」

　相変わらずの微笑ほほえみとともに〝炎魔〟に宣言すると、〝加か速そく〟は歩みを再開させた。もう立ち止まる気配はない。

「……まずいな」

　完全にワンの気配が遠くなった頃ころ、苛いら立だたしく奥歯を軋きしませたのはアグニフラムだ。

「ワンは七しち星せいに選ばれる直前までカナタの家に住みつき、まるで家族のように生活していたと聞いている」

「では、あの男は〝剣けん神しん〟につくと？」

「その可能性が高い」

「〝剣神〟の娘に加えてワン・フォーミュラまで……！」

　忌いま々いましげにシアンが床を踏ふみつけた直後、アグニフラムが厳きびしい表情で口を開いた。

「シアン。王都にいるあの男と合流しツオークへ向かえ」

「あの男を？　確かに彼ならワンに対抗できるかもしれませんが……」

「ワンに説得されカナタが指名を受じゆ諾だくすることだけは防がねばならん。たとえ、〝汚けがれた刃やいば〟の力を借りてでも」

　アグニフラムが再び壁かべに爪つめを立てる。今度は抉えぐれず、煙を立てながら赤く溶け落ちた。













【３】現れた刺客







　港という玄関口があるため、ツオークには大陸の内外から様々な人や物が入って来る。それだけに、大陸ではあまり見られない服装や人種もここではさほど珍めずらしがられない。しかしそんな町の住人たちでも思わず振り返ってしまう者がいた。

「うおぉぉぉぉぉぉ、すげぇぇぇぇぇぇ！」

　筏いかだで海を越えて来た少年、シロガネ・ランページである。彼は道のど真ん中で忙せわしなく首を右へ左へと振りながら、行き交う人々や町の風景に目を輝かせていた。

「騒さわぐな、恥ずかしい」

　歓喜する少年の臀でん部ぶを膝ひざで小突いたのはハルカだ。その双そう眸ぼうには面倒の二文字が浮かんでいる。

　彼らがいるのは桟さん橋ばしのある浜辺から北上したところにある繁はん華か街がいだ。町全体として見れば静かな田舎いなかであるツオークだが、唯ゆい一いつここだけは例外である。海を通じて人の出入りが激はげしいこともあって、まだ昼前にもかかわらず賑にぎわいを見せていた。

「今日は祭りでもやってんのか？　なあなあ？」

　尻しりの痛みなどまったく感じていないのか、シロガネは満面の笑みをハルカに向ける。

「至って普通の日だ」

「これで普通？　うちの村人全員合わせてもこんな人数にならねぇぞ。さすが大陸だな」

　しきりに感嘆しているシロガネ。その傍かたわらでハルカは「やれやれ」と大きな溜ため息いきを吐つく。

　町はずれのノースウエスト邸にこもって修行を重ねていた彼らが、繁華街に来ているのには理由があった。蓄えていた食材が尽つきかけていたことによる買い出し。それから──

《少し息抜きして来い》

　ハルカの脳のう裏りで、出発前に父からかけられた言葉が再生される。シロガネの修行、そしていつ現れるとも分からない刺し客かくに気を張り続けていた彼女にカナタが気分転換を命じたのだ。ハルカは父を一人きりにはできないと最後まで抵抗したが、ここ最近襲しゆう撃げきが途絶えていることを引き合いに出され強引に押し切られてしまったのである。

「まずは買い物を済ませる。行くぞ」

「うお、待ってくれ！」

　歩き出したハルカにシロガネは慌あわてて駆かけ寄よる。早期帰宅を目指しているせいか彼女のペースは速かった。

「間ま抜ぬけ面づらを晒さらしていないで早く来い。はぐれるなよ？」

「大丈夫だ。はぐれたらおまえの匂においを捜すから」

「嗅かぐな！　削そぐぞ！」

　得意げに鼻をひくつかせるシロガネに、ハルカは赤面しながら腰こしの剣に手をかけた。

　アダンモイドを含めた大陸の国では石造りの建築物が一般的だが、ツオーク、特にこの繁はん華か街がいは石だけでなく木も組み合わせた建物が多い。食堂や露ろ店てんのメニューにも、国内ではあまり食べられていない香こう辛しん料りようの利いたメニューが揃そろっている。異国から流入した文化がここに根づいているのだ。

「ほわぁ、美味うまそうだ……」

　露店の一角でシロガネが足を止める。彼が凝ぎよう視ししているのは一口大に切った鶏とり肉にくに香辛料と岩塩をまぶし、それを木き串ぐしで刺して炭火焼きにした肉汁溢あふれる一品だ。

「買わねぇか、兄ちゃん。うんめぇぞぉ？」

「買う買う！」

　串焼き屋の主人に声をかけられ、よだれを啜すすりながらシロガネは懐ふところを探さぐる。その時、隣となりの店で幼い少女が飴あめ細ざい工くを購入した。直後、シロガネの顔色が変わる。なぜなら、少女が代価として支払ったのは丸い金属の貨か幣へいだったからだ。

「……」

　シロガネが手の中を見つめる。そこにあるのは貝かい殻がらで、これはナナス村の通貨だ。彼は何となく結果を察しながらも、おそるおそる串焼き屋に桃もも色いろの二枚貝を渡そうとする。すると、

「舐なめてんのか、コラ」

　露店の主は指の間に木串を挟み、その尖せん端たんをシロガネに向けて来た。やはりナナス村の貨幣は大陸では使えないらしい。

「二つくれ」

「毎度！」

　シロガネがションボリしていると、いつの間にか横にハルカがいた。しかも「ほら」と買った串焼きの一本をシロガネに差し出している。

「く、くれるのか？」

「恵んでやるわけではない。これは貴様の金で買ったのだ」

　そう言ってハルカは串焼きに続いてシロガネに硬貨を四枚手渡す。表に若き日の武ぶ王おうの横顔が描かれたアダンモイド銅貨だ。

「家を出る時、父上が我々に小遣いをくださってな」

「おっさん……！」

　カナタの心意気に感かん激げきしながらシロガネは串焼きにかぶりつく。涙という香辛料が加わったせいかやけにしょっぱかった。

「うめぇ……うめぇよぉぉぉぉぉぉ……！」

「号泣しながら食べるな。私が普段ロクな食事を与えていないみたいではないか」

　見慣れない少年を中心に形成されつつある人ひと垣がき、そこから注がれる好奇の視線に気恥ずかしさを覚おぼえながらハルカは弟で子しの尻しりを膝ひざで小突いた。




　ちょうどその頃ころ、桟さん橋ばしに一隻せきの定期便が到着した。アダンモイドの東にある国内最大の港、マカイから出ている船だ。王都を含めた北部地域からツオークなどの南部地域へ向かう場合、逆に南部から北部へ向かう場合もこの経路を使うのがもっとも速い。ただそれなりの運賃がかかることから、乗客のほとんどは身なりのいい者たちばかりである。

　──そう、彼を除けば。

「王都やマカイに比べると静かなとこだねぇ」

　船から桟橋に降りながら言ったのは、日に焼けた精せい悍かんな顔つきの男だ。年ねん齢れいは三十前後だろうか。身の丈は大きく、一般的な成人男子よりも頭一つ分は抜きん出ている。服装は大陸から海を隔へだてた南東にある島国・アマツで使われている着物という服なのだが、彼が身につけているのはまるで彼かの国くにの娼しよう婦ふを思わせる赤と金色で彩いろどられた派手な物だった。さらにその片かた袖そでを抜き、分厚い胸板と太く逞たくましい右腕を晒さらしている。

「静かなのは嫌いじゃあねぇが、静かすぎるのはちと寂しいねぇ」

　顎あごを撫なでながら周囲を見回していた男だったが、その視線が不意に止まった。彼が捕ほ捉そくしているのは、桟橋の出入り口で船員と話している青い制服を着た若い女である。この船便を運営しているベルノ＆ミコック海運の社員のようだ。

「……いい町じゃあないの」

　爽さわやかな笑みを浮かべて男は呟つぶやいた。彼の瞳ひとみに映っているのは社員の女であり、もっと突つき詰つめて言えば、その少女のような顔立ちに反した非常に大人びた胸元である。

「うん、ツオークの初戦はあの娘にしちゃおうかねぇ」

　力強く頷うなずいて男が歩き出した直後、

「ツクモ殿どの！」

　後方から頰ほおに刀傷のある美青年が追いかけて来た。

「やあ、シアン。どうしちゃったの、そんな鬼おにみたいな顔して。せっかくの男前が台だい無なしじゃあないの」

「勝手にいなくなっては困ります！」

「オイラちゃんと先に行くって言ったけどなぁ。心の中で」

「口に出して言ってください！」

「あいよぉ」

　必死なシアンとは対照的に、ツクモは口笛混じりの軽い態度だ。

「私がいないと仕事にならないことをお忘れですか？」

「そうだったっけ？」

「そうでないなら、なぜ私までこんな田舎いなかにわざわざ──」

「シアン！」

　並んで浜辺を歩いていたツクモとシアンの前に男たちが立たち塞ふさがる。それは桟さん橋ばしでハルカと戦っていた者たちだ。

「なぜおまえがここにいる。総そう師し範はんから新あらたな指示があったのか？」

　詰きつ問もん調ちようで言うのは炎ほのおの槍やり使つかいレイ・レイモンドである。その姿を認めたシアンは目を細め、大げさに一礼をした。

「これはこれは。役立たずのレイ・レイモンドさんたちではありませんか」

「兄あに弟で子しに向かって何だ、その口の利き方は！」

　いきり立つレイ・レイモンドだが、シアンは口調を改める素振りもない。

「役立たずだから役立たずと言ったのです。あの方の補佐役である私がなぜこんな田舎まで足を運んでいると思っているのですか？　〝剣けん神しん〟どころか、その娘に蹴け散ちらされてくれたあなたたちのお陰ですよ」

　シアンはレイ・レイモンドたちを見回し、

「あの方は大変お怒りです」

　ほの暗い怒りを灯ともした瞳ひとみで告げた。

「ま、待てシアン！　俺おれたちはさっき〝剣神〟の娘を見つけた！　ここのところ姿を消していたがついに現れたのだ！　これから他の破門者にも声をかけて捕らえる！　おまえも協力してくれ！」

　レイ・レイモンドは必死にシアンにしがみつく。

「七しち星せい候こう補ほと呼ばれた俺とおまえが手を組めば、娘も〝剣神〟もきっと始末できるはずだ！」

「……レイ兄さん。その話、あちらで詳くわしく聞かせていただけませんか？」

「お、おお！　いいとも！」

　シアンが少し離はなれた岩場を指差すと、レイ・レイモンドは何度も頷うなずいた。そして──




「ギェッ！」

　人とは思えない鳴き声を放つと、男は血の湧わき出でる左胸を押さえて崩くずれ落おちた。彼だけではない。すでに六人の男が倒れ、その血で波なみ打うち際ぎわを赤く染めている。

「なぜだ……なぜ俺たちが殺されなきゃならねぇ!?」

　海を背にし、憤ふん怒ぬの表情で槍を構かまえるのはレイ・レイモンドだ。その視線の先には虫を見るような目でこちらを見るシアンがいた。

「事情が変わったのですよ、レイ兄さん。この一件はすでにあなたたちの手に負えるものではなくなってしまったのです」

「どういう意味だ？」

「〝加か速そく〟が私たちの敵に回る可能性がでてきました。おそらく近いうちに彼もこの町に来ると思われます」

「わ、ワン・フォーミュラが？」

　怒り一色だったレイ・レイモンドの顔に畏い怖ふが混ざる。元武ぶ王おう流りゆうの門下の彼にとって、やはり七しち星せいはおそるべき存在のようだ。

「かつての力を失っているカナタとは違い、ワンは紛まぎれもなく七星に値あたいする強者。そんな彼が守るカナタを、カナタの娘に蹴け散ちらされたあなたたちが討うてるとは到底思えません」

「その男なら殺やれるって言うのか、七星を」

　レイ・レイモンドが視線を横に滑すべらせると、ツクモがまた新あらたに死し骸がいを増やしたところだった。もう破門者たちで呼吸しているのは炎ほのおの槍やり使つかいだけである。

「殺れるんじゃあないかなぁ、たぶん」

　手にした武器、緩ゆるやかな曲線を帯びた長剣の血を払い落としながらツクモは笑う。殺さつ戮りくの現場には不似合いな、今日の天気の話でもしているような軽さだった。

「〝刀〟とその異様ないでたち。修行時代に耳に挟んだ、アグニフラムが異国の暗殺集団を囲って自分と対立する人間を裏で始末させてるって噂うわさは本当だったってわけだ」

　顔を引きつらせながらもレイ・レイモンドが皮肉めいた口調で吐き捨てる。するとそれを聞いたツクモが「いや」と首を振った。

「囲われてはいねぇよ？　アグニフラムの旦だん那なよりも金積んでくれるなら、その瞬しゆん間かんからオイラはあんたの刃やいばになるぜ」

「ツクモ殿どの!?」

　血相を変えるシアンだが、彼の危き惧ぐするようなことは起こらない。

　初代国王との縁えんにより国から莫大な援助を受けている武王流。破門によりその庇ひ護ごから放り出されて以来、レイ・レイモンドは盗とう賊ぞくの用よう心じん棒ぼうなどで何とか糊こ口こうを凌しのいできた。そしてそんな生活から抜け出したい一心で、破門を取り消すというアグニフラムの誘いに飛びついたのである。そう、ツクモに積むほどの金があったら彼はここにはいないはずなのだ。

「残念だねぇ」

　時間切れだと言わんばかりにツクモが武器を握り直す。

「ま、待ってくれシアン。俺おれを殺したら〝剣けん神しん〟の娘がどこにいるか分からないぜ？」

「では、死なない程度に斬きり刻きざんでから吐いてもらいましょう。──ツクモ殿」

　シアンがツクモに声をかけると、途端にレイ・レイモンドは槍を捨てて諸もろ手てを挙げた。

「繁はん華か街がいだ！　娘はここから北にある繁華街にいる！」

「ありがとうございます、レイ兄さん」

　僅わずかな感かん謝しやも含まない礼を口にすると、シアンはこの場から離はなれて行いく。

「もういいかい？」

　ツクモが尋たずねると、背を向けたシアンから「ええ」という返事があった。用事は済んだようだ。この場にも、この場にいる人間にも。

「シアン！　俺おれを見捨てるのか！　兄あに弟で子しとしておまえの面倒を見てやったこの俺を！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いねぇ」

　失笑しながらツクモが武器を振り上げた。その刹せつ那な、

「そう簡かん単たんに殺やられるかよぉぉぉ！」

　レイ・レイモンドは地面の槍やりを爪つま先さきで浮かせて手の中に戻す。同時に彼の体は紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた。武ぶ王おう流りゆう五ご行ぎよう法ほうの一つ『烈れつ火か』である。

「今の俺に指一本でも触れてみろ！　消せない炎に──」

　剛ごう剣けん。

　その二文字に相応ふさわしい斬ざん撃げきが降り、ほどなくレイ・レイモンドの体から炎が消えた。

「ごめん、話の途中だったねぇ」

　ツクモが武器を鞘さやに納めながら足元を見下ろす。そこには岩場に深く長く走った亀き裂れつ──いや斬ざん痕こんと、その上で二つに分かれた炎使いの体が横たわっていた。

「最後、彼は何を言いたかったのかねぇ」

　海辺で待っていたシアンに追いついて早々ツクモが尋ねる。

　背を向けていても兄弟子の叫びは弟弟子の耳に届いていた。なので彼が言おうとしていたことはだいたいの想像がつく。

「自分に触ったら消せない炎にまとわりつかれて焼け死ぬ、とでも言いたかったのでしょう。あれは使用者の意思が宿った炎なので」

「そりゃおっかねぇ技だ」

　本気でおそれているとは思えない口調で『烈火』を評するツクモ。ちなみに死体は適当な岩を抱かせて全すべて海に沈めた。殺人を生なり業わいにしているだけあって、異国の剣士の手て際ぎわは見み惚とれるほど迅じん速そくだった。

「ええ、技だけは、才能だけは凄すごかったんですよ昔から。まあ、それも磨みがかずに腐らせてしまったのですが」

（せっかくアグニフラムさまと同じ才能を持ちながら、あなたは……！）

　淡々と説明しながらも、シアンの内心は絶命したばかりの兄弟子への嫉しつ妬とで燃え盛っていた。それを読み取ったのか、隣となりにいるツクモは小さく「怖いねぇ」と呟つぶやく。

「〝情報収集〟も終わったので、そろそろ仕事に移りましょう」

「この先の繁はん華か街がいには誰だれがいるんだっけ？」

　ツクモが問うと、シアンは懐ふところから一枚の紙片を取り出した。

「〝剣けん神しん〟の娘です。名はハルカ・ノースウエスト」




「出て来い、カナタ・ノースウエスト！」

　繁はん華か街がいの賑にぎわいに異変が生じたのは、奇くしくもハルカとシロガネが粗あら方かたの買い物を済ませて串くし焼やきの露ろ店てん近くに戻って来た時だった。

「聞こえているか、カナタ・ノースウエスト！　いや、〝剣けん神しん〟！　ワシと戦え！」

　鋭利な槍やりを掲げながら吠ほえるのは、白はく髪はつで瘦やせた老人である。道のど真ん中で騒さわいでいるため、数時間前のシロガネのごとくすれ違う人々から奇異の視線をぶつけられていた。

「何かおっさんの名前叫んでんぞ、あいつ」

　左右の手に紙袋を抱えたシロガネが肩をぶつけてハルカに呼びかける。しかし彼女は近くにあった露店で果物の物色を続けていた。

「あまりあの老人を熱心に見るな。罠わなだ」

「罠？」

「ああして父上の名を連呼し、周囲と異なる反応をした者がいないか近くから監視しているのだろう」

「敵が近くにいるのか？　戦うのか？」

「落ち着け」

　意気込みすぎて足あし踏ぶみでも始めそうなシロガネの脇わき腹ばらに、ハルカは自然な動作の中で肘ひじを入れる。興こう奮ふん状態にあった弟で子しは静かに悶もん絶ぜつした。

「即座にこの場から離はなれると怪あやしまれる。多少騒ぎを気にしている素そ振ぶりをしながら買い物を続けるぞ。あくまで自然にな」

「お、おう。自然に、だな？」

　シロガネは緊きん張ちようの面おも持もちで頷うなずくと、

「く、串焼き一本おくれ！」

　アクセサリー販売の露店に無理を言って女店主を困惑させた。

　それだけに、ハルカが「貴様は黙って私の後について来い」と亭主上位の家庭のような台詞せりふを口にしたのも無理からぬことだった。




　敵の目を欺あざむくため、ハルカとシロガネは予定よりも一時間長く繁華街を回った。その間もあの老人はカナタの名を叫び続けていた。さすがに声は枯れてしまっているが。

「あのじっちゃん元気だなぁ」

「頃ころ合あいだ。帰るぞ」

　感心して立ち止まっているシロガネの尻しりをハルカが膝ひざで小突く。

「そっちは来た道じゃねぇだろ」

　シロガネがハルカを呼び止めた。ツオークの繁華街は中央通りがそれぞれ南北の出入り口と通じている。そのことと照らし合わせれば路地裏に入ろうとしているハルカは確実に道を間違えていた。しかし、

「それぐらい分かっている。あえてだ」

　肩越しに嘆息すると、路地裏に向かう理由を彼女は次のように語った。

「騒さわいでいる老人の近くには刺し客かくが潜ひそんでいる可能性があるため、我々が最初に入って来た出入り口は使えない。……という心理を読んで、反対側の出入り口にも刺客を潜ませているかもしれない。そこで第三の道を使う」

　広く使つかい易やすい正規の道を回避し、狭く複雑な路地裏を抜けて帰宅する。それがハルカの選んだ帰宅方法だった。

「いろいろ考えてんだな、ハルカは」

「貴様が考えなさすぎなのだ」

　しきりに頷うなずいているシロガネにハルカが呆あきれたように言った。

「武ぶ人じんとしてだけでなく、人間としての修行もやっておくべきかもしれんな、貴様は」

「うげ、また修行が増えんの？」

「文句を言うな。このまま地図が読めないままでいいのか？」

「よ、読めらぁ地図ぐらい！　さっきはわざと間違えたの！」

「ほう。では、貴様の村はどこにある？」

　ハルカはシロガネの持っている紙袋に手を入れると、その中から折おり畳たたまれた四つ折りの紙を取り出して広げた。余分に回った一時間で通ったベルノ＆ミコック海運の店頭で購こう入にゆうした世界地図である。

「こ、ここ！　ここがナナス村だ！」

「随分北の方からやって来たのだな。この地域は一年中雪に閉ざされているそうだが、そんな薄うす着ぎでよく凍死しなかったものだ」

「やっぱここだ！」

「先ほども言ったが、それは今私たちがいるリアマルテ大陸だ。どこまで大きいのだ、貴様の村は」

　ハルカは浅い溜ため息いきを挟んで、

「このままでは貴様がどこから来たのか分からん。村の実在すら怪あやしくなってきたな」

「ナナス村はあるよ！　あるんだよ！」

「……そうだな。貴様の心の中にナナス村はある」

「本当だから！　本当にあるからっ！」

　生温かい眼まな差ざしを向けてくるハルカに、地図にない村から来た少年は悲壮感すら漂ただよわせて訴えた。ただ、ここまで一いつ生しよう懸けん命めいだと逆に疑わしく見えてくるから不ふ思し議ぎである。

「ちくしょう、この悔しさは修行で晴らしてやる！　『破は山ざん』を使いこなしておまえをあっと言わせてやる！」

「それは楽しみだ」

　両手が塞ふさがったまま暴れるシロガネを見ながら、ハルカは自分が微かすかな笑みを浮かべていることに気づく。この戦いとは無む縁えんの買い物で、師し弟ていともに張はり詰つめていた気持ちに余裕が生まれたのかもしれない。

（やはり武ぶ人じんとしての年季が違うな）

　あらためてカナタの偉大さをハルカは感じていた。さすが武ぶ王おう流りゆう七しち星せいの〝剣けん神しん〟である。

「──ハルカ・ノースウエスト！」

　少女と少年にとって聞き慣れた名前が路地裏に響ひびく。続いて物陰から出て来た男が彼らの進行方向を塞いだ。刀傷の美青年シアンである。

「刺し客かくに見つからないよう真っ当な出入り口を避けて裏道を使う、か。思ったより素直だな」

「素直だって。よかったな」

「やかましい」

　額面通りに受け取ったシロガネの尻しりにハルカが不ふ機き嫌げんそうに膝ひざを入れていると、シアンは咳せき払ばらいをして言葉を再開させた。

「〝剣神〟は宗そう主しゆの器うつわにあらず。さあ、父親を誘おびき出だすエサになってもらおうか」

「どうやら父上の手紙は途中で海難事故に遭あったらしい」

　身み構がまえながらハルカは渋じゆう面めんで呟つぶやく。

　基本屋や敷しきから出ないようにしていたハルカが、あの日桟さん橋ばしでレイ・レイモンドたちに絡からまれていた理由が手紙だ。父から託されたそれを船便に預けた帰りに見つかってしまったのである。ただし直接の原因となったのは、船便を預かった新人船員が「宛先の〝城しろ〟ってどこですか？」と彼女に尋たずねたのを破門者に聞かれてしまったことだが。

「下がっていろ、シロガネ。あの女顔、これまでの破門者より数段力が上だ」

　シアンから目を逸そらさずに、ハルカはシロガネを壁かべ際ぎわに押おし遣やる。

（あれを倒すのは骨が折れそうだ）

　心中で舌を打つハルカ。ただ佇たたずんでいるだけでもシアンには隙すきがなかった。かなりの使い手であることは間違いない。

「高く評価してもらえたことは嬉うれしいが、今回の私はただの見届け役でね」

　寒気のする薄うすい笑みを浮かべてシアンが右手を挙げた。すると一いつ寸すんの間を置いて、後方から足音が聞こえてくる。

「きみのお父さんを殺す悪い人、ツクモ・ナグモだよ。よろしくねぇ」

　軽い調子で現れたのは恵まれた体たい軀くを持つ異国人。

　その姿を肩越しに捉とらえた瞬しゆん間かん、ハルカの全身が粟あわ立だった。

　前方にいるシアンは確かに強い。今までの破門者とは比較にならないほどだろう。

　だが──

（この男は桁けたが違う……！）

　まだ何もしていないのにハルカの首くび筋すじには汗が伝っていた。呼吸が弾はずんでいるのも緊きん張ちようと恐怖で鼓こ動どうが早まっているせいだ。

「さすが〝剣けん神しん〟の娘。ツクモ殿どのの実力を見抜いたか」

　したり顔のシアンだったが、ハルカの視界にもはや彼の姿はない。

「貴様は……七しち星せいなのか？」

　渇いた喉のどをむりやり唾つばで潤うるおし、ハルカはツクモに問う。

「シチセイって、武ぶ王おう流りゆう七星？　まさかまさか！　そんなお偉いさんとオイラを一緒にしちゃあいけねぇよ、お嬢じようちゃん」

　ツクモは顔を手で覆おおって笑う。そして込み上げるおかしさが一段落すると、流れるような動作で帯に差した刀を抜いた。途端に彼から放たれる重圧が跳はね上あがり、それを浴びたハルカは思わず顔を歪ゆがませる。

「オイラは金さえ貰もらえば親でも殺す、〝殺人屋〟ってヤツさ。お嬢ちゃんにも、お嬢ちゃんのお父さんにも恨うらみはないけど、これも仕事でねぇ」

「人殺しが生なり業わいの外げ道どうか」

　マイナスの感情を追い出すように深く息を吐くと、ハルカは腕を交差させて左右の腰こしに手を伸ばす。そして紅くれないと藍あいの刀身を持つ一対の剣を構かまえた。

「ならば躊躇ためらいなく斬きれる」

　少女らしからぬ迫力を宿した瞳ひとみで、ハルカが異国の剣士を睨ねめつける。一方それを受け取ったツクモは「楽しみだねぇ」と笑みを濃くした。

　ハルカとツクモを中心に膨ふくれ上あがっていく殺気。十数秒前まで聞こえていた繁はん華か街がいの喧けん騒そうが噓うそのように消え去り、深海のごとき無音が路地裏を支配する。

（い、息ができねぇ）

　張はり詰つめた緊張感に最初に音ねを上げたのは、やはりシロガネだった。武ぶ人じんの世界に足を踏ふみ入いれたばかりの半はん素人しろうとだけに、こういった雰ふん囲い気きに慣れていないのである。

　果たして彼が息苦しさから後ろに下がり、背中を壁かべにぶつけてしまった瞬しゆん間かん、

「ふっ！」

　先に動いたのはハルカだ。女子ならではの軽量、そこに『心じん』を込めた蹴けり足あしが加わり驚きよう異い的てきな初速が生まれる。まさに〝あっと言う間〟にツクモの眼前に到達してしまった。

「──速い」

　思わずツクモの口から率直な感想が漏もれるが、ハルカはそれさえ斬り裂くように左の剣を振るった。

　散るのは火花。

　無む駄だなく刀を動かし、ツクモが高速の一いち撃げきを刃やいばで弾はじいたのだ。

　しかしハルカの攻撃はこれで終わったわけではない。そのまま立て続けに顔や心しん臓ぞうに突きを繰くり出だしておいて、唐突にしゃがみながら超低空の後うしろ回まわし蹴げりを放った。上半身に意い識しきを引きつけてから、不意をついての武ぶ王おう流りゆう闘とう術じゆつ『塵じん掃そう』である。まともに喰くらえば両足を払われ、地面を舐なめることになるだろう。この技そのものに殺さつ傷しよう力りよくはないが、戦いの中で体勢を大きく崩くずせば死に近づくことに他ならない。

　ツクモもそれは分かっているため即座に対応した。地を這はうような蹴りを小さく跳とんで躱かわす。だがこちらもただ回避するだけでは終わらない。跳ちよう躍やくと同時に振り上げていた刀を、眼下の少女の頭目掛けて叩たたきつける。

「ぬっ!?」

　その時、ツクモが顔をしかめた。直撃と思われた振り下ろしをハルカが頭上で交差した双そう剣けんで防いだからである。だが決して簡かん単たんだったわけではない。それは攻撃を受け止めたハルカの足元、大きく亀き裂れつの入った石いし畳だたみを見れば明らかだった。

「はあぁぁぁっ！」

　ここで再びハルカが攻勢に出る。石畳の損傷を深刻なものにしつつツクモの刀を押し返した。そう、巨漢の部類に入る男をうら若き少女が力で制したのである。

「男女の腕力差を『気き』で埋うめるか。大陸人は器用だねぇ」

　後ろに下がりながらツクモは口笛を吹く。『気』とは、彼の国における『心じん』の呼称のようだ。

「驚おどろくのはまだ早いぞ！」

　ハルカの攻撃は続いた。ツクモの上段を斬ざん撃げきで、下段を蹴り技で攻め立てていく。『心』で補うことで腕力は互角、速度は圧倒的にハルカが上回っていた。それだけにツクモは反撃する暇ひまもなく防戦一方だ。

「せやぁ！」

　順じゆん手てで振り下ろした剣が防がれると、ハルカはすぐに逆さか手てに持ち替え下から上へと刃を跳はね上あげる。武王流剣術『顎あぎと』。変へん幻げん自じ在ざいの刃はツクモの頰ほおを掠かすめ、彼に出血を余儀なくさせた。

「いいぞハルカ！　さすが俺おれの師し匠しよう！」

　手を叩いて声援を送ったのはシロガネだ。戦いを優ゆう位いに進めるハルカの姿にすっかり緊きん張ちようも解け、紙袋は足元に置き全力で応援中である。

「その程度で〝剣けん神しん〟を殺すつもりだったとは笑わせてくれる」

　後ろに後退したツクモに、ハルカが鋭い眼まな差ざしとともに切っ先を向ける。

　すると、

「なるほどねぇ」

　着物のはだけていない肩で頰の血を拭ぬぐいながら、ツクモが飄ひよう々ひようと喋しやべり出だした。

「破門者のみなさんが手こずるわけだ。シアン、このお嬢じようちゃん強いねぇ」

「そうでしょうね。報告によれば、彼女は七しち星せいになれるかもしれない才能の持ち主ですから」

　ツクモにいきなり話を振られたシアンだが、ここまでの戦いを見守っていた態度と同じように淡々と答えを返す。

「七星候補？　さすが〝剣けん神しん〟の娘だねぇ。親子二代で凄すごいねぇ。でも──」

　ハルカを賞賛していたツクモだったが、並行してゆっくりと刀を持ち上げていく。そしてとうとう頭の上、大上段に到達した。

「まだまだオイラの敵じゃあないなぁ」

「……っ！」

　ここへ来て悠ゆう然ぜんと笑ったツクモに、ハルカは密ひそかに奥歯を軋きしませる。

（ここまでは私が押している。ヤツは強敵だが決して勝てない相手ではない。だが……）

　自分の優ゆう勢せいを実感しながらも、心のどこかでハルカはある種の疑念を抱いていた。

（もしも、ヤツがまだほとんど手の内を明かしていないとしたら？）

「ハルカぁ！」

　横手からシロガネの声が、思考の海に潜もぐっていたハルカの意い識しきを現実へ引き上げる。

　刹せつ那な、

「ィエアァァァァァァ！」

　突とつ如じよ怪鳥のごとき声を上げ、異国の剣士は地面を蹴けった。動き出しの速度はやはりハルカには及ばない。それでも恵まれた体格による歩幅はとてつもなく広かった。結果として、彼はたった一歩で間合いを詰つめてしまう。

「チェリァァァァァァァァ！」

　疾しつ駆くと同時にツクモが繰くり出だすのは何の変哲もない振り下ろしだ。ただしその剣けん筋すじは一切の無む駄だがなく、命を奪うばうための最さい短たん距きよ離りを走っている。容易に躱かわせるものではない。

「くっ！」

　差し込まれながらもハルカは右の剣で防御する。

（重い!?）

　そう思った時には彼女は後あと退ずさっていた。ツクモの刀の威い力りよくを受け止めきれず、バランスを崩くずしてしまったのだ。

「キエェェェイ！」

　容よう赦しやなく追つい撃げきするツクモ。

　ハルカは続々と襲おそい来くる白はく刃じんを凌しのぐのがやっとだ。

（なんという剛ごう剣けんだ）

　先ほどとは真逆の立場となったハルカが心中で呻うめく。

　ツクモの繰り出した斬ざん撃げきを防ぎ続けている両手は、痺しびれを通り越し痛みが生まれていた。腕力なら『心じん』で十分強化しているはず。だがハルカはその恩恵をまるで感じられずにいた。その理由は至し極ごく単純なものである。つまりそれは──

（私の強化など意に介さないほど、ヤツの膂りよ力りよくが圧倒的だということ……！）

　血を流さんばかりに歯は嚙がみしながら、ハルカは突きつけられた現実と嵐あらしのような猛もう攻こうに耐えていた。

　このままではいずれ押し切られてしまう。

　そう危き惧ぐした彼女は、何とかこの暴風圏からの脱出を試みる。

「ふぅぅぅぅぅぅ……！」

　亀かめのように防御を固めたままハルカが長い呼吸を始めた。それを見てシロガネとシアンが「『転てん息そく』！」と声を揃そろえる。

「『気き』を補充したところで、また削りとってやるだけだよねぇ」

　ツクモの余裕は崩くずれない。

　彼の言う通り、『転息』で得た『心じん』を腕力に回したところで同じ展開が続くだけだとハルカも分かっている。無論、ツクモの攻め疲れを待つ持久戦も考えなかったわけではない。だが体力だけを消費する相手と、気力体力を含めた体中の生命力ちからを『心』に変換して辛かろうじて凌しのいでいる自分。どちらが先に力尽つきるかは明白だった。

　だからこそハルカが下した決断は、

「はぁぁぁぁぁぁっ！」

　ありったけの『心』を全身にみなぎらせる。だが守りを固めるのではない。

（未完成だが、この剛ごう剣けんに対抗するにはこれしかない……！）

　ツクモの斬ざん撃げきと斬撃の僅わずかな隙すきを狙ねらい、ハルカが双そう剣けんを持った両腕を開いた。まるで翼つばさを広げる鳥のように。

「あれは『神かむ威い』!?」

　ハルカの構かまえにシアンは既き視し感かんを覚おぼえた。彼の記き憶おくにあるのはかつて一度だけ見る機会のあった武ぶ王おう流りゆう剣けん術じゆつ奥おう義ぎ、その一つに数えられる『神威』だ。それは極限まで高めた剣速による上段、中段、下段への連続──ではなく〝ほぼ同時〟斬撃という絶技である。しかし、

「いや、『神威』ではない……！」

　否ひ定ていの言葉を口にするシアン。

　ハルカの構えは武王流の奥義とは似て非なるものだった。なぜなら本来の『神威』は一本の剣で行う技であり、彼女のように双剣は用いない。

　そう、ハルカが見せようとしているのは絶技のさらに上を行く技だ。

「彼方流──『阿あ修しゆ羅ら』！」

　弓の弦つるのごとく引ひき絞しぼった二本の腕をハルカが解放した直後、六つの閃せん光こうが走る。半はん拍ぱく遅れて轟ごう音おんが響ひびき、眼前にいたツクモが後方に吹き飛んだ。彼が滑かつ空くうした地面は抉えぐれ、その傷跡は五メートル以上先の砂さ塵じんまで続いている。技によって起きた現象も含めて、最も早はや斬撃のそれではない。

[image: ]

　彼方カナタ流りゆう『阿あ修しゆ羅ら』。

　この技が冠かんするのは、いにしえの時代に奉まつられていたという六つの腕を持つ戦いくさ神がみの名だ。神の威い光こうの名を持つ武ぶ王おう流りゆうの奥おう義ぎは、左右二本の剣で繰くり出だされたことにより　〝六ヶ所同時斬ざん撃げき〟という神技に昇しよう華かしたのである。

「やりやがった！」

「ツクモ殿どの！」

　シロガネは両手を突き上げ歓喜し、一方のシアンは初めて焦あせりを表情に出した。見守る二人の表情は対照的である。

　そしてそれは、戦っている者たちの表情にも現れていた。

「……やはりか」

　ハルカが悔しげに呟つぶやく。

　彼女の視線の先では、晴れかけた砂さ塵じんの中で刀を正せい眼がんに構かまえるツクモの姿があった。額ひたいや頰ほおから出血が見られるが傷自体は軽けい微びである。

「驚おどろかせてくれるねぇ、お嬢じようちゃん」

　刀で肩を叩たたきながら、ツクモはこれまでで一番楽しげに口を開いた。

「『気き』で極限まで上昇させた身体能力と、弛たゆまぬ努力で磨みがき上あげた高速の斬撃。そしてその二つを融ゆう合ごうさせ、なおかつ左右別々の手で使いこなすとはねぇ。お嬢じようちゃんは天才だよ。間違いなく」

　ところが一転してツクモの表情に陰りが生じる。

「ただ、やっぱりどんなに強化しても非力なんだよなぁ。お嬢ちゃんが男だったら、こんな刀なんて跡形もなくヘシ折ってオイラを挽ひき肉にくに変えてたはずだ。惜おしいねぇ」

　心底残念そうなツクモの声を聞きながら、ハルカは気取られないよう呼吸を整えていた。未完成ながら凄すさまじい破は壊かい力りよくを発揮した『阿あ修しゆ羅ら』。だが引き替えに、彼女は通常の技とは比較にならない大量の『心じん』を消耗してしまった。それでも悪いことばかりではない。

（何とか〝暴風圏〟からは脱出できたな）

　ハルカが心中で頷うなずく。確かに『阿修羅』で一発逆転とはいかなかったが、狙ねらい通どおりツクモの剛ごう剣けん地じ獄ごくから抜け出すことはできた。

（膂りよ力りよくの差がある以上、接近戦はヤツに分ぶがある。ならば──）

　冷静に戦況を分析しながらハルカは双そう剣けんを構かまえた。彼女と異国の剣士の間には、現在槍やりなどの長い獲え物ものが活かつ躍やくする長ちよう距きよ離りよりも広い間合いが生まれている。そのため、このままでは両者には攻こう撃げきの手立てがない。二人の使う武器は近距離から中距離を主戦場とする武器だからだ。

　ところが、

「ふぅぅぅぅぅぅ……！」

　自分の間合いでないにもかかわらず、ハルカはもう一度『転てん息そく』を始めた。残り少ない力を削って『心』を注ぎ込むのは二本の足である。

（力で敵かなわないなら速さで勝つ）

　ハルカがツクモより勝まさっているものは速度。それを最大限に利用した戦法を、彼女は脳のう内ないで練ねり上あげていた。

　流れはこうだ。正面からツクモの間合いに侵入し、彼が攻撃を仕掛けようと動き出した直後に『心』を使って加速。そのまま不意を突く形で一撃を叩たたき込こむ。

「これで決着をつける！」

　覚悟を決めたハルカが飛び出す。まださほど『心』を込めていないにもかかわらず、彼女の美しい両足は素晴らしい速さを生んでいた。あと半秒もしないうちにツクモの間合いに到達するだろう。

　ところが、

「──!?」

　疾しつ走そう中のハルカの目に、思いもしないものが飛び込んで来た。それは戦いの最中に刀を鞘さやに納めるツクモの姿だ。重ねて彼は柄つかに手をかけたまま深く腰こしを落とす。

（まさかこの距離から撃うてる技があるのか!?）

　その瞬しゆん間かん、ハルカは己おのれの選択が悪あく手しゆだったことを悟さとった。

　近きん距きよ離りで猛もう威いを振るったツクモが、なぜ大きく間合いが開いた時にそれを詰つめようとしなかったのか。その答えがこの構かまえだった。

「悪いねぇ、この距離の方が得意なんだ」

　口元を歪ゆがめ笑うツクモ。

「くおぉぉぉ！」

　靴くつ底ぞこを地面に嚙かませ、ハルカが懸けん命めいに急制動をかける。並行して左右の剣を交差して防御を固めた。表皮に『心じん』を集中し、『鉄てつ皮ぴ』も発動させておく。

「行くよ？　お嬢じようちゃん」

「……っ!?」

　ツクモが告げた直後、ハルカの腹はらから鮮血が噴ふき出だした。

（いつ刃やいばを抜いたのかも、いつ斬きられたのかも分からなかった……）

　愕がく然ぜんとしながらハルカはその場に片かた膝ひざを突く。すると覆おおい被かぶさるように大きな影が差し込んで来た。

「壬み生ぶ一いつ刀とう流りゆう『無む刃じん』。『阿修羅さつきのわざ』を見せてくれたお礼だよ」

「ムジン……？」

　血に濡ぬれたハルカが荒い呼吸で問うと、ツクモは飄ひよう々ひようと語り出した。

「そ。〝刀を抜いてから鞘さやに納めるまでが速すぎて刃やいばが無ないように見える〟ってとこから名付けられたらしいんだよねぇ。正直どうだった？」

　ツクモが体を折って眼下のハルカに顔を寄せる。

「オイラの抜刀、お嬢ちゃんは見えたかい？」

「……っ」

　この問いにハルカはうつむくしかない。今こうして晒さらしている姿が何よりの答えだった。

「とりあえず準備運動にはなったかねぇ。──シアン、終わったよ」

　ツクモが振り返ると、アグニフラムの補佐役は大きな溜ため息いきを吐ついた。

「〝居い合あい〟まで使ったので、てっきり殺してしまったかと思いましたよ」

「実は結構ギリギリで思い出したんだよねぇ。〝殺しちゃあいけない〟って」

「ツクモ殿どの……。彼女には〝剣けん神しん〟を誘おびき出だす人質になってもらうと、あれほどしつこく言っておいたではありませんか」

「はっはっはっ」

「笑って誤ご魔ま化かさないでください」

　反省の色が見えないツクモをシアンが睨にらみつける。その時、

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　横手からシロガネが猛もう然ぜんと駆かけて来きた。ハルカを助けたい一心で、無む謀ぼうにもたった今彼女を倒したツクモに突とつ撃げきする。しかし戦いを終えたばかりで気が抜けていたのか、シロガネは上手うまく異国の剣士の懐ふところに潜もぐり込こむことに成功。得たのは必殺の〝零ぜろ距きよ離り〟だ。

　武ぶ人じんの範はん疇ちゆうにいるかも分からない彼に効くかは分からない。それでもシロガネは武人殺しの魔ま拳けんを繰くり──

「何をしている」

　耳元に冷たい声が聞こえた直後、シロガネの体は路地裏の壁かべにめり込んでいた。シアンの無む慈じ悲ひな蹴けりに弾はじき飛とばされたのだ。

「おまえごときを生かしておいた意味が分からないのか？　さっさと〝剣けん神しん〟を呼んで来い」

「ハルカを……ハルカを放せぇぇぇぇぇぇ！」

　背中の痛みを堪こらえながらシロガネはシアンに向かっていく。無む意い識しきで放ったのは連日の修行で体に染みついた武ぶ王おう流りゆう闘とう術じゆつ『破は山ざん』。だが全力で放ったはずの一いち撃げきは、刀傷の美青年の掌てのひらにあっさりと受け止められてしまった。

「踏ふみ込こみは及第点だ。だが拳こぶしに『心じん』がまるで載のっていないぞ？」

　冷笑を浮かべながらシアンはシロガネの腹はらに拳を押し当てた。

「『転てん息そく』からやり直せ、素人しろうと」

「──ぐうっ!?」

　炸さく裂れつしたシアンの『破山』に、シロガネは先刻と同じ壁にもう一度叩たたきつけられた。

「ち、ちくしょう……！」

　陥かん没ぼつした壁へき面めんに背中を預けたままシロガネが呻うめく。全身を襲おそっている痛みよりも、何もできない自分への怒りでどうにかなりそうだった。

「早く〝剣神〟を呼びに行け。この女が死ぬぞ」

　シアンはぐったりしているハルカの髪かみを摑つかむと、シロガネに見せつけるように持ち上げる。

　──途端、路地裏に漆しつ黒こくの風が吹いた。

「なっ？」

　目を剝むいたのはシアンだ。

　なぜなら、いつの間にか己おのれの前に一人の青年が立っていたからである。

　黒くろ尽ずくめの長ちよう身しん瘦そう軀く。シアンは彼に見み覚おぼえがあった。当然だ、つい先日顔を合わせたばかりなのだから。

「僕の恩おん師しの娘さんに手荒な真似まねは止やめてくれないか、シアン」

　穏おだやかな表情で、だが決して退ひかない力強さのこもった声で黒尽くめの青年は言った。

「……おいでなすったねぇ、本命の一人が」

　小さく口角を吊つり上あげて呟つぶやくツクモ。

　一方、黒尽くめの青年は少女を取り囲む男たちを指差し、こう宣言する。

「これ以上続けるようなら僕が相手になるよ。このワン・フォーミュラがね」

[image: ]













【４】師と弟子と







　ハルカたちの敗北で終局を迎えようとしていた路地裏の戦場。しかし一人の青年が乱入したことにより風向きが変わろうとしていた。

「ワン・フォーミュラ……！」

　シアンが畏い怖ふの音ねを帯びた声でその名を繰くり返かえす。最古にして最大の武ぶ人じん流りゆう派は、武ぶ王おう流りゆう。その中で最高の実力を持つ七人に与えられる称号が七しち星せいであり、今まさにシアンの眼前にいるのが星の一つを担になう者だった。

「もう一度だけ言うよ。シアン、僕の恩おん師しの娘さんに手荒な真似まねは止やめてくれ」

「うぅ……」

　ワンが重ねて告げると、シアンは青あお褪ざめた顔でハルカの髪かみに絡からめていた指を解といた。完全に気け圧おされていて言葉に逆らえなかったのだろう。

　そして支える力を失ったハルカは前のめりに倒れる。それでも地面に打ちつけられることはない。しっかりとワンが受け止めたからだ。

「大丈夫かい、ハルカちゃん」

　ワンがハルカに呼びかけるも返事はない。意い識しきを失っているのか手足も脱力している。

「急いだ方がよさそうだ」

　己おのれに言い聞かせるように頷うなずくと、ワンは立ち上がるとともにハルカを抱き上げた。

「──危ねぇ！」

　叫んだのは壁かべに寄りかかったままのシロガネだ。その直後、ツクモの剛ごう剣けんがワンの鼻先数センチを通過する。

「今のを躱かわしちゃうんだねぇ」

　口元を喜き悦えつで歪ゆがめながらツクモがさらに水平に薙なぐ。しかしワンは、姿が霞かすむほどの速さで後ろに下がることで追つい撃げきの刃やいばも回避してみせた。

「どんだけ速いんだい、あんた」

　呆あきれたような口調ながらも、剣を構かまえ直なおすツクモはとても楽しそうだ。

　対してハルカを抱えたままのワンは眼まな差ざしに強い警けい戒かいを込めていた。

「なるほど、きみが〝炎えん魔ま〟殿どのの切り札というわけか」

「あ、そう言えば自己紹介前に斬きりかかっちゃったねぇ。失敬失敬」

　ツクモがぴしゃりと額ひたいを叩たたく。

「はじめまして、七しち星せいの〝加か速そく〟。オイラは──」

「裏の仕事を専門に請うけ負おうアマツ人集団骸むくろの一人、〝銭ぜに喰くい〟のツクモ・ナグモ殿とお見受けした」

　異国の剣士の素す性じようを口にしたのはワンだ。それを聞いたシアンは頰ほおを引きつらせ、ツクモ本人は笑みを濃くした。

「もしかしてオイラたちって結構有名人？」

「ええ。特にあなたは金さえもらえば親でも殺すと有名です」

「正しい情報だねぇ。ちなみにオイラは、より多く金を積んでくれる人の味方だから。もしワンくんがアグニフラムの旦だん那なより金を──」

「ツクモ殿、あなたという方は！」

　標的の一人にまで営業をかけるツクモに、依頼人の代理であるシアンの怒号が響ひびく。そして皮肉にも異国の剣士の金に対する汚さを叱しかったことで、刀傷の美青年は平常心を取り戻した。

「この場でワンも始末することを提案します。彼を消すことができれば、今回の仕事は成功したも同然ですから」

「お、参戦するのかい？　壬み生ぶ一いつ刀とう流りゆうと武ぶ王おう流りゆうの連携──熱いねぇ」

　拳こぶしを固めたシアンを見て、ツクモも刀を大上段まで持ち上げる。国の異なる二つの流派がワン・フォーミュラを挟きよう撃げきしようとしていた。

　ところが、狙ねらいをつけていたはずの黒くろ尽ずくめの青年が忽こつ然ぜんと姿を消す。

「え？」

　呆ぼう然ぜんとするシアンに対し、ツクモは咄とつ嗟さに横へと視線を走らせた。そこにはようやく立ち上がったシロガネと、彼にハルカを託すワンがいた。

「きみは彼女の友達かい？　できたら布か何かで傷口を強く押さえてあげて。僕はちょっと手が放せなくなりそうだから」

　そう言うとワンはシロガネの返事を待たず振り返る。そしてツクモと目が合った。

「大丈夫、そんなに長くはかからないよ」

　静かに闘とう志しをみなぎらせる若き七しち星せい。

　対する異国の剣士は「二つ名かんばんに偽いつわりなしだねぇ」と先刻の瞬しゆん間かん移い動どうに感嘆していた。

「だったらその〝加か速そく〟、オイラが止めちゃおうかねぇ！」

　間合いを喰くらい尽つくす大幅な一歩をツクモが踏ふみ込こもうとしたその時、

「僕の〝加速〟は誰だれにも止められない」

　ワンも足に力を込めた。

　両者の動き出しはほぼ同時。だが、

「うおっ!?」

　目を剝むいたのはツクモである。振り下ろしのために刀を持ち上げていた彼の懐ふところに、早くも漆しつ黒こくの風が入り込んでいたからだ。

「まずは一人」

　攻こう撃げきのために隙すきだらけとなったツクモ、その喉のどに目がけてワンは硬く尖とがらせた手刀を突き入れようとする。武ぶ王おう流りゆう闘とう術じゆつ『隠いん剣けん』。護ご身しんから暗殺まで幅広い用途に使われる闘術の基本技の一つだ。

「──！」

　しかしワンは突然手を止め、上体を後ろに反そらした。その直後、黒尽くめの青年の顎あごがあった場所を下から上へと鋭い蹴けりが通り抜ける。ツクモの巨きよ軀く、その股また下したを滑すべり抜ぬけざまにシアンが放った武王流闘術『跳ちよう魚ぎよ』だ。地面に背中をつけた状態から跳はね起おき顎を蹴り上げる技で、倒された直後など、敵がこちらを見下ろしている時に効果が高い。

　上段攻撃に気を取られている相手に、下から奇き襲しゆうをかけたシアンの考えは間違っていなかった。異常なのはあくまでそれを容易たやすく回避したワン・フォーミュラである。

「バカな!?」

「はっ！」

　水面から跳とび上あがった魚のごとく身を晒さらしているシアン。その背中にワンは上体を反らしたまま前蹴りを加える。重心が後ろにかかっているため高い威い力りよくは望めないが問題はない。狙ねらいはシアンに致命傷を与えることではないからだ。

　ワンの本命はシアンが蹴けり飛とばされる先、真正面にいるツクモである。飛来する人間と激げき突とつすればいくら頑強な剛ごう剣けん士しでも無事では済まない。

「味な真似まねしてくれるじゃあないの！」

　ツクモは半身になって左腕でシアンを受け止めると同時に、右腕一本ながら抉えぐり込こむような鋭い突きを繰くり出だす。しかし貫つらぬいたのは黒い残像のみ。ワンはすでに異国の剣士の足元に滑すべり込こんでいた。

　──二匹目の魚が跳はねる。

　今度はワンが『跳ちよう魚ぎよ』を使ったのだ。両手が塞ふさがっているツクモは防御をすることもできず、顎あごを強きよう烈れつに蹴り上げられた。

「ツクモ殿どの！」

　放り出された空中で叫んだのはシアンだ。彼自身は近くの壁かべを蹴って着地を成功させるも、視線の先ではよろめいて後退するツクモにワンが肉にく薄はくしようとしていた。

「これで──」

「──終わらんぜぇぇぇ！」

　トドメを打ち込もうとしていたワンが体を急停止させた直後、半歩先の空間を下から上へと刃やいばが走った。力なく垂れていたツクモの右腕が、唐突に蘇よみがえり刀を振り上げたのである。

「こいつも躱かわしやがるかい……！」

　空くうを斬きった体勢でツクモは口を真横に裂いて笑う。一方、ワンはあらためてトドメに──

「せやぁ！」

　シアンが真横から飛び出すと同時に武ぶ王おう流りゆう闘とう術じゆつ『旋せん風ぷう』を放った。一度背を向けることで相手の意表を突き、通常であれば当たる確率の低い大振りの裏うら拳けんを叩たたき込こむ奇き襲しゆう技わざである。

　しかしワンは虚を突く動きに惑わされず、渦うず巻まく風を屈かがんでやり過ごす。さらに空振りで防御の甘くなったシアンの鳩尾みぞおちに掌てのひらを、武王流闘術『無む鎧がい』を打ち込んだ。

　──だが浅い。

　この技は強固な鎧よろいの内側に掌しよう打だの威い力りよくを貫通させるため、一いつ拍ぱくだけ溜ためが必要となる。そしてその僅わずかな隙すきを狙ねらいツクモが斬りかかり、それを回避したワンの体勢は崩くずれ本来の性能を発揮できなかったのだ。

「チェリァァァァァァ！」

　さらにツクモは横よこ薙なぎで追つい撃げきを図るが、ワンは先ほども披ひ露ろうした目も眩くらむような高速移動で大きく後退。剛剣の間合いから離り脱だつする。

　一対二の変へん則そく戦せん闘とうは互いに決定的な損傷を与えられぬまま、次の局面に移行しようとしていた。

「と、とんでもねぇ……」

　大きく開けた口から言葉をこぼしたのはシロガネである。ハルカの止血で動けない彼に許されたことはワンたちの戦いを見届けるぐらいなのだが、それは今までとは次元の違う内容だった。攻めも守りも技術が高度すぎる。

　しかし何よりも驚きよう嘆たんさせられたのは、ハルカをこうして血まみれにしたツクモとかなりの使い手であるシアンの二人を同時に相手にし、なおかつ優ゆう勢せいに戦っているワン・フォーミュラという青年だ。

「これが七しち星せいの力……！」

　無む意い識しきに身み震ぶるいするシロガネ。

　その頃ころ、実際に七星と剣や拳こぶしを交えている者たちも驚おどろきの念を抱いていた。

「がは、ごほ……っ、あ、ありがとうございます、ツクモ殿どの……」

　咳せき込こみながらシアンは命の恩人に目を向ける。大げさではなく、一手前の『無む鎧がい』がまともに入っていたら致命傷は免まぬがれなかっただろう。

「なぁに、オイラときみの仲じゃあないの」

　ツクモは目を弓状にして微笑ほほえむと、

「安くしとくからねぇ」

「……」

　人差し指と親指で輪を作っているツクモに、シアンは感かん謝しやと軽けい蔑べつの中間という複雑な面おも持もちを返す他ない。

「しかし、二対一でもこの有様とは。強いねぇ彼」

　顎あごを撫なでながらツクモが言うと、「ええ」とシアンも同意する。

「時折見せる尋じん常じようではない『瞬しゆん足そく』のキレといい、さすが七星の〝加か速そく〟です」

「『瞬足』？」

「武ぶ王おう流りゆう『瞬足』。ツクモ殿も感心していた高速移動です。あそこまで速さを出せるのはおそらく武王流の中でもワンだけでしょう」

「……とんでもなく速いから〝加速〟、か」

　小さく唸うなるとツクモは地面に唾つばを吐いた。付け加えるなら大量に血の混ざった唾である。ワンの『跳ちよう魚ぎよ』で口内がかなり傷ついているようだ。

「まあいいや、どっちみちこのままじゃ勝てるか怪あやしいし」

　好戦的な笑みを作りながら、異国の剣士は流れるような動作で腰こしの鞘さやに刀を納める。そして、

「本気で行くっきゃないねぇ」

　柄つかに右手をかけて腰を低く落とした。

　壬み生ぶ一いつ刀とう流りゆう『無む刃じん』。

　ハルカとの戦いを制した不可視の一いつ閃せんを使うつもりだ。

「オイラとあんた、どっちが速いんだろうねぇ？」

　肌がひりつくような殺気を滲にじませツクモが問う。

　対するワンは特に構かまえることなく自然体を保っている。ただその双そう眸ぼうは射い貫ぬくように異国の剣士の動向を凝ぎよう視ししていた。

（ダメだ……この先は私が踏ふみ込こめる領域ではない……）

　対たい峙じする二人の怪物の傍かたわらで密ひそかに心が折れたのはシアンだ。直前までの戦せん闘とうでも手て一いつ杯ぱいだったというのに、これ以上苛か烈れつになればついて行けないというのが彼の本音だった。

　だが戦士たちは離り脱だつ者しやなど気に懸かけはしない。彼らの意い識しきにあるのは視線の先にいる敵の存在だけである。

　路地裏を耳が痛くなるような静寂が満たしていく。

　そしてそれを打うち砕くだいたのは──

「は、ハルカ！」

　傍ぼう観かんを余儀なくされていたはずのシロガネだった。

「ハルカ！　おい、しっかりしろ！」

　腹ふく部ぶの傷を圧迫しながらシロガネが懸けん命めいに呼びかけるも、眼下の少女は青白い顔で薄はく弱じやくな呼吸を繰くり返かえすのみだ。

「ハルカちゃん……！」

　そのやり取りが耳に届いたことで、ワンの戦いに傾けていた集中力が霧む散さんする。加えて意外なことが起きた。

「──行きな。今日の勝負は預けとく」

　剣の柄つかから手を放すとツクモはその場に座り込んだ。

「つ、ツクモ殿どの!?　なぜです！」

　シアンが目を剝むいて摑つかみかかるが、ツクモは取り合う素そ振ぶりすら見せずワンを指差した。

「次会った時、あんたには消えてもらうぜぇ？　それが嫌なら金を用意しとくんだな」

「考えておきましょう」

　浅い笑みを返すとワンは踵きびすを返す。そしてハルカを肩に担かつぎ、買い物袋を回収していたシロガネを小こ脇わきに抱えた。

「な、何？　何すんの？」

「すぐ着くので我が慢まんしてくださいね」

　想定外のことに目を瞬またたかせているシロガネに笑むと、ワンは漆しつ黒こくの風となって路地裏を吹き抜けた。少年少女を積載しても彼の『瞬しゆん足そく』は健在だった。

　そして残されたのはアグニフラムの刺し客かくと補佐役の二人だけとなる。

「どういうつもりです、ツクモ殿！」

　怒声を発したのはもちろんシアンだ。彼が腹はらを立てるのも無理はない。ハルカの容態の悪化に気を取られたワンならば、後日あらためて戦うよりも勝てる確率は高かったはずなのだから。

「自みずから好こう機きを手放すなんて、あなたらしくないではありませんか！」

「……好こう機き、ねぇ」

　皮肉めいた笑みを浮かべると、ツクモは腰こしに差していた刀を鞘さやごとシアンに投げて寄越した。さらに「抜いてみ？」と付け加える。

「これは……」

　言われた通りに刀を抜いた途端、シアンは愕がく然ぜんとした。緩ゆるやかな反そりを帯びた異国製の美しい刀身に亀き裂れつが走っていたのだ。その数、六。

「これはまさか〝剣けん神しん〟の娘が？」

「あのまま〝加か速そく〟と戦い続けてたら、そう遠くないうちに砕くだけてただろうねぇ。逃げてくれて助かったよぉ」

　ツクモは膝ひざを叩たたいて安あん堵どの息を吐く。ところが不意に剣けん吞のんな目つきになり、

「……やってくれるじゃあないの、お嬢じようちゃん」

　打ち負かしたはずの少女へ微かすかな怒りをこぼした。

「助かったのはこちらかもしれませんが、ワンたちを逃がしてしまったのは事実ですよ。この先どうやって捜すつもりですか？」

　状況が把は握あくできたらしく、落ち着きを取り戻したシアンが尋たずねる。

「心配は要いらないよ。往いきの船でツオーク周辺の地図を見たけど、食料や生活必需品が手に入るのはこの繁はん華か街がいだけ。つまりこの町で暮らしてる以上、ここで張ってりゃ勝手にヤツらから現れるって寸法さ」

　言いながらツクモは斜はす向むかいの壁かべを見ていた。そこには袋ふくろ詰づめの調味料が落ちている。シロガネの買い物袋から落ちたのだ。

「ま、焦あせらずやろうや」

　ツクモは立ち上がってシアンの肩を叩たたくと、彼の手から壊こわれかけの刀を受け取って腰に差す。

「とりあえずアマツからの輸入武具を取り扱ってる店を捜さねぇとな。刀がねぇと商売にならんからねぇ」

　独ひとり納得したように頷うなずくと、ツクモは意い気き揚よう々ようと歩き出す。

「よーし、思い切って名刀買っちゃおう。アグニフラムの旦那ひとの金だと躊躇ためらいなくお高い買い物できて嬉うれしいねぇ」

「……!?」

　異国の剣士の奔ほん放ぽうな発言に、シアンは慌あわてて路銀の残りを確認するのだった。




「だぁぁぁぁぁぁ！」

　ドアを体当たりで外はずしながらノースウエスト邸の玄関に転ころがり込こんだのはシロガネだ。ついでに抱えていた紙袋の中身も豪ごう快かいにブチ撒まけてしまう。

「坊ぼう主ず……下手へたなのは『心じん』の操そう作さだけにしてくれ」

　物音を聞きつけたカナタが呆あきれ顔がおで廊下の奥から現れた。

　食料品などが散らばり、なおかつ扉とびらを失って夕日が直接入り込む玄関の有様はまさに混こん沌とんの一言に尽つきる。そんな中、玄関扉を下した敷じきにして倒れていたシロガネが勢いよく顔を上げた。

「助けてくれおっさん！」

「そこまで元気いっぱいなら一人で立てるだろうが」

　酒臭い溜ため息いきを吐つきつつも手を差し伸べてやるカナタ。ところがシロガネはもげそうな勢いで首を横に振る。

「俺おれじゃねぇ！　ハルカを助けてくれ！」

「ハルカを？」

　カナタが眉まゆ根ねを寄せたその時、彼の爪つま先さきに長く伸びた影が触れる。弾はじかれたように視線を跳はね上あげると逆光の中でも際きわ立だつ黒くろ尽ずくめの青年が立っていた。

「……ワン？　おまえ、ワン・フォーミュラか？」

「僕のことよりハルカちゃんを！」

　カナタの問いを遮さえぎるように、ワンは必死な面おも持もちで言った。彼の腕には死者のごとく脱力した娘が抱かれていた。




「おっさん早く！　早くしねぇとハルカが！」

「静かにしろ。『心じん』が乱れる」

　対面で大おお騒さわぎしているシロガネに瞑めい目もくしたまま告げると、カナタは『転てん息そく』を始めた。

　ノースウエスト邸の居間、その中央にあるテーブルの上には血の気のない顔をしたハルカが寝かされている。そんな彼女を取り囲んでいるのはシロガネ、カナタ、ワンの三人だ。

「……もう少しの辛しん抱ぼうだからな」

　目を開きハルカに優やさしく声をかけると、カナタは絶え間なく血が湧わいている彼女の腹ふく部ぶに左手をかざした。すると掌てのひらがほのかに緑の光を帯びる。そしてそれに照らされた傷口は、遅々とした早さではあるが確実に小さくなっていった。

「き、傷が消えてく……！」

　シロガネが目を真ん丸にしていると、横にいるワンが語りかけてきた。

「あれは『癒ゆ光こう』。死以外の全すべてを癒いやすとされる武ぶ王おう流りゆうの秘伝の技だよ」

「全て？　つまり、死んでなきゃどんな怪け我がでも病気でも治せるってことか？」

「ああ」

　興きよう味み津しん々しんのシロガネにワンが頷うなずく。だが黒尽くめの青年は身にまとう色よりも暗い表情をしていた。

「どんなものだって治せるよ。……代価さえ支払えばね」

「え？」

　ワンの呟つぶやきをシロガネが拾ってしまったその時、

「……う」

　小さな呼吸を繰くり返かえすだけになっていたハルカの口から声が漏もれた。さらに血の気が失うせて真っ白だった頰ほおにも赤みが差していく。

「ここは……家か？　私は確か繁はん華か街がいに行って……」

　朝目め覚ざめたばかりのようにハルカは緩かん慢まんに体を起こすが、

「そうだ、私はあの異国人に──」

　唐突に険けわしい顔つきになると腹ふく部ぶに手を当てる。そこは血にまみれて不快なぬめりを帯びていた。しかしその原因であるはずの刀傷がない。完全に消えてしまっている。

「あれだけの傷が消えただと……」

　訝いぶかしげに傷跡に触れていたハルカだったが、やがて何かに気づいたかのように顔を上げた。彼女の視線の先にいるのは傍かたわらで椅い子すに腰こしかけている父親である。

「まさか……私はまた……？」

　怯おびえたようにハルカが尋たずねるも、カナタはただ静かに笑みを浮かべるだけだ。

　もしかしたら、答えられないのかもしれない。

　なぜなら、彼の顔からは生気が抜け落ちてしまっていたからだ。あたかも寿命を全すべて娘に譲じよう渡としてしまったかのように。




　空という舞ぶ台たいから太陽が袖そでに掃はけ、ツオークの町に夜が訪れていた。

　ノースウエスト邸内の一室では天井から吊つり下さげられたランプが灯ともり、輪郭のぼやけた光に照らされて二人の男が浮かび上がっている。一人は窓まど際ぎわのベッドで横になったカナタで、もう一人は枕まくら元もとに置かれた椅子に腰かけるワンだ。

「ご無ぶ沙さ汰たしております。カナタ先生」

　起立してワンが頭を下げる。しかしカナタは「堅苦しい挨あい拶さつなんて要いらねぇよ」と、布団から左手を出して制した。

「最後に顔を合わせたのって十年前ぐらいか？」

「ええ。僕が七しち星せいに選ばれてここを出て以来ですから、ちょうどそれぐらいになります」

「すっかり男の顔になったな」

　嬉うれしそうにカナタが口角を上げる。

「先生には感かん謝しやしてもしきれません。〝城しろ〟の問題児だった僕をこの家に住まわせ、なおかつ家族のように接してくださったのですから」

「家に来たばっかの時のおまえ、めちゃくちゃ尖とがってたよなぁ。何度〝ぶっ殺すぞジジイ〟って殴りかかられたことか」

「……あの頃ころは本当に失礼なことを」

　ワンは十年ぶりの挨あい拶さつよりも深く頭を下げる。

「宗そう主しゆさまに才能を見出されて〝城しろ〟に来たものの、路地裏で盗人ぬすつとをして生きていたような子供に周囲は冷たかった。……今になって考えれば、誰だれ彼かれ構かまわず嚙かみついていた僕の態度にも大いに問題がありますけどね」

　当時を思い出しているのかワンの顔にあるのは濃厚な苦笑だ。そんな彼を見つめるカナタの眼まな差ざしはどこか父親めいた温かさがあった。

「宗主殿どのは〝星に至る才能を潰つぶしたくない〟って言っておまえを俺おれに預けた。俺も最初は真ま面じ目めに七しち星せい候こう補ほを育てようとしてたんだが、途中からどうでもよくなっちまって」

「宗主さまのご指示には従っていただかないと」とワンがわざとらしい半眼で睨にらむ。

「すまんすまん。〝自分の価値は強さ以外にない〟って思い込んで、不器用に力だけを求めるおまえが危なっかしいやら可愛かわいいやらでな。気づいたら七星候補を育てるためじゃなくて、手のかかる弟と普通に暮らすようになってたんだよ」

「先生……」

「おかえり。そしてハルカを助けてくれてありがとう」

　カナタがワンの手を取る。しかしその力はとても弱々しく、黒くろ尽ずくめの青年の顔を曇くもらせた。

「申し訳ありません先生。ハルカちゃんの傷はあまりに深く、以前話してくださった『癒ゆ光こう』に頼ることしか思いつきませんでした」

「いや、おまえが『瞬しゆん足そく』を飛ばしてくれなきゃその『癒光』すら間に合わなかったかもしれねぇんだ。感かん謝しやしてるぜ」

　カナタが諭さとすように深く頷うなずいてみせると、ワンはようやく少しだけ表情を和やわらげる。

「あらゆる負傷と病を癒いやす武ぶ王おう流りゆうの秘伝技『癒光』。こんなにも素晴らしい性能の技にもかかわらず使い手が少ないのも分かる気がします」

「そりゃ、生命にかかわるほど大量の『心じん』をつぎ込まなきゃ発動しねぇ欠けつ陥かん技わざだからな。秘伝なんて謳うたっちゃいるが、実際は危険だから積極的に教えないようにしてるだけだ。何とか死なずに誰かを治せても、生命力がほぼ空になった使用者はしばらくの間『心』も作れず寝込むことになる」

　カナタは「俺みたいにな」と自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩を竦すくめる。

　すると、しばらく黙していたワンが真剣な面おも持もちで口を開いた。

「僕はずっと信じられずにいました。三年前に聞いた、〝剣けん神しん〟カナタ・ノースウエストが他流派の者に敗北したという話を。なぜなら僕が知るあなたに、負ける要素などなかったからです」

「どいつもこいつも買かい被かぶりすぎなんだよ」

　カナタが嘆息しながら言う。奇くしくも数日前、娘にも同じようなことを口にしていた。

「ですが、今の先生を見てようやく合点が行きました。もし〝剣神〟が敗やぶれるとしたら、こんな状態の時以外に有り得ない」

　ワンは悲しげにカナタを見つめて、

「先生。ひょっとしてあなたは、三年前にもハルカちゃんに『癒ゆ光こう』を……」




　夜空には白い月が浮かび、やや頼りなくも優やさしい光を放っている。そしてそれを庭先で浴びる影が一つ。ハルカだ。

「私はまたしても……」

　僅わずかな痛みさえない腹ふく部ぶに触れながらハルカは奥歯を軋きしませた。いつもは凜り々りしい瞳ひとみにも、今はうっすらと涙が滲にじんでいる。

「あれ、ハルカ？」

「……っ!?」

　底抜けに明るい声が聞こえた瞬しゆん間かん、ハルカは慌あわてて目元を拭ぬぐった。ほどなく玄関の方からシロガネがやって来る。

「こんなとこで何してんだ？」

「外の空気を吸いに来ただけだ。貴様こそこんな時間にどうした？」

「俺おれ？　俺は日課でもやろうかと思って」

「日課？」

　ハルカが問い返すと、シロガネは「おう」と頷うなずいて近くの壁かべの前に立つ。そして『転てん息そく』を行い、それから『破は山ざん』を寸止めで始めた。

「ひょっとして今日以外の日もこうして練習を？」

「まあな。俺『心じん』使うの下手へただからさ、少しでも早く上手うまくなりたくて」

「……そうか」

　シロガネの答えにハルカは落らく胆たんを覚おぼえた。日中みっちり修行し、さらに自主的に追加練習までしている。だと言うのに、この少年の『心』操そう作さが少ししか上達していなかったからだ。

「やはり貴様は才能がないな」

「もう少し優しい言い方ねぇの？」

　肩越しにシロガネが非難の眼まな差ざしを送って来るが、

「手を止めるな。少しでも早く上手くなりたいのだろう？」

「はいはい、分かりましたよ」

　ハルカの言い分も一理あると思ったのか、渋じゆう面めんだがシロガネは練習に戻ろうとする。

　その時、

「ここにいたんだね」

　月光の届かない闇やみの中から、突とつ如じよ人の形が生まれた。よく目を凝こらせば、それが夜と同色の服をまとった長ちよう身しん瘦そう軀くの青年だと分かる。

「捜したよハルカちゃん」

「ワン兄さん……」

　優やさしく微笑ほほえむワンを見て、ハルカは少しだけ気まずそうだった。ツクモに傷を負わされた後、何から何まで彼の世話になったことをぼんやりだが覚おぼえているためだ。

「え、この黒い人おまえの兄ちゃんだったのか!?」

「いや、血の繫つながりはないのだが……」

　身を仰のけ反ぞらせて驚おどろくシロガネに、ハルカはどう説明したものかと悩む。すると、

「昔の名残なごりみたいなものさ。実は昔この家にしばらく住まわせてもらったことがあってね。その時、年上だった僕はハルカちゃんから〝兄さん〟と呼ばれていたんだ」

　本人が説明してくれた。しかも簡かん潔けつで分わかり易やすく。

「へえ、あんたもこの家にいたんだ？」

　シロガネが嬉うれしそうに言うと、「十年も前のことだけどね」と右手を差し出した。

「僕は武ぶ王おう流りゆうのワン・フォーミュラ。よろしく」

「俺おれはシロガネ・ランページ。ハルカの弟で子しだ、よろしくな！」

「弟子？　きみはもう弟子を取っているのかい？」

　シロガネとがっちり握手を交わしながら、ワンはハルカに目を向ける。

「……未み熟じゆくな私には時じ期き尚しよう早そうだとは思うのですが」

　格上の武ぶ人じんを前にしているからか、それとも昼間の敗北が堪こたえているのか。どこかハルカは、師しを名乗ることに肩身が狭そうだった。

「いや、人に教えると今まで見えなかったものが見えるし、いいことだと思うよ。まあ、弟子らしい弟子を持たない僕が偉そうに言うことじゃないけどね」

　自分でオチをつけると、ワンはくるりと踵きびすを返した。向かう先は玄関ではなく外のようだ。

「ん？　ワン、どっか行くのか？」

「ああ、ちょっと〝昼間の決着〟をつけてくるよ。ツクモ・ナグモとね」

　シロガネの問いに答えるワンの横顔は、ここまで見せたことのない厳きびしさを帯びていた。

「待ってください！　ワン兄さんはぜひ父上の側に！」

「ハルカ？」

　突然の大声に驚くシロガネ。その隣となりではハルカが拳こぶしを握ってうつむいている。

（私では父上を……またあの時のようなことを繰くり返かえしてしまう……）

　すると、不意に夜風がハルカの前まえ髪がみを揺らした。その正体は『瞬しゆん足そく』を用いて一いつ瞬しゆんで目の前までやって来たワンだ。そして黒くろ尽ずくめの青年は彼女の耳元に囁ささやきかける。

「分かってると思うけど、先生は〝三年前〟と同じ状態だ」

　直後、ハルカの体がビクンと震ふるえた。しかしワンは構かまわず言葉を続ける。

「僕だって今先生の側を離はなれるのは心配だよ。でもだからこそ先手を打つ必要がある。一番危険なのは、ツクモたちがこの屋や敷しきを嗅かぎつけて攻めて来ることだ。いくら僕でも三人は守りきれないからね」

「……っ」

　生命力が枯こ渇かつしている父、まだ素人しろうとの域を出ないシロガネ、そして自分。ごく自然に〝守られる側〟として扱われていることに、ハルカは酷ひどく誇りを傷つけられた。それでも反論などできるはずもない。現に自分はツクモに敗やぶれ、父を誘おびき出だす人質になるところを彼に守られたのだから。

「大丈夫だよ、ハルカちゃん」

　己おのれの実力不足に戦慄わななくハルカを見てワンは優やさしく肩を叩たたいた。彼女が不安で震ふるえていると勘違いしたのかもしれない。

「絶対に彼らの思い通りにはさせないから」

　断言するとワンは顔を上げた。そしてここまでやや放置されてしまっていたシロガネに「カナタ先生を頼むよ」と笑いかける。

「気をつけてなー！」

　一いち陣じんの黒こく風ふうとなって走り出したワンをシロガネが大きく手を振って見送る。一方、ハルカの表情は沈んだままだ。それはちょうど、薄うすい雲に月が隠されてしまった今の夜空と同じ明度だった。




　ツオークで唯ゆい一いつということもあってか、繁はん華か街がいは昼間と劣らぬ喧けん騒そうと光に満ちていた。それでも中央通りを避けて裏道を潜くぐって行いけば、やがて賑にぎやかさは遠とお退のき、ランプの灯ひも届かない薄うす暗ぐらい路地裏に辿たどり着つく。

「いらっしゃい」

　寄りかかっていた壁かべから背を離はなして言ったのはツクモ・ナグモである。すると一いつ拍ぱく遅れて闇やみの塊かたまりのような暗がりから長ちよう身しん瘦そう軀くの青年が生まれた。ワン・フォーミュラだ。

「よくオイラがここにいるって分かったねぇ」

「誰だれでも分かるよ。そんな挑発的な殺気を飛ばしていたら」

「あ、やっぱり？」

　ワンの冷静な指摘にツクモはおどけたように頭を搔かいた。ただし、その両眼には白はく刃じんのごとき鋭さが宿っている。

「ここに来たってことはつけに来たんだよねぇ、決着」

「ああ」

　同意しながらワンは懐ふところに手を入れる。その動きに反応し、ツクモも腰こしの刀に手を伸ばした。日中の戦いのあとで手に入れたのだろう、豪ごう華か絢けん爛らんな金色の鞘さやが目を引く。

「オイラはアグニフラムの旦だん那なに雇われた刺し客かく。ワンくんは次じ期き宗そう主しゆを守る七しち星せい。お互いが仕事をしようとすると、どうしたってぶつかることになっちゃうよねぇ」

　胸が痛いと言わんばかりに嘆息していたのも束つかの間ま、ツクモはすぐに真剣な顔を作る。

「そんなオイラたちにぴったりな解決策があるんだけど聞くかい？」

「……一応聞いておくよ」

　ワンが答えを促うながすと、ツクモは「それはねぇ」と突然笑顔になった。さらに腰こしを低く落とし構かまえる。

「どっちかが〝消える〟といいんじゃあないかなぁ」

　開幕から『無む刃じん』の体勢を取りながら異国の剣士は口を真横に裂く。戦いそのものを喜ぶ狂戦士の笑みだ。

　しかし、それを前にしても〝加か速そく〟の二つ名を持つ青年は動じない。これまでと同じく穏おだやかな面おも持もちのままだった。

「奇遇だね。僕も同じことを考えていたよ」

　そしてワンはゆっくりと懐ふところから手を引き抜く。

　決着はすぐについた。




　繁はん華か街がいの外はずれに今にも朽くち果はてそうな二階建てがある。それはこの界かい隈わいきっての安宿であり、魅み力りよく的てきな値段設定のためか出入りしているのは素す性じようの怪あやしい紳士ばかりだった。そんな場所の入り口に立っているのは女と見み紛まがう美しい面おも立だちのシアンだ。何かに腹はらを立てているらしく、しきりに足裏で地面を叩たたいている。

「い、いくらだい？」

「消えろ」

　シアンは右の手刀を振るい、声をかけて来た小汚い男の残り少ない髪かみを削そぎ落おとした。刀傷の美青年が男だん娼しよう、または娼婦と間違えられたのはこれで六回目だった。

「どこへ行ったのだ……！」

　逃げ出した小汚い男の悲鳴を聞きながら、シアンが苛いら々いらをさらに募らせていると、

「おや、シアン。こんなとこで何してんの？」

　近くの小道からひょっこりとツクモが姿を現した。

「何してんの、ではありませんよ！　ツクモ殿どのが宿の部屋にこんな物を置いていなくなったりするからでしょう！」

　声を荒らげてシアンがツクモに突きつけたのは封書である。表には〝朝までに戻らなかったら開けてね〟と書かれていた。

「もしかして心配してくれちゃった？」

「当然です！　ツクモ殿が戻らなかった場合、一体誰だれがアグニフラムさまのご命令を遂すい行こうするのですか！」

「シアンは本当にアグニフラムの旦だん那な以外に興きよう味みがないねぇ」

　真顔で詰つめ寄よって来るシアンにツクモは肩を竦すくめる。

「それにしてもどうしてこんな置き手紙を？」

「うんまあ、必要かなと思って書いたんだけどねぇ」

　シアンから受け取った自筆の手紙を眺めるツクモ。だがすぐにそれを千ち々ぢに破いてしまう。

「こんなにあっさり決着がつくなら要いらなかったなぁ」

「決着？　ツクモ殿どの、まさか……」

　何かに気づいたようにシアンがツクモを見る。すると異国の剣士はさらりと告げた。

「残るは〝剣けん神しん〟だけだよ」




　とうとう三日目の朝を迎えても、ワンはノースウエスト邸に戻らなかった。

　それをハルカが父に伝えたのは、正午に差しかかった頃ころのことである。

「……そうか、ワンは今日も戻っていないか」

　ベッドで上半身を起こしているカナタが浅い息を落とした。三日前より顔色はよくなったものの、まだ普段通り動き回ることは難しそうだ。

「もしかしたら手負いとなってどこかに潜せん伏ぷくしているのかもしれません。それで……」

　ハルカが取とり繕つくろうように意見を述べると、カナタは「かもしれん」と頷うなずいた。

「しかしあいつは〝アマツ人の剣士と決着をつけに行く〟と言って出て行った。だとすれば、最悪の事態も覚悟しておくべきだろう」

「ま、まだ分からないではありませんか！　シロガネによれば、ワン兄さんは路地裏での戦いでアマツ人ともう一人の武ぶ人じんを同時に相手にし、しかも圧倒さえして──」

「必ずしも実力のある者が勝つとは限らん。戦いとは様々な要因が絡からむものだ」

　ハルカが「ですが！」と反はん駁ばくしようとしたその時、開いた窓から風が吹き込んで来る。微かすかに潮しおの香りがするそれはカーテンを、さらに父の右みぎ袖そでを優やさしく揺らした。それを見たハルカは喉のど元もとまで来ていた言葉を飲み込み、視線を落としてしまう。

「何にしても、まだ刺し客かくが送られて来ているということは俺おれの手紙は届かなかったか、あるいは途中で握にぎり潰つぶされてしまったか……」

　語りながらカナタは天井を、いやもっと遠い場所を見つめた。

（やはり俺が許せんか、アグニフラム）

　十年ぶりに再会したワンから今回の首しゆ謀ぼう者しやを聞いた時、カナタが得たのは驚おどろきではない。〝彼ならばそうするだろう〟という頷きだった。

「……自分で蒔まいた種だからな」

　極小の声で呟つぶやいてから、カナタは明るい表情を作った。

「ところで坊ぼう主ずの修行はどうだ？」

「え？　ええ、相変わらず『心じん』の操そう作さに手こずっているようです」

　唐突にカナタが話題を変えたので、ハルカはやや戸惑いながら答える。

「そうか、相変わらず下手へたくそか」

　先ほどまでの重苦しい雰ふん囲い気きから一転、つい最近まで見せていた陽気な顔を覗のぞかせるカナタ。

「時間はかかるかもしれんが辛しん抱ぼう強く育ててやれ。『心』の操作は多少劣っていても、あの才能があれば化ばける可能性はある」

「シロガネの才能……」

　ハルカが独白するように繰くり返かえす。自分のことで手て一いつ杯ぱいだったこともあって、彼女はまだ弟で子しの才能が何なのかを解き明かせていなかった。

「そろそろ腹はらが減ったな。ハルカ、昼飯を頼めるか？」

「あ、はい」

　父の一言でハルカはハッとなる。もう昼時だということをすっかり忘れていた。

「すぐに用意しますのでお待ちください」

「──ハルカ」

　早足で部屋を出ようとしていたハルカの背中に声がかかる。振り返るとカナタが優やさしく微笑ほほえんでいた。

「俺おれは後悔なんてしてないぞ。今回のことも、三年前のことも」

「父上……」

　ハルカは何かを言いかけたが、結局そのまま一礼して退室した。




「ふぅぅぅぅぅぅ……！」

　生命力を『心』に変換する『転てん息そく』の呼吸が聞こえる。ノースウエスト邸の庭では相変わらずシロガネが壁かべと向かい合っていた。深く速く踏ふみ込こみ、壁へき面めんぎりぎりまで拳こぶしを突き出す。ひたすらその繰くり返かえしだ。

　やけに強い今日の日差しも手伝い、額ひたいや首くび筋すじには次々と汗が流れていく。だがシロガネはそれを拭ぬぐうこともせず修行を続けた。一分一秒でも惜おしいかのように。

「シロガネ」

　庭に面した台所の窓から身を乗り出したのはハルカだ。料理を作っていたためエプロン姿である。

「昼食ができたぞ」

「分かった。後で食うよ」

　簡かん潔けつに対応すると再び壁と向かい合うシロガネ。この数日、食事や用事で呼んでもずっとこの調子だ。

　とうとう我が慢まんならなくなったのか、ハルカはエプロンを脱ぐと窓から庭に降り立った。そして背を向けている弟で子しに近づいて行く。

「修行はいいから昼食を摂とれ。冷めてしまうぞ」

「悪い。もう少しやらせてくれ」

「シロガネ、いい加減にしろ」

「……」

　シロガネが振り返りもせずに修行を続けていると、

「修行などもうどうでもいいと言っているのが聞こえないのか！」

　ハルカは爆ばく発はつするように語気を荒らげた。さらに彼女は激げつ昂こうを引きずったまま続ける。

「もう鍛きたえる意味などないのだ。それがなぜ分からない。相手はワン兄さんを、武ぶ王おう流りゆう七しち星せいを倒すほどの凄すご腕うでだぞ。貴様ごときに──私たちごときに何ができる！」

「俺おれたちでおっさんを守るんじゃなかったのか？」

「私だって守れるものなら守りたいさ！　だが今の私では……！」

　軋きしむほど歯は嚙がみするハルカ。握り込みすぎた手は指先から血の気が引いていた。

　その時、唐突にシロガネが動きを止める。そして汗だくの顔で振り返った。

「勝てねぇなんて誰だれが決めたんだよ」

「……なに？」

「あれだけ強かったワンがツクモに負けちまったんだろ？　だったらツクモにハルカが勝ったっておかしくねぇんじゃねぇか？」

「──」

《必ずしも実力のある者が勝つとは限らん。戦いとは様々な要因が絡からむものだ》

　シロガネの一言が、ハルカに聞いたばかりの父の声を思い出させた。

　確かにそうだ。圧倒的な強さを誇ったワンの敗北は衝しよう撃げき的てきだったが、裏を返せばハルカがツクモを倒す可能性が皆かい無むではないという証明にもなるのではないか。

「それに今度は俺も頑張るから」

　言いながらシロガネは再び壁かべに向き直った。

「おまえがやべぇことになってたのに、俺は何の役にも立てなかった。〝おっさんもおまえも俺が守る〟なんて言ってたくせによ。情けねぇったらありゃしねぇ……！」

「シロガネ……」

　唇を嚙みながら修行を再開させた弟子の背中をハルカは見つめる。自分を助けるためシロガネがツクモに立ち向かってくれた姿を、出血で薄うすれ行いく意い識しきの中で彼女は見ていた。そしてその拳こぶしがシアンに阻はばまれ届かなかったことも。

（貴様も苦しんでいたのだな）

　積み上げて来たものが通じず、強きよう烈れつな無力感を植え付けられた。それを振り払うために、シロガネはがむしゃらに修行を繰くり返かえしていたのである。

「今度こそ俺おれはやるぜ。ちゃんと『破は山ざん』を使えるようになって、それを囮おとりにツクモに『零ぜろ』を決めてみせる。だからハルカ、一緒に戦ってくれ！」

「──断る」

　師しからの想定外の返事に、シロガネは悲しげな面おも持もちで拳こぶしを止めた。

　しかし、

「一緒に戦う？　冗じよう談だんではない！　ツクモ・ナグモは私の獲え物ものだ、誰だれにも渡さん！」

　高らかに吠ほえながらハルカは腰こしの双そう剣けんを抜き放つ。

「ヤツとは一対一で決着をつける！　前回の借りを返すためにもな！」

「は、ハルカぁ！」

　シロガネが反転すると、右手の剣で天を衝つく凜り々りしい少女の姿がある。

「やっといつものおまえに戻ったな」

「いつもの私、だと？」

　歯を見せて笑うシロガネにハルカが首を傾かしげた。

「おう。さっきまではしょんぼりしてたけど、今はいつも通り〝スゲー偉そう〟だぞ！」

「──蹴けるぞ、貴様」

「け、蹴ってから言う台詞せりふじゃねぇだろ……」

　不ふ機き嫌げんな面持ちで剣を鞘さやに納めるハルカに、シロガネは腹はらを押さえて蹲うずくまったまま言った。

「さて、弟で子しを蹴って気持ちも晴れたところで昼食にするか」

「何かさらっと酷ひでぇこと言ったな、今！」

　母屋に戻ろうとするハルカを、立ち上がったシロガネが猛もう然ぜんと追いかける。

「何だ貴様。修行で忙しいから昼食は要いらないのではなかったのか？」

「後で食べるって言っただけだ。でもって、それがちょうど今なんだよ」

　なぜか得意げなシロガネに、ハルカは小さな笑みを見せた。

「だったら、ここで待っていろ。父上の部屋に届けたあと、貴様の分も持って来てやる」

「庭で食うのか？」

「その方が手っ取り早いだろう？　どうせ昼食が終われば、またここで修行なのだから」




　青空の下での昼食を終えたハルカとシロガネは、休きゆう憩けいもそこそこに修行を始める。

「私たちの置かれている状況は悪い」

　対たい峙じしているシロガネに向けてハルカが語り出した。

「七しち星せいであるワン兄さんを失い、父上はあのように歩くこともままならない。刺し客かくのツクモは私より実力が上で、一緒にいるシアンとかいう女顔も侮あなどれない武ぶ人じんだ」

「悪いこと尽づくしだな」

「ああ、戦力が私と貴様の二人だけということも併あわせて、な」

　への字口で唸うなるシロガネに、ハルカが余裕のある笑みを見せた。すっかり普段の彼女である。

「一番の気がかりは、ワン兄さんがこの家の場所を漏もらしたかどうかだったのだが……どうもその心配はなさそうだ」

「なんでだ？」

「もし私が刺し客かくだったら、この家の場所を知ったその晩に暗殺を狙ねらう。目的は次じ期き宗そう主しゆである父上を殺すことで、正々堂々果たし合いを挑いどむことではないはずだからな。だがそういった気配は今のところない」

「この場所はバレてねぇのか、よかったな！」

「ただ、ツオークは小さな町だ。くまなく調べればいつかはヤツらに知られてしまうだろうし、以前のように繁はん華か街がいで食料を補給した帰りに尾び行こうされる可能性もある」

「聞けば聞くほどやべぇんだな、俺おれたち……」

　楽観主義のシロガネをもってしても、現在のノースウエスト邸を取り巻く環かん境きようは明るい材料がまるで見当たらなかった。

「私たちに残された道は一つ！　今ある食料が尽つきるギリギリまで修行を重ね、少しでも、ほんの僅わずかでも今より強くなって連中に挑むのだ！」

「おう！」

　ハルカの力強い言葉に、シロガネも掌てのひらを拳こぶしで叩たたいて応じるが、

「あ、でもさ、ハルカがツクモと戦ってる間、俺は何してりゃいいんだ？」

　高ぶっていた気持ちはどこへやら、一転して少年は苦笑しながら後頭部を搔かいた。

「何度も言うようだがツクモは強い。ヤツと戦っている間、私は他のことに気を回している余裕はないだろう。だから、もう一人を貴様に任せたい」

「もう一人……」

　シロガネの脳のう裏りをよぎったのは、路地裏で彼に何もさせてくれなかった刀傷の美青年だ。

「ワン兄さんの時のように一対二の状況になれば私は負ける」

　ハルカがシロガネの瞳ひとみをじっと見つめる。

「頼む、ヤツを食い止めてくれ」

「……初めてだな、おまえが俺を頼るなんて」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしたものの、シロガネはすぐに笑みをこぼした。嬉うれしいのだ。強く孤高な彼女に頼られたことが、とてつもなく。

「分かった！　あの女みてぇなヤツは俺が何とかする！　だからおまえも絶対勝てよ！」

「無論だ」

　シロガネとハルカは腕を交差させ、息を合わせて頷うなずいた。若き師し弟ていが初めて同じ方向を見み据すえた記念すべき瞬間だった。

「時間はない。早速修行を始めよう」

　切り出したのはハルカだ。それに伴ともないシロガネの表情も引ひき締しまる。

「食料の残り具合から考えて修行ができる期間はあと五日。その中で貴様には『心じん』を使った防御を覚おぼえてもらう」

「『破は山ざん』は途中だけどいいのか？」

「今までは『零ぜろ』という強力な技があるため『破山』を優ゆう先せんさせていたが、次の戦いで大事なことは相手を倒すことではない。倒されないこと、つまり防御だ。貴様は『心』をまとい、私がツクモを倒すまでの間あの女顔の攻こう撃げきを凌しのいでくれ」

「でも俺おれ、『心』の操そう作さは得意じゃねぇぜ？　自じ慢まんじゃねぇけど」

　申し訳なさそうにシロガネは肩をすぼめる。

「それは分かっている。だから今回教えるのは、以前見せた『鉄てつ皮ぴ』のようにどこか一点に集中させる形ではない。──はっ！」

　ハルカが気合いを込めると、その存在を縁ふち取どるように周辺の景色が微妙に歪ゆがみ始はじめた。まるで彼女の周まわりだけ陽かげ炎ろうが起きているように見える。

「武ぶ王おう流りゆう『空くう鎧がい』。『心』で強化された攻撃を半減させる『心』の鎧よろいだ。やり方はまとっている『心』の上にさらに『心』を重ね着するだけ。難しい技術は一切必要ない」

「おお、それなら俺でもできそうだ」

　ここのところ『破山』という壁かべにぶつかっていたせいか、ハルカの説明を聞いてシロガネは言こと葉ば尻じりを弾はずませた。

「ただし、これには大きな弱点がある。技の発動中、『心』を放出し続けなければならないという点だ。今の貴様だとおそらく十秒、その僅わずかな時間で一度の『転てん息そく』で得られる『心』が枯こ渇かつしてしまうだろう」

「じゅ、十秒だけの鎧か……」

「確かに心こころ許もとない時間だな。しかし使う場面を限定すれば、『空鎧』の時間は延びる」

　話しながらハルカは緩ゆるやかに寸止めの拳こぶしを繰くり出だす。シロガネが眉まゆをひそめつつもそれを腕で防ぐと、彼女は〝それだ〟と言わんばかりに頷うなずく。

「攻撃を防ぐ一いつ瞬しゆんだけ使えばいい。垂れ流すのではなく、要所でのみ鎧をまとうのだ。そう、貴様はこの五日間で『空鎧』の発動と終了を瞬時にこなせるようになれ」

「……って言われても、まだ『クウガイ』ができるかどうか分かんねぇぜ？」

　不安げなシロガネ。ともあれ、彼の新あらたな修行が幕を開けたのである。




　シロガネの心配に反して、『空鎧』は試行一度目で成功した。『破山』で足あし踏ぶみを続けていただけにこれには彼も大喜び。幼児のように飛とび跳はねてしまったほどである。

　しかしシロガネもすぐに気づいた。この成功が地じ獄ごくの始まりだったことに。

「ぜはぁ……ぜはぁ……」

「もう一度、始め！」

　肩で息をしているシロガネにハルカの檄げきが飛ぶ。すると地図に載のっていない村から来た少年は『転てん息そく』を行って『心じん』を補充。続いて武ぶ王おう流りゆう『空くう鎧がい』を発動させた。

「止め！　始め！　止め！　始め！」

「ぬ、く、お、あ……！」

　ハルカの声に合わせ、シロガネは身にまとう陽かげ炎ろうを消し、生み、消し、生みを繰くり返かえす。

「ぶはぁぁぁ！」

　しばらくして、酸素を求めて海面から顔を出すようにシロガネが天を仰あおいだ。手持ちの『心』が尽つきたのである。

「よし、休め！」

「ふひぃ……し、死ぬ……」

　ようやくハルカの許可を得て、シロガネはその場に座り、いや、へたり込む。すると、

「息を整えておけ。十分休きゆう憩けいしたら再開する」

「お、鬼おに……」

　最終的に大の字になりながら、シロガネは過か酷こくな修行を課すハルカをそう評す。

　だが片や、師しである少女は弟で子しの少年にまったく違う印象を抱いていた。

（大したものだ）

　今にも上がってしまいそうな口角を抑制しつつ、ハルカは心中で声を発する。

（『転息』で『心』を作り出せば、その素もとである生命力も失われる。だから限界まで『転息』を行えば当然動けなくなる。食事などで体に蓄えた栄養が徐々に回復させてくれるものの、元通りの状態になるまでにはそれなりの時間が必要だ。だが──）

　地面に背中を預けているシロガネにハルカは目を向けた。

（シロガネはそれがおそろしく早い。私は一度『心』を使い果たせば二十分は『転息』を使えないが、こいつはその倍の早さで復活する）

「これが父上のおっしゃっていた才能か……」

「ふへ？　才能？」

　思わず声に出てしまっていたらしく、ハルカの独ひとり言ごとにシロガネが反応する。だが師である少女は「無む駄だ口ぐちを叩たたけるのなら修行を再開するか」と尋たずね、弟子の少年を沈黙させた。

（今は効果が薄うすいが、持久戦に持ち込めるしぶとい武ぶ人じんに育てば化ばけるかもしれんな）

　弟子の育成計画に夢を膨ふくらませるハルカ。しかし不意に長い髪かみを雑に搔かき上あげた。

「弟子の未来よりも、自分の今を心配しろ……！」

　凜り々りしい少女は困こん窮きゆうの面おも持もちで独白した。

『破は山ざん』と違い、シロガネの『空鎧』の修行は順調な滑すべり出だしを見せている。この分なら五日後までにかなり防御力の上昇が期待できそうであり、決戦でもシアンを長時間引きつけてくれそうだ。

　ところが援えん護ご役やくのシロガネが好調な反動か、本命のハルカはまだ暗あん中ちゆう模も索さくを続けていた。

　そう、異国の剣士ツクモ・ナグモを倒す方法が思い浮かばないのである。

（剛ごう剣けんに対抗する腕力も、『無む刃じん』を躱かわす速度も、五日で身につけるのは不可能だ）

　近きん距きよ離り、中距離はツクモに完全に制圧されてしまっている。彼の支配が及んでいないのは遠距離ぐらいだが、そこはハルカにとっても力の発揮できない領域だ。

（やはり弓のような飛び道具で……いや、武器を持ち替えている間に斬きられる。動作が小さくて済む投げナイフで……いや、小さな刃では手傷を負わせられるかも怪あやしい。毒でも仕込んでおけば別だが、今はその素材を仕入れに行くことすら──）

　その時、ハルカは突とつ如じよ剣を抜くと右手方向に投じる。短い滑かつ空くうの後、刃は屋や敷しきを取り囲む壁かべに突き刺さり、同時に「うおわぁ」と近くでシロガネが尻しり餅もちをついた。

「休きゆう憩けい時間が終わってないのに動き回るとは、元気が有り余っているようだな。いいだろう、修行を再開してやる」

「うう、ちょっと休憩を長引かせるつもりが、逆に短くしちまった……」

　がっくりとうな垂れて庭の中央へ戻って行くシロガネ。あまりの厳きびしさに少し抜け出そうとしていたのだが、その思惑はハルカの鋭敏な気配察知と正確な投剣によって阻はばまれてしまった。

「やはりヤツの回復力は尋じん常じようではない」

　想定していたよりも早く復活したシロガネに感嘆しながら、ハルカは壁に突き立った愛剣を回収しようとする。しかし、ふとその手が止まった。

「……武器を持ち替える必要がなく、充分な殺さつ傷しよう力りよくを有している」

　呟つぶやきとともにハルカは剣を引き抜く。その双そう眸ぼうには強い確信が宿っていたのだった。













【５】決戦







　東の空から黄金の輝きをまとった太陽が顔を出す。いつも通りの一日が、そして人によっては生死のかかった一日が始まろうとしていた。

「ふぅぅぅぅぅぅ……！」

　まだ薄うす暗ぐらさの残るノースウエスト邸の庭で『転てん息そく』を行っているのはシロガネだ。その三メートルほど後方では、左右の手に剣を持ったハルカが爽さわやかな朝の空気を斬きり裂さいている。

「はっ！」

　気合いのこもった突きを放ったところでハルカは手を止めた。そして振り返ってシロガネに目を向ける。

「支し度たくを始めるぞ」

「おう！」

　少女の声に少年が力強く応こたえた。

　今日は新あらたな修行を始めてからちょうど五日目。

　そう、決戦の日である。




「おっさんに言わなくていいのか？」

　諸もろ々もろの準備を終え玄関に集つどったところでシロガネがハルカに尋たずねた。

「ああ、言わずにおく。今の父上に余計な心配をかけたくない」

「よう、朝っぱらから何してんだー？」

　廊下の奥から声が届く。その主は壁かべに伝ってこちらに歩いて来るカナタだった。

「俺おれも仲間に入れてくれよ」

「父上！」

「おっさん、もう歩いて平気なのかよ」

　慌あわててハルカとシロガネが駆かけ寄よるも、カナタは首しゆ肯こうと視線で制す。

「……行くつもりなんだな？　おまえら」

「ええ、食料が足りなくなったのでシロガネと買い出しに──」

「そんなに闘とう志しギラギラさせて買い出しって、一体何を買って来るつもりだ？」

　ハルカの噓うそにカナタは肩を震ふるわせて笑う。酒に酔った赤ら顔ではないが、〝剣けん神しん〟の二つ名を持つ男は軽けい薄はくな調子を取り戻していた。

「決着をつけに行くんだろ？　この間の連中と」

「おっさん、何で知ってんだよ」

「そりゃ毎日庭であんだけ騒さわいでりゃ、ベッドから出られなくても分かるっつーの」

　驚おどろくシロガネに苦笑混じりでカナタは言う。だがほどなく彼は真剣な面おも持もちを作った。

「これから俺おれが直接刺し客かくんとこ行って全部終わらせて来る。だからおまえらは大人しく留守番してな」

「お断りします！」「嫌だね！」

　ハルカとシロガネが同時に否ひ定ていの言葉を叫ぶ。

「父上は後悔していないと言ってくださいました。だから私もあとで悔いが残るような選択はしたくないのです」「ハルカもおっさんも大陸でできた大切な家族だ。それを見捨てたりしねぇ」

「あー……一緒になって喋しやべるな。何言ってるかサッパリ分からん」

　競い合うように自分の想おもいを口にする少女と少年に、カナタは眉まゆをひそめるしかない。するとこのままでは伝わらないと悟さとったのか、二人は視線を合わせて頷うなずき、

「だから私たちが！」

「おっさんを守る！」

　ようやく伝えたかった言葉を完成させた。

「……しょうがねぇヤツらだ。俺みてぇな中年のために命懸かけてどうすんだよ」

　嘆息するとカナタはその場に座り込み、「だが」と膝ひざをぴしゃりと叩たたいた。

「最高に嬉うれしいじゃねぇか」

「父上……」

　破顔したカナタに釣つられ、ハルカも思わず口元を緩ゆるめる。シロガネなど満面の笑みだ。

「俺の命、おまえらに託すぜ」

「必ずやご期待に応こたえてみせます」

　そう返すとハルカはシロガネに目配せして出発を促うながすが、

「ああ、坊ぼう主ず。ちょっと待て」

「何だ、おっさん」

「例の指輪を置いてけよ。せっかく素面しらふだからな、文字を解読しといてやる」

「本当か？　やった！」

　諸もろ手てを挙げて喜びを露あらわにすると、シロガネは首から提さげていた指輪をカナタに手渡した。

「……だいぶ削れて文字が見み辛づらくなってんな」

「じいちゃんの形見だから大切に頼むぜ？」

　片目を閉じて指輪を観察しているカナタに念を押すと、シロガネはハルカの元へ小走りで戻った。

「それでは行って参ります」

「行って来るぜ！」

　意い気き揚よう々ようと玄関を出るハルカとシロガネ。カナタはその背中を座り込んだまま見送る。そして二人の背中が見えなくなると、カナタは懐ふところから小さな酒さか瓶びんを取り出し床に置いた。

「できることなら末まつ期ごの酒じゃなく、勝利の美酒として飲みてぇもんだ。……死ぬなよ、二人とも」




「いつまでこうしているつもりですか」

　叩たたきつけるような厳きびしい口調。それを紡つむいだのは女子と見み紛まがう美青年、シアン・ハウドグスだった。彼が立っているのは手狭な一室で、窓まど際ぎわのベッド以外に何も見当たらない。そしてそこには派手な着物をまとった大男が寝ね転ころんでいる。異国の剣士、ツクモ・ナグモだ。

　アグニフラムの刺し客かくと補佐役の二人は、現在ツオーク繁はん華か街がいの外はずれにある安宿の二階に滞在していた。

「もう一週間近くこの部屋と酒場の往復しかしていないではありませんか。〝剣けん神しん〟を始末する仕事はどうなっているのです？」

「だーかーらー、いずれ向こうから来るって言ってんじゃあないの。仕事にあぶれてフラフラしてる連中に小銭渡して生活の要かなめの繁華街は監視させてるし、並行して〝剣神〟の住すみ処かだって捜させてる。〝剣神〟が逃げようとした場合に備えて陸路の武ぶ王おう街かい道どうも海路の桟さん橋ばしだって張り込ませてるよ」

「それは分かっています。しかし私たちも動けばより効率が──」

「シアンは釣つりやったことある？　今は竿さおにエサつけて糸垂らして、魚がかかるのを待ってるわけ。そんな状態で動き回る釣り人いるかい？　いないよねぇ？」

「ぐ……」

　のらりくらりと言いくるめられてしまったシアン。どうやら口先の戦いでもツクモには敵かなわないようだ。

「まあ、のんびりやろうよ。あとは片腕の〝剣神〟だけなんだしさぁ」

　緩かん慢まんに寝返りを打つツクモ。するとシアンがどこか訝いぶかしげに口を開いた。

「ツクモ殿どの。その話についてなのですが──」

「ツクモ・ナグモ！」

　号ごう砲ぼうのごとき大声が二人のいる部屋を貫つらぬいた。すると今までの怠たい惰だが幻まぼろしだったかのようにツクモは素早く起き上がり、枕まくら元もとにあった刀を腰こしに差す。

「……はいはぁい、どちらさまですかぁ？」

　ツクモが窓外を覗のぞこうと慎しん重ちように動き出したその時、窓を砕くだきながら何かが部屋に飛び込んで来た。それは数日前の夜、シアンに声をかけて散さん髪ぱつされた小汚い男である。その後、同じ宿に滞在していた縁えんでツクモに金で雇われ、複数いる繁華街監視員の一人となっていた。だがそんな彼がどうしてこんな曲芸めいた方法で部屋に入って来たのか。理由は窓の外にある。

「元気そうで何よりだねぇ」

「生きていたのか……」

　壊こわれた窓から階下を見下ろし、ツクモとシアンがそれぞれ異なる反応をした。彼らの視線が交わる先にいるのは、腰こしに二本の剣を携たずさえた美しい少女である。傍かたわらには大陸ではあまり見かけない服装の少年も一緒だ。

「人を使ってこそこそと相手の動向を探るのがアマツの流儀か？」

　少女は人間大の穴が空いた二階の窓を指差すと、可か憐れんかつ凜り々りしい面おも持もちで吠ほえた。

「降りて来いツクモ・ナグモ！　貴様に再戦を申し込む！」




　繁はん華か街がいほどではないものの、桟さん橋ばしや美しい海辺には一定の賑にぎわいがある。しかしそこから少し東に行った辺りにある岩場以降は、急きゆう激げきに人気が減少していく。足元が危険であることから地元の人間でも近づく者は少なかった。

「ああ、ここかぁ」

「来たことがあるのか？」

　後方で声を上げたツクモに、先導していたハルカが肩越しに聞いた。誰だれも巻き込むことのない場所としてこの町に住む彼女が選んだ場所、それがこの岩場だった。

「ツオークに着いてすぐにちょっとねぇ」

　深い傷跡の残る足場を爪つま先さきで叩たたきながらツクモは軽く笑った。隣となりのシアンはなぜか嫌けん悪お感かんを滲にじませている。

「この辺りでいいだろう」

　ほどなくハルカが足を止めた。すると自然と二対二の構図が生まれる。

　ハルカとツクモ。

　シロガネとシアン。

　若き師し弟ていにとってはともに再戦で雪せつ辱じよく戦せんだった。

「あれま、二人してかかって来るんじゃあないのかい？」

　相手がハルカ一人と知った途端、ツクモは拍ひよう子し抜ぬけしたと言わんばかりに頰ほおを搔かいた。

「もう一回お嬢じようちゃんと戦っても面白みに欠けるなぁ」

「安心しろ、ツクモ・ナグモ」

　ハルカの口角が吊つり上あがり、不敵な笑みを作る。

「命いのち懸がけで面白い戦いにしてやるさ。懸けるのは貴様の命だがな」

　さらに彼女は、左右の腰に提さげた鞘さやから紅くれないと藍あいの双そう剣けんを引き抜いた。

　対して、

「そこは自分の命懸けようよ。きみ、面白いこと言うねぇ」

　力みなく飄ひよう々ひようと告げると、ツクモも黄金の鞘さやから刀を抜く。

　両者の間を飛び交い始める不可視の殺意。その最中近くの大岩に激げき突とつした波が砕くだけ、白い雨となって辺りに降り注いだ。

　直後、

「イエァァァァァァ！」

　突進とともにツクモが初しよ太刀だちを繰くり出だす。長身の頭上から振り下ろした剛ごうの剣が、宙を漂ただよう海水の粒つぶを両断しながらハルカの脳天を捉とらえる。

　だが人を殺あやめた手て応ごたえは得られない。切っ先が届く寸前、双そう剣けんの少女が足首の動きだけで後方に跳とんだためだ。よって斬きれたのは大気のみ。

　いや、はらりと風に舞まうものがある。ハルカの前まえ髪がみだ。僅わずか十数本ではあるが、その見切りが本当に際きわどいものだったことを物語っていた。

「女の命を傷つけた代だい償しようは高くつくぞ！」

　今度はハルカが前に出る。

　当然、ツクモは急いで振り下ろした刀を戻そうとするが、彼の敵はそれを許さない。刃のない峰、刀の背に当たる部分をハルカが踏ふみつけていたのだ。これでは防御に刀が使えない。

「はあぁぁぁっ！」

　交差していた両腕を開くように、ハルカは左右からツクモの首を狙ねらう。

「っとぉ!?」

　咄とつ嗟さに上体を反そらすことでツクモが鋭い斬ざん撃げきを鼻先でやり過ごした。こちらの回避もギリギリだ。しかし一息つくには早い。内から外へと閃ひらめいたハルカの双剣が、今度は外から内へ返って来る。

　彼方カナタ流りゆう『山やま彦びこ』。内から外、外から内。防御という邪じや魔まが入らない限り、その剣戟こえは二つの剣やまの間でいつまでも響ひびき続つづける。

「こいつは厄やつ介かいだ！」

　上体の動きだけでは躱かわし続けられない。そう判断したツクモは、しゃがみ込むと同時に岩場を横へ転ころがった。それにより刀を押さえつけられていた足、そして終わりのない挟撃からも逃のがれることに成功する。

「なるほどねぇ」

　着物についた砂を払いながら立ち上がるツクモ。その顔には依然として余裕が漂っていた。

「この間よりも面白くなりそうじゃあないの」

「何を寝ね惚ぼけたことを」

　ツクモの言葉にハルカが眉まゆをひそめる。

「面白くなるのはこれからだ」

「──!?」

　次の瞬しゆん間かん、ツクモの髪かみを束たばねていた髪留めが真っ二つになって地面に落ちた。それを追いかけるように、彼の長い髪が重力に引かれ降りて来る。

「相変わらずとんでもない剣速だねぇ」

　顔にかかる前髪を搔かき上あげつつ、ツクモは苦笑を浮かべた。




「よっしゃあ、見たかぁぁぁ！」

　自分の手柄のように得意顔で叫んだのは、対たい峙じする剣士たちをやや離はなれた場所で見ていたシロガネである。しかしほどなく彼の耳に息を吐く音が聞こえた。出所は同じように観戦していたシアンだ。

「こんな戦い、時間の無む駄だだ」

　呆あきれ顔がおで吐き捨てると、刀傷の美青年は足元の石を踏ふみ砕くだいた。

（ツクモ殿どのに任せていては、いつまで経ってもアグニフラムさまの元に帰れない。娘を死なない程度に痛めつけ、さっさと〝剣けん神しん〟の居場所を吐かせればいいではないか……！）

　内心の声に頷うなずくと、シアンが独断で動き出す。おそらく白はく刃じん入り乱れる戦いに参戦するつもりだ。

　しかし、

「待ちな」

　その行く手に颯さつ爽そうとシロガネが立たち塞ふさがる。

「ハルカの戦いは邪じや魔まさせねぇ。どうしても手ぇ出すってんなら、このナナス村一番の約束を守る男、シロガネ・ランページが相手になるぜ！」

　地図に載のっていない村から来た少年と刀傷の美青年。

　もう一つの戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされようとしていた。




　その頃、開幕の攻防が終わったハルカたちは次の局面へ移るところだ。

「やっぱきみは油断できないねぇ」

　先に口を開いたのはツクモである。その表情にはまだまだ余裕が窺うかがえた。

「でもさぁ、結局勝つのはオイラだと思うんだ」

　口元だけで笑うと、アマツの剣士は刀を鞘さやに納めた。さらに柄つかを握ったまま腰こしを左に捻ひねり溜ためを作る。

　壬み生ぶ一いつ刀とう流りゆう『無む刃じん』。

　先日の戦い、その雌し雄ゆうを決した一いち撃げきを放った構かまえだ。ツクモは早くも切り札を──

「ぬおっ!?」

　驚おどろきで顔を歪ゆがませると、彼はすぐに刀を逆さか手てに持ち替えて抜いた。『無刃』ではなく、左手で鞘を起こしながら縦たてへ抜刀したのである。その直後、晒さらしたばかりの刃やいばが悲鳴を上げた。
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　足元の岩を砕くだくほどの強きよう烈れつな蹴けり足あしで間合いを詰つめたハルカが、『無む刃じん』の構かまえが完成する前に斬ざん撃げきを叩たたきつけて来たのである。

「生あい憎にく、貴様の得意な距きよ離りで戦うつもりはない……！」

「なるほどねぇ。『無刃』を封じるために、あくまで近距離で戦うつもりってかぁ！」

「っ!?」

　次の瞬しゆん間かん、ハルカが強制的に後退させられた。ツクモが抜きかけの刀の峰に左腕を当て、力任せに弾はじき飛とばしたのだ。

「得意な距離で戦わせてもらえないのは辛つらいねぇ」

　眉まゆを下げ、困ったようにツクモは言った。先ほどまでのように刀を鞘さやに納めようとはしない。その動きをしようものなら約三メートル前方にいるハルカが、得意の速さで機き先せんを制しに来ることが分かっているからだ。

　なので、アマツの剣士は戦い方を切り替えることにした。

「こうなったら、得意な距離で戦わせてもらえるようにするしかないねぇ──力ちから尽ずくで」

　ツクモが刀を頭上で構える。

　大上段。

　刀を振り上げてしまっているため、防御の面だけを見れば隙すきだらけだ。しかし裏を返せば、最も速く最も強い斬撃を繰くり出だす準備が整っているということでもある。

　前回の戦いでは、この構かまえから繰くり出だされる剛ごう剣けんの嵐あらしをハルカは防ぎ切れなかった。未完成の『阿あ修しゆ羅ら』でどうにか間合いから逃げることはできたものの、そうやって距きよ離りを空けてしまったことが結果としてツクモに必勝の形を与えてしまったのだ。

（攻こう撃げきも防御も捨て、速さだけに『心じん』を偏かたよらせれば近い間合いを保ったままヤツの剛剣を躱かわし続つづけることも可能だろう）

　だが、と。心中でハルカはその案を却下する。

（それでは戦いを長引かせることはできても、父上は守れない──！）

　ハルカの目つきが変わった。覚悟が決まったのだ。

　ほどなく、

「ケェェェイ！」

　ツクモの山のごとき巨体が動き出した。決して俊しゆん敏びんではないがやはり一歩の幅が長大だ。

　納刀時は〝不ふ可か視しの斬ざん撃げき〟という超絶技巧で、抜刀時は圧倒的な膂りよ力りよくで押し切る。ツクモ・ナグモという男、まるで一つの体に二人の剣士が同居しているかのようだ。

　そして今の彼は刀を抜き放っている。つまりここから生み出されるのは　〝斬きる〟のではなく、〝砕くだく〟がごとき一撃だ。

「ハルカぁ、前ぇ！」

　横手からシロガネの絶叫が響ひびいた。

　しかし剣を振り上げたツクモが肉にく薄はくしているというのに、師しである少女はまだ何の動きも見せていない。

「チェストォォォォォォ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに剛剣が、いや〝死〟がハルカに迫せまる。間もなく波なみ飛沫しぶきで濡ぬれた岩場が鮮血で染まる──はずだった。ところがその瞬しゆん間かんは訪れなかった。

「なに……!?」

　顔をしかめたのはツクモだ。彼の視線の先では頭上で二本の剣を交差させ、振り下ろされた刀を受け止めるハルカの姿があった。




「ハルカぁ、前ぇ！」

　防御も回避も行っていないハルカにツクモが突進する。その光景を視界の端で捉とらえたシロガネは思わず大声を上げていた。

　だがほどなく彼も気づく。現在の自分が、余所よそ見みが許される状況にいないということに。

「舐なめた態度を」

　凍いてつくような冷たい声。それを発すると同時にシアンはシロガネの懐ふところに飛び込む。

「私の視界から消えろ、素人しろうと！」

　踏ふみ込こみ、拳こぶしの打ち出し方、『心』の操そう作さ。一切の無む駄だがない、手本のような『破は山ざん』がシロガネの腹はらに炸さく裂れつする。

　ところが壊こわすつもりで放った彼の拳こぶしが得たのは、筋肉や骨とは違う分厚い綿わたを殴ったような感触だった。

「い、痛ってぇ……けど間に合った」

　苦痛と安あん堵どが混合された息がシロガネの口から漏もれる。

「『空くう鎧がい』!?」

　拳が当たる寸前、少年の体が陽かげ炎ろうに包まれたことをシアンは見み逃のがさなかった。

　そう、ハルカの苛か烈れつなシゴキを受けて習得した技が、実戦の中で効果を発揮したのだ。

「私の『破は山ざん』を防いだ、だと？　ろくに『心じん』の操そう作さもできなかった素人しろうとが……」

　シアンが目を見開き驚おどろく。一方、シロガネは明らかに意気が揚あがっていた。

「どうだぁ！　おまえがどんな攻こう撃げきして来ようと、俺おれの『空鎧』で全部──」

「一度防いだぐらいで調子に乗るな！」

　シロガネの言葉が終わる前にシアンが動いた。『破山』や『隠いん剣けん』を交えた多彩な手技を次々と繰くり出だしていく。さすがハルカに実力を認められている武ぶ人じんだけあって、『空鎧』の弱点が持続力のなさ、つまり連続攻撃に弱いと分かっているようだ。

「くう……っ!?」

　決して余裕があるわけではない。防御をすり抜けられ喰くらってしまった攻撃もある。それでもシロガネは倒れない。ハルカが叩たたき込こんだ効率のいい『空鎧』で、破は壊かい力りよくを削減できているお陰だ。

「私の技がこんな素人に……！」

　シアンの頰ほおが引きつる。連打の最後に放った回転裏うら拳けん『旋せん風ぷう』もシロガネの顔面を捉とらえはしたが、『空鎧』に阻はばまれ足元をよろめかせるに留まっていた。

「ど、どうだぁ！　おまえがどんな攻撃して来ようと、俺の『空鎧』で全部防いでやるぜ！」

　口端を伝う血を拭ぬぐいながら、シロガネは先刻の台詞せりふをようやく完成させる。

　戦況だけ見れば純粋な防戦一方。しかし少年の顔に焦あせりや不安はまったくない。それどころか笑顔さえ浮かんでいる。この戦い自体、ハルカがツクモを倒すまで凌しのぐのが目的だということもあるだろう。だが何より、前回は手も足も出なかったシアンを手こずらせているという事実が彼を燃えさせていた。

「さあ、どんどん来やがれ！」

　高らかに声を上げるシロガネ。

　対照的にシアンは静かになってしまっていた。

「この私が……素人に……こんな……こんなことが……」

　素人と侮あなどっていたシロガネに技が通じなかったことは、彼の自尊心にとてつもなく深い傷を負わせたようだ。独ひとり言ごとを言いながら身を震ふるわせている。

（今のうちに『転てん息そく』しとくか）

　ここまで順調に『空くう鎧がい』を制御できているが、確実に『心じん』は消費している。この辺りで大きく補充しておけば、さっきのような連打を浴びせられても安心だ。

　そう判断してシロガネが深く息を吸い込んだ瞬しゆん間かん、

「ふざけるなぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　シアンの怒号が木霊こだまする。

　その直後、刀傷の美青年の背後で一ひと際きわ大きな波が砕くだけた。舞まい上あがった海水は先刻と同じく雨のように──いや、矢のようにシロガネに降り注いだ。

「づあぁ!?」

　肩や腕などを斬きり裂さかれシロガネが呻うめく。

「な、何だよ。今の……」

　出血している箇か所しよを押さえながら顔を上げると、そこには奇妙な光景があった。

　美しい顔を怒りで醜みにくく歪ゆがめたシアン。その側を浮遊するものがある。水だ。正確には岩場に押し寄せた波の欠片かけらで、それがまるで生き物のように刀傷の美青年の周囲を漂ただよっていた。

「よくも私にこれを……敬愛するアグニフラムさまと相そう克こくする力を使わせたな……!?」

　シアンの血走った目が標的を、シロガネを捉とらえる。

　武ぶ王おう流りゆう五ご行ぎよう法ほう『水すい月げつ』。火を操あやつるレイ・レイモンドの『烈れつ火か』と似て非なるもので、こちらは水を意のままに従わせる技だ。

「許さん！」

　海水を引き連れてシアンが向かって来る。繰くり出だすのは『破は山ざん』。だが怒りに支配されているせいか普段の鋭さはない。

「っとぉ！」

　シロガネは『空鎧』を使いつつ、腕でしっかりとシアンの一いち撃げきを防ぐ。しかしその拳こぶしは手袋のように水すい塊かいで覆おおわれていて──

「……弾はじけろ！」

　シアンの命により水が無数の礫つぶてと化し、シロガネに襲おそいかかった。

「ぐあぁぁぁぁぁぁ!?」

　血を撒まき散ちらしながら吹き飛ばされ、シロガネは凹おう凸とつの激はげしい岩場に背中での着地を余儀なくされる。両腕で顔面への直撃を防いだものの、水の弾だん丸がんを浴びた上半身前面の皮ひ膚ふに小さな傷が幾いくつも刻まれていた。

「いってぇ……しかも海水だからメチャクチャしみる……！」

　痛みに身をよじりながら、シロガネは何とか体を起こそうとする。そこへ薄うすら笑わらいを顔に貼はり付つけたシアンが近づいて来た。

「『空鎧』は拳や足に込められた『心』を削そぎ落おとす。だから直撃しても本来の威い力りよくからはほど遠くなってしまう。しかし、『心じん』で操あやつられていても水は水だ」

「何言ってるかイマイチ分かんねぇ。けど、おまえのムカつく表情かおから考えて、〝もう『空くう鎧がい』は俺おれには通じねぇぞ〟って言いてぇんだろ？」

　ようやく立ち上がってシロガネはシアンを睨にらみつけた。すると、

「よく分かっているじゃないか。──死ね」

　刀傷の美青年は口を三日月型に裂いて笑う。振り上げられた彼の両手の指には水製の長ちよう爪そうが生えていた。




「おぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ツクモのお株を奪うばうような咆ほう哮こうとともに、ハルカが頭上の刀を押し返す。それにより二回りは大きなツクモの巨体が後あと退ずさった。その機き会かいをハルカは見み逃のがさない。すかさず追つい撃げきの態勢に入った。

「ふっ！　はっ！　せや！」

「ぬぅ!?」

　防御する度たびに体格で優すぐれるツクモの姿勢が大きく揺らぐ。一撃一撃が強きよう烈れつだった。

　前回の戦いでやった〝男女の筋力差を埋うめる〟ような『心』の使い方はしていない。今のハルカは非力を補っているのではなく、全すべてを力に傾けているのだ。

「このまま押し切る……！」

　ハルカは奥歯を嚙かみ締しめると、剣に込める力をさらに引き上げた。最も早はやツクモに勝まさるとも劣おとらない剛ごう剣けんが、左右の手から絶え間なく繰くり出だされる。

　この激げき流りゆうのごとき猛もう攻こうの前に、さすがのツクモも反撃の糸口が摑つかめないのだろう。先刻から一度も自分から仕掛ける場面が見られない。

「……やれやれだねぇ」

　嘆息したのは防戦を強しいられているはずのツクモだ。しかしよく見れば、彼の表情にはいささかの苦しさもない。それどころか、今までで一番退屈そうである。

「力負けして距きよ離りを空けたくないからって、全部の『気き』を力に集中させちまうなんてねぇ」

　もう一度ツクモは嘆息すると、

「愚ぐ策さくにもほどがあるんじゃあないの、お嬢じようちゃん！」

　攻勢に出ていたハルカの間かん隙げきを縫ぬって右から左に刀を薙ないだ。型も何もない。ただ横に振り回しただけ。当然、そんな工夫のない一撃は簡かん単たんに防がれる。

「っぁ!?」

　ところが防御を成功させたと思われたハルカが呻うめいた。しかも構かまえは崩くずれ、体勢も大きく右に傾いてしまっている。ここまで続いていた一方的な展開が、ただの一振りで止められてしまった。

「くっ！」

「さあ、踊ろうか！」

　慌あわてて泳いでいた体を立て直したハルカに、ツクモが逆ぎやく襲しゆうを開始する。

　異国の剣士が使う攻こう撃げきは斬きり下おろしと斬り上げの二種類だけ。加えてその動きは上、下、上、下と素振りでもしているかのように規則正しい。突きや虚偽攻撃を織おり交まぜていたハルカの変へん幻げん自じ在ざいの剣と比べれば、対応は簡かん単たんなように見える。

　しかし、

「ぐう……っ！」

　ハルカは早々に苦く悶もんの表情だ。斬り下ろしを受ける度たびに彼女の膝ひざは震ふるえ、斬り上げを受ける度に足裏が地面から浮き上がっていた。

　優ゆう勢せいだったハルカがなぜ急に劣勢に陥おちいったのか。それはツクモも言っていたように全すべての『心じん』を力に傾けたことが原因である。

　異国の剣士にとって、一番厄やつ介かいだったのは剣速を含めたハルカの速さだった。しかし剛ごう剣けんに対抗しようと必死になりすぎたのか、彼女は敵を脅おびやかす長所を自みずから捨ててしまった。

　そしてそれによりツクモは解放される。ハルカに振り回されないための〝速度重視の戦い方〟から。つまり今振るっているものこそ、純粋な意味で彼の全力の剣。

　そう──〝真の剛剣〟なのである。

「頑張るねぇ。でも、そろそろ限界なんじゃないの？」

「……っ」

　飄ひよう々ひようと攻め続けるツクモに対し、守るハルカの表情に疲労の色が出始めていた。さらに頰ほおや腕、肩や太ふと腿ももなどから出血しているのが認められる。

　少しずつ、だが確実にハルカは二度目の敗北との距きよ離りを縮ちぢめつつあった。




　その頃ころ、師し匠しようだけでなく弟で子しも窮きゆう地ちに身を置いていた。

「死ね！　死ね！　死ねぇぇぇ！」

　狂ったように両手の水みず爪づめを振り回すのはシアンだ。一撃ごとに地面に深い爪つめ痕あとを残しながら、後退するシロガネを執しつ拗ように追いかけている。

「うわっ、たっ、たっ、たっ！」

　濡ぬれていて滑すべり易やすい、不規則な隆起に足を取られる、といった危険が孕はらむ岩場を後ろ向きで走るのは想像以上に難しい。しかも前からは斬きり裂さき魔まが迫せまっている。少しでも足を止めれば次の瞬しゆん間かんには滅めつ多た斬ぎりにされ、海鳥たちの昼食になってしまうだろう。それだけにシロガネは必死の形ぎよう相そうである。

「げえ」

　肩越しに一いち瞥べつした後方の景色にシロガネは思わず声を漏もらす。そろそろ陸が途絶え、美しい海が両手を広げて彼を歓迎していたのだ。

（ちょっとの水でこんなにおっかねぇのに、こいつを海になんて近づけたら……！）

　途方もない水量を得たシアンを想像してシロガネは青あお褪ざめた。

　前からも後ろからも押し寄せて来る死の臭い。

　絶体絶命のシロガネの取った行動は、

「くお……っ！」

　靴くつ越ごしに左足の指を地面に嚙かませて急停止すると、限界まで頭を低くしながら右足を大きく前へ踏ふみ込こむ。それにより振り回されるシアンの水みず爪づめを潜くぐり抜ぬけ、彼の懐ふところに侵入することができた。

「決まれぇぇぇ！」

　そして、シロガネは右みぎ拳こぶしをシアンの腹はらに突き入れた。だが怒れる水使いは痛がりも怯ひるみもせず、狂気的な笑みを浮かべている。

「だから拳に『心じん』が載のってないと言っているだろう、素人しろうとが！」

　シアンが両手を振り上げた。水爪で眼下の少年を串くし刺ざしにするつもりだ。

　しかしその過程で、彼は奇妙な音を耳にする。

　ヒュォォォォォォ……！

　屋内に入り込む隙すき間ま風かぜを思わせるそれは、シアンのすぐ近くから聞こえていた。いや、それどころではない。

「何だこれは……！　じ、『心』が吸われている……？　何だこれはぁぁぁぁぁぁ!?」

　体験したこともない現象にシアンが恐怖していると、不意に懐にいるシロガネと目が合った。その直後、刀傷の美青年の口が「まさか」と動く。

「し、素人ぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!?」

　シアンの絶叫の中、シロガネの右拳が純白の輝きを放ち始める。そして、

「──何だよ、玄人くろうと」

　辺りに鈍にぶく重い打だ撃げき音おんが響ひびき渡わたった。

　ほどなくして、宙を泳いでいた海水の塊かたまりたちが一いつ斉せいに落ちていく。足元にできあがったのは世界最小の海であり、それに浸ひたるようにシアン・ハウドグスは倒れ込んだ。

「はあ……はあ……はあ……『破は山ざん』失敗した時、死んだかと思った」

　空を仰あおぎながらシロガネが呟つぶやく。どうやら『破山』から『零ぜろ』に繫つなげる流れは、最初から狙ねらっていたわけではなかったらしい。

「そうだ、ハルカは──」

　疲ひ弊へいした顔で、だが懸けん命めいな瞳ひとみで彼は彼女の姿を捜した。




「はあ……はあ……はあ……」

〝真の剛ごう剣けん〟は、一いち撃げきごとにハルカの『心じん』と体力を削そぎ取とっていた。だからと言って距きよ離りを空ければ、『無む刃じん』が牙きばを剝むく。

　この距離に留まるも地じ獄ごく、離はなれるも地獄。ハルカはまさに最悪の状況にいた。

「んー、いい加減飽きたねぇ」

　ツクモは嘆息しながら一ひと際きわ高く刀を振り上げ、

「そろそろ終わろうか、お嬢じようちゃん！」

　豪ごう快かいに振り下ろす。

　以前、シアンから〝殺すな〟と注意されていたとは思えないほど、彼の太刀たち筋すじには躊躇ためらいがない。完全に戦いを終わらせるための一撃である。

　だが、彼女はこれを待っていた。

（──躱かわせ！）

　ハルカが半歩だけ後退し、命を奪うばわんと唸うなる刃やいばを鼻先で見切る。追おい詰つめられながらも彼女は集中を切らせていなかったのだ。

「はあぁぁぁっ！」

　さらにハルカは躱したばかりのツクモの刀、その峰に目がけて右手の剣を振り下ろす。全力で空振りしたところにハルカの斬ざん撃げきの威い力りよくが加われば、いかに圧倒的な膂りよ力りよくを有するツクモでも手の中から刀をこぼすはずだ。そうなれば戦いに逆転が起こる。

　ところが、

「──オオォォォ！」

　地鳴りのごとき雄お叫たけび。

　ツクモがそれを放った直後、岩場に新あらたな傷をつけようとしていた彼の刀の切っ先が、突とつ如じよ跳はね上あがった。

　違う。空振りではない。

　逆転を狙ねらいハルカが武器を叩たたき落おとそうとすることを見越した罠わなだったのだ。

「起死回生ってヤツ？　残念だったねぇ」

「──っ！」

　上昇と下降、対極の力が空中で激げき突とつし火花を散らす。果たして、舞まい上あがったのはハルカの右手の剣だ。その上昇速度はツクモの剛ごう力りきを物語るかのように凄すさまじく、雲まで届いてしまいそうな勢いと激はげしい回転を帯びている。

　一方、戦いの流れは止まっていなかった。

　斬きり上あげたことで頭上まで戻って来ていた刀を握り直し、ツクモが再びハルカを脳天から両断しようとする。

「イェリァァァァァァ！」

「ぐぅっ!?」

　左手の剣を頭上で水平に掲げ、ハルカは死をもたらそうとする刃やいばを辛かろうじて防いだ。武器を失った右手も加勢させるが、ツクモの刀はじわじわと彼女との距きよ離りを縮ちぢめていく。

「これ以上足あ搔がくのは止やめにしない？　お嬢じようちゃんは立派に戦ったと思うんだよねぇ」

「き、気が早いな。もう勝ったつもりか、ツクモ・ナグモ……！」

　呼吸は激はげしく乱れ、刀傷だらけの体からは血が滴したたり、両りよう翼よくとも言える双そう剣けんの一振りも失った。まさに満まん身しん創そう痍いだ。

　それでも、ハルカ・ノースウエストは十字に交差した刃の向こうで不敵に笑う。

「私はまだ生きているぞ！　勝ち名乗りを上げたければ私の心しん臓ぞうを止めてからにしろ！」

「格かつ好こう悪いねぇ」

　失望の面相を作ると、ツクモは二本の腕かいなにさらなる力を込めた。そして覆おおい被かぶさるようにして刃ごとハルカへ体重をかけていく。

「死しに際ぎわを汚すのは感心しないなぁ。虚勢は止めて美しく散りなよ」

　技術的要素など入り込む余地のない、単純にして純然な力任せ。戦いの幕を降ろすべく、ツクモは徹てつ底ていしてハルカの弱点を突いてきた。

「ぐう……！」

　ハルカは歯を食くい縛しばって耐えようとするが、無情にもその膝ひざはゆっくりと折れていく。

　何の波乱も起こらない、このまま押し切られて終幕。

　そう思われた途端のことである。

　鈍にぶく重い音が岩場一帯に鳴なり響ひびいたのは。

「っ!?」

　ハルカから視線を外はずしてはいない。しかし聞いたことのない類たぐいの音を耳にしたことで、確かにツクモの集中は乱れた。

（──ここしかない！）

　その瞬しゆん間かんハルカが左の剣を手放し、同時に強く地面を蹴けって真後ろへ跳とんだ。どうにか窮きゆう地ちを抜け出したが、その代だい償しようはあまりにも大きい。

「無様だねぇ。剣士の魂たましいを手放してまで生き残りたいのかい？」

　蔑さげすむように告げながら、ツクモは刀を腰こしの鞘さやへ納めた。最後の一振りを失ってまで切り開いた未来だが、待っているのはやはり絶望のようだ。

　ハルカが懸けん命めいに避け続けて来た距離。それが今、両者の間に生まれてしまっていた。

　ツクモ・ナグモの剛ごう剣けんは確かに脅きよう威いである。だがそれさえも、この斬きり結むすぶには遠すぎる位置から放たれる妙技と比べれば可愛かわいいものだ。

『無む刃じん』。

　その高速の一いつ閃せんは刀身を目視することすら許さない。それゆえの名だ。

　刀を抜き放った瞬間に勝負は決する。だがまだ遠い。ハルカの現在地は『無刃』の射程距離より三歩分だけ外だった。おそらく先ほどの跳ちよう躍やくに『心じん』を込めていたためだろう。

　ならば、さっさとその距きよ離りを詰つめればいい。しかしそれは壬み生ぶ一いつ刀とう流りゆうを知らない者の考えである。本来、『無む刃じん』は〝待ち〟の技。相手を射程内に呼び込んだ時に最大の力を発揮するもので、自分から仕掛ける技ではない。

　しかし、それにもかかわらずツクモは前に出た。二本の剣を失ったハルカは脅きよう威いではないと、完かん璧ぺきな無刃でなくても討うてると判断したためだ。

「散りな、お嬢じようちゃん」

　必殺の間合いまであと一歩。ツクモは柄つかを握る手に力を込める。

　その刹せつ那な、終わりを告げた。

「ふぅぅぅぅぅぅ……！」

　後ろに跳とびながら始めたハルカの『転てん息そく』が。

　そしてハルカは体を右に捻ひねり、さらに左足を大きく前へ踏ふみ込こむ。

　すると天上から何かが降って来た。

　──剣だ。

　先ほどツクモに空へと打ち上げられてしまった右の剣が、ハルカの眼前に測ったように降って来たのである。

「散るのは──貴様だぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　吠ほえながらハルカは『心』を集約させた右足を、ありったけの力で振り抜く。そして斬ざん撃げきのための武器は一ひと筋すじの光となった。

　直後、

「がふっ……！」

　ツクモが多量の血を口から溢あふれさせた。彼の右みぎ脇わき腹ばらは半月型に欠けていて、その向こうには大穴の空いた岩がん壁ぺきが覗のぞいている。

「ま、まさかお嬢ちゃんも〝見えない剣〟の使い手だったとはねぇ……」

　紅べにを塗ったように赤い唇を歪ゆがめて異国の剣士は笑った。続いて柄を握っていた右手が力なく滑すべり落おちる。ハルカの放った剣の凄すさまじい速さに、『無刃』を放つ暇ひますらなかったようだ。

　彼方カナタ流りゆう『光こう牙が』。昨日の夜ようやく形になったばかりの技である。当初は剣を投げることを想定していたが、速度と威い力りよくを優ゆう先せんさせて蹴けりを採用した。ただし、体の中央を射い貫ぬくつもりが脇腹を抉えぐる結果となったことから、命中力の向上が改良点になりそうだ。

「け、剣はオイラが飛ばしたんじゃなくて、この一撃のために自分で、かい？」

　もはや体を支えていられないのか、右へ左へとよろめきながらもツクモはハルカに尋たずねる。

「……貴様のような猛も者さに勝つためには奇き策さくを用いる他なかった」

　答えを紡つむいだハルカの顔は悔しさで満ちていた。できることなら正面から剣でねじ伏せたかったというのが本音だろう。

「ど、どんなやり方だろうと勝ちは勝ちさぁ。や、やられたぜ、お嬢じよう──いや」

　ツクモは虚うつろな目ながら己おのれを破った少女を真まっ直すぐに見つめる。すると彼女も彼の意図に気づいて口を開いた。

「ハルカ・ノースウエストだ」

「み、見事なり。ハルカ……ノース、ウエスト……っ！」

　最後にもう一度敵を称たたえ、〝銭ぜに喰くい〟ツクモ・ナグモは切り倒された巨木のごとく倒れる。そのまま段差を転ころげ落おち、清らかな海に沈んだ。

（強かった、本当に）

　視界からツクモが消えると、ハルカは唇と心中の両方で大きな溜ため息いきを吐つく。

〝剣けん神しん〟が天才と認める才能のせいか、彼女はつい最近まで敗北らしい敗北を味わったことがなかった。自分に勝てるのは武ぶ王おう流りゆう七しち星せいなどの一部の達人のみ。そんな驕おごった心を持っていたことも事実である。

　だが仕事として人を斬きる異国の剣士にさえ、今のハルカは実力で劣っていた。十回戦えば九回は負ける戦いだ。今日勝てたのは運を味方にできたからにすぎない。

「……そうだな。貴様という〝運〟が味方だったからだ」

　浅く笑いながら振り返ると、両手を広げて駆かけて来くるシロガネの姿が見えた。

「ハルカぁ！　やったな！」

　満まん身しん創そう痍いの彼女ほどではないにしろ、命いのち懸がけの戦いを経た彼もまた傷だらけである。それだけにもし感かん極きわまって抱だき締しめたとしても、ハルカは微笑ほほえんで受け入れてくれたことだろう。

　しかし、

「……ほう、貴様にとっての〝ハルカ〟はその部位を差すのか」

　たとえ直前に足がもつれてしまったとは言え、豊かな双そう丘きゆうに顔から飛び込んでしまった彼に対する彼女の声はとても冷たかった。余波で海が凍ってしまいそうなほどに。

「ハルカ」

「何だ？」

「わざとじゃねぇぜ？」

　未いまだ胸に埋うもれたままシロガネが真顔で弁明した。するとハルカも「そうか」と小さな笑顔を浮かべ、

「殴るぞ、貴様」

「も、もう蹴けっ飛とばされたんだけど……？　こ、ここからさらに殴んの……!?」

　近くの岩がん壁ぺきに背中からめり込んだシロガネが、刺すような視線を向けているハルカに確認した。不ふ埒らちな小こ僧ぞうを退治したのは、斬ざん撃げきのごとく鋭い回し蹴りだった。『心じん』を会え得とくする前のシロガネなら骨の一、二本は折れていたかもしれない。もちろん、ハルカも彼の錬れん度どを知っているからこそ遠慮しなかったのだろうが。

「いてて……まあ、とりあえず何とかなったな」

　微かすかに顔をしかめながら、シロガネがハルカの側に戻って来た。

「お互いよく生き残ったものだ。特に貴様には驚おどろかされた」

　そう言ってハルカは岩場の片隅に目を向ける。そこには地に伏したシアンの姿があった。

「あの男、かなりの使い手だったはず。それを倒してしまうとはな」

「いや、あいつ調子悪かったんじゃねぇかな」

「どういう意味だ？」

「最後に『零ぜろ』を使った時、あんまり『心じん』を吸えなくてさ。あ、よく考えたらあいつ『転てん息そく』とか全然してなかったかも」

「それは妙な話だな。佇たたずまいや隙すきのなさから見て、戦いの途中で『心』を枯こ渇かつさせるような男とは思えなかったが……」

　ハルカが腕を組んで唸うなっていると、今までピクリともしなかったシアンが身を震ふるわせながら立ち上がった。そして泥でい酔すい時じのカナタよりも酷ひどい足取りでこの場から離はなれていく。

「ハルカ、あいつ！」

「追うな」

　今にも飛び出しそうなシロガネをハルカが制した。

「追ったところでもう戦えんだろう？　私も、貴様も」

「……だな」

　ハルカに同意しながらシロガネは視線を落とす。すると己おのれの掌てのひらや腕、膝ひざや足が小刻みに震えていた。初めての対武ぶ人じん戦せんだったこともあり、とうに限界は超こえているのだ。

「仕方ねぇ、帰るか」

「それがいい」

　ハルカは微笑して頷うなずくも、すぐさま「あ！」と声を上げた。

「どうしたんだよ、急に」

「剣を拾わなければ……」

「剣？　剣なら、ほら」

　さほど離れてない場所に落ちていた左手用の藍あいの剣を拾い上げると、シロガネはハルカに差し出した。

「……いや、問題はもう一本の方なのだ」

　一本目の剣を鞘さやに納めながら、ハルカは暗あん澹たんとした面おも持もちで見つめた。『光こう牙が』の傷跡が彼方かなたまで伸びる海岸線を。

「お、思いっ切り蹴けってたからなぁ」

　ハルカの隣となりでシロガネも目を細めるが、彼の視力を以もつてしても剣の姿は確認できなかった。

「……明日にする？」

「剣士の魂たましいを放置できるものか！」

「分かった分かった、じゃあ俺おれが拾って来るから」

　ハルカの体を気遣い、シロガネが代わりに海岸線を東に向かう。すると不意に、少年はくるりと体を返し満面の笑みを浮かべた。

「先に帰っておっさんに教えてやれよ！　〝もう大丈夫だ〟って！」

「……ああ。ああ、分かった！」

　手を振って応こたえた少女も笑顔だ。

（父上……お話したいことがたくさんあります）

　やがてハルカは歩き出す。疲労と負傷のせいで、体は自分のものではないかのように重い。それでも彼女が足を止めないのは、この道の先に帰りを待ってくれている人がいるからだ。

　おそるべき刺し客かくは退しりぞけた。次じ期き宗そう主しゆの座を巡めぐる問題が解決したわけではないが、一時的にしろカナタの生命が脅おびやかされることはなくなったはずだ。

　……そう、そのはずだったのである。




「遠くに蹴けりすぎだろ！　どこまで行かせるつもりだよ！」

　憤ふん慨がいして道を行くのはシロガネだ。ハルカの愛剣の片割れである紅くれないの剣を片手に、居い候そうろう中のノースウエスト邸を目指していた。

　剣の回収のため海岸線を東に向かったものの、早々と傷跡の残る岩場が終わってしまって捜索の手がかりを失い途方に暮れたりもした。だが剣が飛行したであろう直線を辛しん抱ぼう強く辿たどったところ、岬の灯台に突き刺さっているのを発見。何とか剣を回収することができた。

　疲労のため歩速が上がらない挙げ句に思わぬ遠出をしたこともあり、岩場でハルカと別れてから一時間以上経過してしまっていた。

「あー、やっと着いた」

　ようやく見慣れた屋や敷しきの前に着き、シロガネは大きな溜ため息いきを吐つく。そのまま表門を潜くぐって母屋に向かおうとした途端、彼の鼻が〝ある臭い〟を感じ取った。

「……噓うそだろ？」

　自問しながらシロガネは駆かけ出だす。疲れのことなど頭から抜け落ちてしまったのか、開け放たれたままの玄関も廊下も全力疾しつ走そうで通り抜ける。

　そしてシロガネは、もっとも〝臭い〟が濃い場所に行き着いた。

「噓だろ……おい……」

　シロガネが呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで呟つぶやく。彼が立っているのは居間の入り口で、そこから見えるのは床に座り込んだハルカと、その膝ひざを枕まくらにして眠るカナタの姿だった。

　彼の表情はとても穏おだやかだ。左胸から赤黒い血さえ流れていなければ、本当に眠っているようにさえ見えた。

「噓うそだろ……噓だって言ってくれよ、おっさん……！」

　うな垂れながら涙を落とすと、シロガネは憤いきどおりを込めた拳こぶしを壁かべに叩たたきつける。

　一方、ハルカはただ静かに父の寝顔を見つめていた。

「……お許し下さい、父上」

　ぽつりと。震ふるえる唇から掠かすれた声がこぼれる。

「私が未み熟じゆくなせいでお守りできませんでした」

　ハルカがそっと父の頰ほおに触れた。

　ほのかに温かい。

　まるで生きているように──。

「……ごめん、なさい……っ」

　限界だった。

　もう限界だった。

「……っ、おとうさん……！　ごめん……ごめんなさい……！」

　若き武ぶ人じんはただの少女に戻り、声を上げて泣いた。その大おお粒つぶの雨はいつまでも降り続け、一向に止やむ気配がなかったのである。













【６】『零』から







　鈍にび色いろの空から水み粒つぼが絶えず落ちている。昨日の午後から始まった雨は、翌日の昼になってもまだ続いていた。

　そしてそれを微動だにせず受け止める者がいる。ノースウエスト邸の庭、その最奥で佇たたずむハルカだ。頭や腕を初めとした、全身十数箇か所しよに及ぶ包帯がとても痛々しい。

「ハルカ」

　後ろからの声。ほどなく彼女の隣となりにシロガネが並んだ。ハルカほどではないが、彼も包帯が目立つ。

「やっぱこれがねぇとな！」

　悪わる巧だくみをする子供のように笑うと、彼は抱えていた大量の酒さか瓶びんを掲げる。

　だがハルカは無反応。雨を含んで雫しずくを垂らす前まえ髪がみ、その隙すき間まからただ見つめるだけだ。〝カナタ・ノースウエストここに眠る〟と表面に刻まれた石せき碑ひを。

「この辺の酒好きだったろ、確か」

　シロガネは破顔しながら石せき碑ひの周まわりに酒さか瓶びんを立てていく。そんな彼の目元には濃い隈くまがあり、眼球も酷ひどく充血していた。明るく振ふる舞まってはいるものの、眠れぬ夜を過ごしたようだ。

「なあ、酒以外におっさんの好きだったものってあんの？」

　先ほど視線すらもらえなかったにもかかわらず、気にした様子もなくシロガネはハルカに声をかけた。しかしどうやら今度も──

「……父上を殺したのは私だ」

　雨音があと少し大きかったら聞きき逃のがしてしまったかもしれない。ハルカがこぼしたのはそれほどに弱々しい声だった。

「ハルカじゃねぇよ」

　悲しげな面おも持もちでシロガネは首を振った。

　昨日の決戦後、ハルカが自宅に戻った時にはカナタは何者かに殺されていたという。確かに狙ねらわれていた彼を一人にしてしまったことは失策と言えるかもしれない。だが置かれていた最悪の状況を覆くつがえすためには、ハルカとシロガネで打って出ることこそが昨日の時点で最高の手だった。それだけは間違いない。

「おっさんだってハルカに殺されたなんて思ってねぇよ、絶対」

　自分の立てた作戦が父を死に追いやった。そんな風に己おのれを責めているのだと考え、シロガネはハルカを優やさしく諭さとす。ところが、

「いや、私さえいなければ父上は死なずにすんだのだ」

「んなことは──」

「考えてもみろ。路地裏で私がツクモに大おお怪け我がを負わされなければ、父上が『癒ゆ光こう』を使って衰すい弱じやくすることもなかった。まともに歩ける状態だったら、昨日の決戦の時もどこかへ避難してもらうことだって……」

　矢や継つぎ早ばやに語っていたハルカだったが、不意に自じ嘲ちようじみた笑みを作った。

「都合のいい頭だ。もっと大事なことを忘れているだろう？」

　爪つめを立てるように自分の頭を摑つかむハルカ。

「間違いなく父上を殺したのは私だ。しかも二度も……！」

「二度？」

　有り得ないことを口にしたハルカに、シロガネは訝いぶかしげな視線を送る。すると彼女はうつむいたまま過去の記き憶おくを紐ひも解とき始はじめた。

「三年前、王都カボネアスで行われた国こく王おう御ご前ぜん試じ合あいに父上が招待された時のことだ」

　その遠えん征せいに同行したハルカだったが、王都に着くなり彼女は原因不明の高熱を出して倒れてしまったらしい。

「王都の腕利きの医者たちが揃そろって匙さじを投げる中、父上だけが私の手を取っていつものように笑っていた。そしてこの間と同じように『癒光』で私を治してくださったのだ。……翌日に試合を控ひかえておられたというのに」

　ハルカは両手をきつく握にぎり締しめる。

「『癒ゆ光こう』はその性能もさることながら反動が凄すさまじい。貴様も見ただろう、一人で歩くこともままならない父上の姿を」

「ああ、スゲー弱ってた……って、まさかおっさん、あの状態で戦ったのか!?」

　目を剝むくシロガネに対し、ハルカは話を続けるという肯こう定てい方法を選んだ。

「御ご前ぜん試じ合あいは国内の全ぜん武ぶ人じん流りゆう派はの代表が集つどい最強を競う大会だ。武ぶ王おうの子孫たるアダンモイド王が見守る前で武ぶ王おう流りゆうが敗北することなど許されない。だからこそ七しち星せい最強と呼ばれた〝剣けん神しん〟が選ばれたのだ」

　だが〝剣神〟は敗やぶれた。しかもその黄金の右腕を斬きり落おとされて。相手は飛び抜けて強いわけではない他流派の青年だったという。

「優ゆう勝しようの大本命が脱落したことにより御前試合は大荒れとなった。だがそれ以上に荒れていたのが武王流の者たちだ。国王の御前で敗れた父上に、仲間だったはずの彼らは厳きびしかった。結局『癒光』の反動による衰すい弱じやくも終わらないうちに、失われた腕の処置を済ませた時点で私たちは王都を追われた」

　記き憶おくの中の傷跡をなぞりながらハルカは空を仰あおいだ。容よう赦しやなく雫しずくを叩たたきつけて来る今日の雨は、あの頃ころに浴びせられた罵ば声せいに似ていた。だがもっともハルカの心に突き刺さっているのは、父の〝元〟宿敵を名乗る男の言葉だ。

《〝剣神〟は死んだ。武王流千年の伝説とともにな》

　岩石の中で紅ぐ蓮れんの炎ほのおが燃え盛っている。そんな印象の男だった。彼の名をハルカは知らない。ただカナタに勝まさるとも劣おとらない実力者だということは肌で感じられた。

「ある男が去さり際ぎわに父上に言った。〝剣神〟は死んだ、と。近くでそれを聞いていた私は強い怒りを覚おぼえた。敗れたからと言って、死人扱いを受けるのは納得がいかなかったのだ。実際、父上はツオークに戻ってすぐ左腕だけの生活に順応した。死んだなどとほざいたあの男に見せてやりたかった」

　それから一ヶ月後。衰弱からも包帯からも解放された父が、久しぶりに庭で剣を振っている姿をハルカは見かける。しかし利き腕を失ってしまったためだろう、そこにかつての輝きはなかった。

「父上のことだ。片腕であっても、努力を重ねることで一流の使い手に返り咲くことはできたはず。ただ〝剣神〟の、七星の領域には戻れない。父上もそれを悟さとったのだろう。その日以来、剣を握ることはなくなった」

　ハルカは真まっ直すぐ石せき碑ひを見つめて語りかける。

「私は二度もあなたを殺してしまいました。〝剣神〟として、そしてカナタ・ノースウエストとしても。あなたは後悔していないと言ってくださいましたが、私はつい考えてしまうのです。私さえいなければ、あなたは今も最強の武ぶ人じんでいられたのではないか──と」

　娘が絞しぼり出だすように想おもいを吐と露ろした。

　しかし父からの返事はない。ただ雨の音だけが辺りを包み込んでいた。

　五分ほどそれが続いて、

「──っくし！」

　久しぶりの異音。それをもたらしたのは親子以外の存在だった。

「そろそろ中に入ろうぜ。さすがに冷えてきた」

　シロガネが腕を擦さすりながらハルカを見るが、

「……もう少し話していく」

「そっか。あんま飲みすぎんなって言っといてくれ」

　ハルカの肩を叩たたいてシロガネは一足先に庭を後にする。親子水入らずでなければ話せないこともあるだろう。

「ただいま」

　そのまま玄関を潜くぐるも返事はない。主あるじを失った家の中は濃厚な静寂で満ちていた。

「おっさんがいねぇと静かだな」

　調子が狂うと言わんばかりにシロガネは苦笑する。

「あ、ハルカに拭ふく物用意してやんなきゃ」

　ずぶ濡ぬれで戻って来る少女を気遣う優やさしさを彼は持っていた。あとは自分自身も劣らず水気を含んでおり、歩くたびに床が大変なことになっていることにさえ気づければ言うことなしである。

　生あい憎にくの空模様のせいか、窓を通して外の明かりがあまり入って来ない。そのため家の中が全体的に薄うす暗ぐらかった。

「ん」

　廊下の少し先を何かが横切ったような気がした。本当に気がしただけなので特に確認することもないだろう。

　自分にそう言い聞かせながらも、シロガネは〝何か〟を追って台所を覗のぞき込こんだ。

「よう、坊ぼう主ず。おまえもつまみ食いか？」

「おっ……」

　その呼称が完成する前に、調理台の前に佇たたずむ悪戯いたずらっぽい顔は搔かき消きえてしまった。いや、初めから誰だれもいなかったのである。

「紛まぎらわしいことすんなよ」

　僅わずかに瞳ひとみを潤うるませながらシロガネは舌を打つ。何度味わっても慣れそうになかった。家族を失うというこの切なさには。

　カナタの幻げん影えいを見たせいだろうか。よく出没していた台所に続き、彼が最後を迎えた場所にシロガネの足は向いていた。

　ハルカと協力して遺体は庭に埋まい葬そうしたものの、精神的余裕がなかったため居間は昨日のまま手付かずである。テーブルの上には分厚い本が一冊と小さな酒さか瓶びんが一つ。それからグラスが三つ置かれていた。

「俺おれたちにも飲ませるつもりだったのか？」

　シロガネは祝しゆく杯はいをあげる準備をして一人テーブルで待つカナタの姿を思い浮かべる。想像の中での彼は、何度か誘ゆう惑わくに負けて酒瓶の栓せんを開けそうになっていた。

「酒を見ちゃうと飲んじまうから、気を紛まぎらわすために本を読んでたってとこだな。うん、さすがナナス村一番のキレ者」

　自画自賛しつつ本を手に取った瞬しゆん間かん、テーブルの上に何かが落ちた。シロガネが祖父から託された指輪である。

「おお、こんなとこにあったのか！」

　シロガネは指輪に括くくりつけられている紐ひもを首にかけながら驚きよう喜きする。

　埋葬前、ハルカの許可を得てカナタの服などを調べさせてもらったが、祖父の形見は出て来なかった。そのため今度は、ノースウエスト邸の捜索許可を願い出るつもりだったのである。そんなこと考えていたところにこうして出て来てくれたのだから、シロガネの幸運も捨てたものではない。……一度完全に紛失しておいて幸運も何もないかもしれないが。

「これ以上嫌なことが重ならなくてよかったぜ」

　安あん堵どの息を落としていると、シロガネはふと眼下にある本が気になった。カナタが指輪と一緒に置いていたということは、何か関係があるのだろうか。漫まん然ぜんとページを開いてみると、この一冊がある人物の生しよう涯がいをまとめた物だと分かる。

「……カボネア・アダンモイド？　誰だれ？」

「この国の初代国王にして武ぶ王おう流りゆうの創始者だ」

　小首を傾かしげるシロガネに横から声が飛んで来た。見ればハルカが呆あきれ顔がおで居間の入り口に立っている。

「家の中を水みず浸びたしにするつもりか？」

「おわ」

　シロガネが足元を見ると、服から垂れた雫しずくが床に水みず溜たまりを作っていた。

「使え」

「わ、悪ぃな」

　ハルカに投げつけられた綿めん布ぷでシロガネは頭や体を拭ふいていく。余計なことをしている間に、彼女にしてあげたかったことを逆にやられてしまった。そのため少年は若じやつ干かん気恥ずかしい。

「それにしても、突然〝武ぶ王おう〟の伝記など持ち出してどうした？」

「俺が持って来たんじゃなくてテーブルの上にあったんだ。こいつと一緒に」

　シロガネが胸元に戻してあった指輪を引っ張り出す。それを目にしたハルカは「見つかったのだな」と眉まゆを開いた。形見の紛失の件は彼女も気がかりだったようだ。

「それにしても〝武ぶ王おう〟の伝記と貴様の祖父の形見が一緒に置いてあった、か」

「何か関係あんのかな。ブオーってヤツとこの指輪」

「確証はないがな」

　ハルカは苦笑する。真意は本と指輪を一緒に置いた人物に聞くしかない。

「そもそも何にも分かんねぇとこから始まってんだ。手掛かりっぽいものが見つかっただけでも充分嬉うれしいぜ。んで、ブオーのこと調べるとしたらどこに行ったらいいんだ？」

「とりあえず〝武王〟の足跡を辿たどってみたらどうだ？」

　ハルカは伝記のページをめくっていく。

「出自は不明だが、カボネア・アダンモイドが最初に現れたのは旧パルー王国、現在はアバンという町がある辺りだ。繁はん華か街がいを北に抜けた先にある〝武ぶ王おう街かい道どう〟をひたすら直進すれば着く。徒歩だと少し遠いが、馬車があれば三日もかからずに着けるだろう」

「おお、アバンか。いつ出発すっかな！」

　これからの旅を思い浮かべ、シロガネは声を弾はずませた。ところがほどなく、傍かたわらのハルカが沈黙していることに気づく。

「すまねぇ、何か俺おれだけ大おお騒さわぎしちまって」

　自分が、それ以上に彼女がどういう状況なのかを思い出し、シロガネは肩をすぼめた。

「もともと、貴様は指輪の文字を調べるために大陸に来たのだろう？　ならば誰だれに遠慮する必要もない。自分の旅を続けるべきだ」

　そう言ってハルカはシロガネの背中を優やさしく叩たたいた。

　すると、

「……なあ」

「どうした？」

　ハルカが尋たずねると、シロガネは真剣な顔で口を開いた。

「ハルカも一緒に来てくれねぇか？　俺、大陸のこと全然分かんねぇし、それにまだまだ修行も中ちゆう途と半はん端ぱだしさ」

「シロガネ……」

「頼むよ、師し匠しよう」

　シロガネが頭を下げる。それを見てハルカは苦笑した。

「可愛かわいいとは口が裂けても言いい難がたい弟で子しの頼みだ。聞いてやりたいな」

「それじゃ？」

「だが、私にはやらねばならないことがある」

　顔を上げたシロガネに、ハルカは厳きびしい顔つきで首を振った。

「おっさんの仇かたきを討うつつもりか？」

「ああ」

「おっさんを殺したのが誰だれか分かったのか？　やっぱ昨日逃がしちまったシアンってヤツか？」

「父上は正面から防御する間もなく心しん臓ぞうを貫つらぬかれていた。いくら衰すい弱じやくしていたとはいえ、それが昨日のヤツにできたとは思えない」

「やっぱ誰の仕し業わざか分からねぇか……」

「しかし私は諦あきらめない！」

　ハルカが閉へい塞そく感かんを砕くだくようにテーブルを打つ。

「誰なのか分からないなら、〝城しろ〟に乗り込み父の殺害に関与した者を根ね刮こそぎ狩る。それがたとえ七しち星せいでも、宗そう主しゆでも容よう赦しやはしない！」

　断言したハルカは、まるで研とぎ澄すまされた剣のように鋭い目をしていた。ただしそれは己おのれさえ傷つける諸もろ刃はの、である。




　雨に煙るツオークの繁はん華か街がいにはやや剣けん吞のんな空気が漂ただよっていた。

「こっちにも予定があんだよ！　とっとと出せよ船！」

「す、すみません。この雨量での出航は危険と船長が判断しまして……」

「昨日もそんなこと言ってたじゃねぇか！」

「すみません！　すみません！　翌日のご利用をお待ちしております！」

　ベルノ＆ミコック海運の店頭には、ツオーク発マカイ行きの定期便の出航中止の看板が出ている。それを横目に紙片を手にしたシロガネが繁華街を歩く。背中に担かついだ鞄かばんはすでにはみ出す寸前まで荷物が詰つめ込こまれていた。

　現在シロガネは数日分の食料とともに、ハルカが書いたメモを元に旅の道具を買かい揃そろえているところだ。同行できない師しからのせめてもの餞せん別べつということで、代金は彼女が持ってくれることになっていた。

「えっと、あとは……」

「お兄さん果物どう？　甘いよ？」

　シロガネに声をかけたのは道の端で露ろ店てんを開く若い男だ。色とりどりの果実は天幕で雨から守っているが、彼自身は粗そ末まつな雨あま合羽ガツパで凌しのいでいる。

「……む」

　思わずゴクリと喉のどを鳴らすシロガネ。しかし何度メモに目を落としても、買うべき物の項目の中に果物という文字が書いていない。

「食いてぇ……でも俺おれの金じゃねぇし……ああ、でも……！」

　瑞みず々みずしい果物を摑つかもうとする右手を、シロガネは懸けん命めいに左手で押さえ込む。そんな苦悩する少年を、露店の店主は「買え！　買っちまえ！」と前のめりで煽あおっていた。

「いっぱい買ったら怒られるかもしれねぇ。でも一種類ずつぐらいなら──」

　とうとう財布の口を開けようとしたところで、シロガネの視界の端をあるものが掠かすめた。

「悪ぃ、また今度な」

　店主に一言謝あやまると、シロガネは荷物を揺らして駆かけ出だした。近くの裏道に入り、中央通りの賑にぎわいから離はなれて行いく。やがて前方に人影が見えてきた。

「待てよ」

　シロガネはその背中を呼び止める。

「……また、おまえか」

　忌いま々いましげな声を発しながら、彼は外がい套とうに付属している頭ず巾きんを外はずす。そして肩越しに見せた横顔は、刀傷の美青年シアン・ハウドグスのものだった。

「私にトドメを刺しに来たというわけだ。たった一人で！」

　奥歯を軋きしませるとシアンは構かまえを作る。だが調子が悪いらしく、一つ一つの動作が鈍どん重じゆうだ。それでも刀傷の美青年に退ひく気配はない。

「こんなところで死んでたまるか。私はアグニフラムさまの元へ帰るのだ。たとえ、唾だ棄きすべき技を使ってでも！」

　言い放つとシアンは『転てん息そく』を開始した。

　天候は雨。現在世界は水で、彼の従じゆう僕ぼくたちで溢あふれている。しかし、

「うぐ……っ？」

　いざ命令を下そうとしていたシアンが膝ひざをついた。

「くそ、痛みで集中が……くそ……！」

　あまりの悔しさからか涙さえ流しながら、シアンはシロガネを睨にらみつける。どうやら昨日の『零ぜろ』で相当の深ふか傷でを負ったらしく、その痛みのせいで五ご行ぎよう法ほう『水すい月げつ』を使うことができないようだ。

「戦える状態じゃねぇみたいだな」

「……っ」

　ゆっくりと近づきながらシロガネが声をかけると、シアンは片膝ついたまま拳こぶしを固めた。刺し違える覚悟でも決めたかのような顔つきだ。

「たぶん違うってのは分かってる。けど、確認のため聞かせてもらうぜ」

　シロガネはそう前置きをして、

「おまえがカナタのおっさんを殺したのか？」

「な……」

　シアンが口を開けて立たち尽つくす。おそらくたっぷり五秒は固まっていただろう。

「何を言っている……？」

　ようやく現実に復帰した彼は、正気を疑うようにシロガネを見つめた。

「私がカナタ・ノースウエストを……〝剣けん神しん〟を殺した……だと？」

「やっぱおまえじゃねぇのか。じゃあ、おまえの仲間か。誰だれが殺したか言え。そうすればこの場は見み逃のがして──」

「はははははは！　私が〝剣神〟を殺した？　私たちが？　何の冗じよう談だんだ!?」

　タガが外はずれたようにシアンが笑い出す。あまりに突然のことでシロガネも面食らっていた。

「刺し客かくたるツクモ殿どのは〝剣神〟の娘に敗やぶれて海の底！　そして私はこうしておまえのような素人しろうとに見下ろされている！　これが現実だ！　真実だ！　この有様でどうやって〝剣神〟を殺せると言うのだ！」

「おまえらじゃねぇって言うのか!?　いい加減にしろよ！」

「おまえの方こそいい加減にするのだな。〝剣神〟が死んだなどという噓うそを吹き込んで、私に何をさせるつもりだ？」

「噓……っ？　噓ならどんなに……どんなにいいか……っ！」

（この怒り……演技ではない。〝剣神〟は本当に殺された？　一体誰に？）

　剝むき出だしの怒ど気きを放つシロガネを前にしながらも、シアンの意い識しきは己おのれの中で芽生えた疑問に向けられていた。

（アグニフラムさまが新あらたな刺客を送り込んでくださっていたとしても、私たちはまだ〝剣神〟の住すみ処かを突き止めていなかった。つまり昨日の時点で殺すことは不可能。純粋に可能かどうかだけで語るなら、〝剣神〟の娘やこの小こ僧ぞうのような身内なら殺せた。だが宗主候補しちせいですらないこいつらに、それをする意味は──）

「……そうか。ははははは、そういうことか！」

　突然シアンが顔を手で覆おおった。そしてひとしきり笑うと、

「おい、素人。教えてやろうか、〝剣神〟殺しの正体を」




　夕方頃ごろ、シロガネがノースウエスト邸に戻ると、玄関までハルカが出迎えてくれた。

「遅かったな。露ろ店てんで買い食いでもしていたか？」

「し、してねぇよ」

「どうだかな」

　焦あせるシロガネを見てハルカは淡あわく微笑ほほえむ。

「食料もちゃんと買ってあるな。よし、夕食の準備に入ろう」




　この家では基本的に居間で食事を摂とっていた。だがあんなことがあったためだろう、この頃は台所に椅い子すを持ち込んで食べるようになっていた。

「ハルカの料理は本当に美味うめぇな」

「よく味わっておけ。ここを離はなれれば食べられなくなるのだから」

「それが一番辛つれぇや」

　深い溜ため息いきをシロガネが落としていると、

「む、止やんだようだな」

　不意にハルカは席を立ち、近くの窓から顔を外に出す。

「……明日は晴れるかな？」

　ハルカのすぐ後ろまで近づいてシロガネが言った。

「この感じだとその可能性が高いな」

　冷たくも爽さわやかな風を頰ほおに感じながら、ハルカは雨上がりの夜空を見上げる。厚い雲に覆おおわれているものの、散在する切れ間からは透き通るような夜色が覗のぞいていた。

「ハルカ」

「うん？」

　窓を閉めながら振り返ると、シロガネが小さな笑みを湛たたえていた。

「俺おれ、明日ここを出てくよ」




　二日に渡って続いた雨が噓うそのように、ツオーク地方の頭上には晴天が広がっている。太陽も久しぶりの出番に機き嫌げんをよくしたのか、暑すぎない絶妙な日差しを提供してくれていた。

「んじゃ、またな」

　小さく笑うと、シロガネは触れていたカナタの石せき碑ひから手を放した。そして少しぬかるんだノースウエスト邸の庭を懐なつかしそうに歩く。

「お」

　ふと目に留まったのは、一時期ずっと壁かべと向かい合っていた場所だった。シロガネが立っていた辺りは大きく地面が抉えぐれて跡がついている。

「結局、一度も成功しなかったな」

　嘆息しながら壁に向かって軽く『破は山ざん』を放つ。するときちんと寸止めをしたにもかかわらず、壁へき面めんに拳こぶし大だいの陥かん没ぼつが発生した。

「……センベツってヤツ？」

　挨あい拶さつを済ませたばかりの石碑に尋たずねるシロガネだった。




「シロガネ、どこだ」

　ハルカは家の中を歩き回っていた。その手には大きな包みを持っている。

「貴様の好きなものを詰つめた弁当を用意したぞ。泣いて喜べ」

　だがいくら呼びかけても弟で子しの姿は見えない。「庭か？」とハルカはまだ捜していない場所に足を向けるが、玄関を出てすぐのところで立ち止まった。

「私には挨拶なしか。師し匠しよう不ふ孝こう者ものめ」

　庭の方から続いている足跡、それが母屋ではなく外門へ向かっているのを見つけてハルカは息を落とした。呆あきれたような口振りとは裏うら腹はらに、その面おも持もちは酷ひどく寂しげだった。




　港町ツオークの南側に広がるのは青く煌きらめく海だ。数日続いた雨の影えい響きようかやや波は高いが、濁にごり黒くろずんでいた海水はすっかり元の透明度に戻っている。そのため海辺は多くの人で賑にぎわっているのだが、何も全員が波なみ打うち際ぎわではしゃぎに来ているわけではない。

「ツオーク発マカイ行きの定期便、あと三十分で出発となります。ご乗船になるお客さまは、お近くの発券所で乗船券をお買い求めくださいませ」

　海と陸を繫つなぐ桟さん橋ばしの上では、若い女が愛らしい声を張り上げていた。空と海と同色の制服を着たベルノ＆ミコック海運の社員である。彼女の後方には中型の旅客船が停泊していて、乗り込み手続きを済ませた客たちが次々と乗り込んでいく。かなりの大人数だ。

「ありがとうございます。ごゆっくり海の旅をお楽しみくださいませ」

　提示された乗船券を確認し、制服の女は老夫婦を船へと誘ゆう導どうする。その時、長く伸びていた客の列がようやく途切れた。

「ふう、いつもよりお客さまが多い。やっぱり二日も出航中止になったのが響ひびいてるわね」

　制服の女が額ひたいの汗を拭ぬぐう。ただ浴びるだけなら適温だが、働きながらだと今日の日差しは少し暑かった。

「さーて、もうひと頑張り」

　小さく拳こぶしを握ると、彼女は桟橋の陸側を見た。ちょうど一人の少年がこちらに向かって来るところだ。

「あら、船に乗るの初めてなのかしら。はしゃいじゃって」

　急ぐ必要もないのに駆かけ足あしする彼の姿に、思わず笑みをこぼす彼女。ここは年上として優やさしく案内してやらなければ。

「ようこそベルノ＆ミコック海運の定期便へ。ほらほら、そんなに走らなくてもだい──」

　とびきりの笑顔の甲か斐いなく、少年は瞬またたく間まに彼女の横を通り抜ける。

「──あ！　あ、あの、きみ？」

　乗船券を確認していないことを思い出し、慌あわてて振り返る彼女。すると乗降用のハシゴを使うのが面倒だったのか、五メートル近く離はなれた船に直接飛び乗る少年の背中が見えた。

「武ぶ人じんさま……？」

　立て続けの衝しよう撃げきに呆あつ気けに取られながら、故郷のカボネアスで見かけたことのある超人の総称を口にする彼女だった。




「とぉぉぉぉぉぉりゃぁぁぁぁぁぁ！」

『心じん』を込めた跳ちよう躍やくにより空中を歩くのはシロガネだ。

《雨が上がったら、出航再開直後のマカイ行きの定期便を調べてみろ。おそらく〝剣けん神しん〟殺しはそこにいる》

　耳奥に蘇よみがえるのは昨日のシアンの言葉。

　全面的に信じたわけではない。だが、他に頼れる情報がなかったのも事実だ。そのためイチかバチか乗り込んでみることにしたのである。

「っとっとっとぉ！」

　高く跳とびすぎたのか、甲かん板ぱんに着地したもののたたらを踏ふんでしまう。一方、突とつ如じよ船上に降って来た怪あやしげな少年に乗客たちはどよめいていた。

「な、何だ！　きみは！」

「誰だれか船員を呼んでくれ！　不審者だ！」

「……いきなり酷ひでぇこと言われてんなぁ」

　周囲の反応に不満を漏もらしながらも、シロガネは大勢の客の中から一人を目で捉とらえた。闇やみ夜よならともかく、海を鏡に映したような青空の下では黒くろ尽ずくめの格かつ好こうは酷ひどく目立つ。

「急にいなくなったから心配したんだぜ？　──なあ、ワン！」

　ありったけの怒りを込めてシロガネが睨にらんだのは、ツクモに挑いどみ死亡したと思われていた人物だ。

　ワン・フォーミュラ。

　武ぶ王おう流りゆう七しち星せいにして〝加か速そく〟の二つ名を持つ青年だった。




　その頃ころ、ノースウエスト邸ではハルカが身を戦慄わななかせていた。

「な、なんということだ」

　シロガネが滞在していた部屋の掃除をしようとした矢先、ハルカが発見してしまったのは昨日買いに行かせたばかりの旅に必要な道具、それが詰つまった大きな鞄かばんである。

「まさか買かい揃そろえてやった道具を一式忘れて行くとは」

　とてつもない間抜けをやらかした弟で子しに、師しである少女は脱力感を覚おぼえる。そして思わずしゃがみ込んだその時、旅の道具が詰まった鞄の上に封ふう筒とうが載のっていることに気づいた。

　そこから出て来たのは指輪だ。シロガネが祖父から託された形見だった。

「どういうことだ……？」

　混乱しながらもハルカは、封筒の中からさらに一枚の紙片を取り出す。

　そこにはこう書かれていた。

〝おっさんを殺したのは死んだと思ってたワンかもしれない。ちょっと確かめに行って来る〟

「《あと俺おれが戻って来なかったら、代わりにじいちゃんの指輪のこと調べといて。じゃあ》──だと？　ふざけるな！」

　ハルカは手紙を握にぎり潰つぶしながら立ち上がった。

「戻らなかった時のことを書いているということは〝戦い〟も覚悟しているということか!?　貴様、私の代わりに父上の仇かたきを討うつつもりか!?」

　ハルカは自室に戻ると、壁かべに立てかけておいた双そう剣けんを腰こしに差す。そしてそのまま家を飛び出した。

「バカめ、バカ弟で子しめ。貴様をそんな風に育てた覚おぼえはないぞ……！」

　ツクモ戦で負った傷はまだ癒いえておらず、逸はやる気持ちとは裏うら腹はらに進む速度は早歩きにも満たない。それでも彼女は〝最速〟で弟子の行方ゆくえを捜すのだった。




「きみは確か……」

「シロガネ・ランページだ！　シモネタでもヨンページでもねぇ！」

　嫌な予感がしたので、シロガネは先んじて二度目の自己紹介をした。

「そうだ、シロガネくんだ。僕に何か用かな？」

「用がなきゃ来るかよ。〝死んだはずのあんた〟を追いかけてこんなとこに」

「それはそうだね」

「何でおっさんを殺した？」

「カナタ先生のことを言っているのかな？」

「答えろ！」

「答えるのは構かまわないけど、きみがそれを知っても先生は生き返らないよ」

「──！」

　瞬しゆん間かん、シロガネの頭の中は真っ白となった。怒りという白い炎ほのおが思考を焼やき尽つくしてしまったのだ。

「このぉぉぉぉぉぉぉ！」

　気づけば猛もう進しんしていた。加えて無む意い識しきにもっとも修練を重ねた技を繰くり出だしていた。武ぶ王おう流りゆう闘とう術じゆつ『破は山ざん』である。

「──いい『破山』だ。悪くない」

　ワンは小さく頷うなずくと、山を砕くだくと謳うたわれる一いち撃げきを人差し指だけで止めた。

　以前、シロガネはハルカにもこうして攻撃を止められた経験がある。だがあの時はまだ『心じん』を覚えたてで、しかも『破山』は教わっていなかった。だからこそ彼女もあんな芸当ができたのだろう。

　しかし今のシロガネはあの時に比べれば、かなり『心』を扱えるようになっている。さらに今朝けさからではあるが、ついに『破山』に『心』が載のるようになった。それがこうも容易に防がれてしまったのだ。シロガネの動揺は決して小さくない。

「くっ……！」

　狼ろう狽ばいを隠すこともできず、シロガネは大きく後ろに跳とんだ。

（虫と人間、本当にそれぐらい力の差がありそうだぜ）

　心中で唸うなりながら、シロガネは頰ほおを伝う雫しずくを拭ぬぐう。本能が恐怖しているのか、ただ一度ワンに攻こう撃げきを仕掛けただけで全身がじっとりと汗を搔かいていた。

「う、うわぁぁぁ、ケンカだ！」

　シロガネがワンに殴りかかる光景を見た乗客たちが、巻き込まれまいと船を降り始める。桟さん橋ばしにいる青い制服の女も誘ゆう導どうでてんやわんやだ。

「さっきの質問に答えよう」

　混乱する船上を横目に、突然ワンが先ほどのやり取りの続きを始める。

「僕が先生を殺した理由は、現宗そう主しゆさまに次期宗主を選び直してもらうためだ。先生が亡くなれば必然的にそうなるからね」

　淡々とワンは事実を羅ら列れつした。だがこの説明には続きがある。カナタの死は次期宗主の選び直しに必須の条件だが、それをアグニフラムの刺し客かくに達成してもらうわけにはいかなかった。それを許せば〝剣けん神しん〟の次に評価の高い〝炎えん魔ま〟が次期宗主になるだけである。それではワンにお鉢はちが回って来ない。

　そこで彼は考えた。自分が武ぶ王おう流りゆうの頂点に立つために何が必要かを。それは物語だ。

〝次期宗主の座欲しさにカナタを始末しようとするアグニフラム。その陰いん謀ぼうに気づいたワンは単身ツオークへ向かう。しかし、あと一歩及ばずカナタは殺されてしまう。それでも死しに際ぎわにカナタは次期宗主をワンに任せると言い残す〟。普通なら宗主の座の委い譲じようなどありえないが、ワンにはカナタと家族のように暮らしたという事実がある。それがこの話に信しん憑ぴよう性せいを与えてくれるのだ。

　カナタ殺しの罪を着せられたアグニフラムは評価を落とし、片やカナタの遺志を継ついだワンの評価は跳はね上あがる。それがワンの用意した物語だった。

「おまえらソーシュソーシュって！　そんなにソーシュになりてぇのかよ！　スゲー世話になった人を殺してまで！」

　圧倒的な力の片へん鱗りんを見せつけられ萎い縮しゆくしそうな心。それを奮ふるい立たたせるようにシロガネは怒声を叩たたきつけた。

「厳げん密みつに言えばね、僕は宗主になりたいわけじゃない」

　ワンが爽さわやかな笑みを浮かべる。

「僕は強くなりたいんだ。強くなるためだったら何でもするよ。厳きびしい修行もする。兵士として戦争にも参加する。兄のように慕したっていた人も殺す」

「おっさんを殺すことが何で強さに繫つながるんだよ！」

「僕はずっと〝剣神〟カナタ・ノースウエストに憧あこがれていた。僕の知る限りあそこまで最強に近づいた武ぶ人じんはいない」

　だが、と。ワンは浅く目を伏せた。

「彼は敗やぶれた。……敗北の真相はとても彼らしいものだったけど、利き腕と一緒にかつての輝きを失ったことに変わりはない。とにかく僕はね、最強の〝剣けん神しん〟が敗れたと聞いた時に気づいたんだよ。武ぶ人じんとして強さを極きわめても、一度の敗北で全すべて失われてしまうことにね」

　ワンが数少ない黒に染まっていない両手を握にぎり締しめる。その口調は次第に熱を帯びてきた。

「そして僕は武人のものとは違う新あらたな強さを求めた！　その答えが武ぶ王おう流りゆう宗そう主しゆという存在だ！　武王流門下という強大な戦力と、アダンモイドの中ちゆう枢すうに届く権力！　この二つを兼ね備えた武王流宗主こそが最強だ！」

「……要するに負けるのが怖くなって逃げたんだろ？」

　シロガネがワンを指差す。

「おっさんが負けたって聞いて気づいた？　違うね。あんたはビビっちまったんだ。あの〝剣神〟でも負けるのに、自分が勝ち続けられるわけねぇって」

　さらに射い貫ぬくような視線も追加する。

「強くなるためなら何でもする？　笑わせんじゃねぇ！　今まで積み上げて来た強さを否ひ定ていして！　憧あこがれてた背中追いかけるの諦あきらめておいて何が新たな強さだ！　自分が逃げる理由におっさんの──恩人の命奪うばってんじゃねぇよ！」

「うるせぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　唐突な絶叫。それを放ったのは先刻まで静かに笑みを湛たたえていたワン・フォーミュラだった。

「うるせぇよ、うるせぇんだよ！　さっきから黙ってりゃガタガタガタガタくっだらねぇこと抜かしやがって！　しょぼい『破は山ざん』しか打てねぇ半はん端ぱモンが、武王流七しち星せいの俺おれに説教くれてんじゃねぇ！」

「へえ、それがあんたの本当の顔か」

　凄すごみを利かせるワンとは逆にシロガネは落ち着いていた。いや、開き直ったと言うべきか。

（ハルカやツクモよりも強いこいつに正面からぶつかってどうすんだ。俺の勝ち目なんて最初から一つしかねぇだろ？）

　開幕の怒りに任せた突とつ撃げきを内心で猛もう省せいしつつ、シロガネは密ひそかに右みぎ拳こぶしを固める。

　──『零ぜろ』。

　相手の『心じん』を吸い、そのまま破は壊かい力りよくに転用する武人殺しの魔ま拳けんだけが、この〝虫と人〟の戦いを引ひっ繰くり返かえす切り札だ。

「調子くれやがって。テメーの死体海にブチ撒まいて魚のエサにしてやるよ……！」

「できんのか？　強さから逃げたあんたに!?」

「──死んだぞテメェェェェェェ！」

　刹せつ那な、漆しつ黒こくの風が甲かん板ぱんに吹いた。武王流『瞬しゆん足そく』による超高速移動。まるで空間を転移したかのごとくシロガネの眼前にワンが出現する。しかも『隠いん剣けん』を両手で構かまえていた。

（速いなんてもんじゃねぇ！）

　手足を動かす暇ひまさえなく、懐ふところに入り込まれてしまったシロガネ。このままでは首と胴体が永遠の別れを交わすことになってしまう。

　だが問題ない。たとえ手足を動かすことはできなくても『心じん』は別だ。

「!?」

　シロガネを斬ざん首しゆ刑けいに処したつもりだったワンは、振り抜いた『隠いん剣けん』が得た違和感に顔をしかめた。

（ってぇぇぇ、首折れるかと思ったぜ）

　歯を食くい縛しばり、シロガネは呻うめき声ごえを堪こらえる。本当なら今の手刀で首をはねられてもおかしくなかった。それが打だ撃げきの痛みで済んだのにはちゃんと理由がある。

　武ぶ王おう流りゆう『空くう鎧がい』。漆しつ黒こくの青年を煽あおりながらも、シロガネは陽かげ炎ろうのごとき鎧よろいを着込む準備をしていたのだ。

「おっさんの仇かたき、取らせてもらうぜ！」

『隠剣』を喰くらいながらもシロガネは拳こぶしを構かまえる。繰くり出だすのはハルカ直じき伝でん、『破は山ざん』に偽装した『零ぜろ』だ。

（さっき『破山』を防いだみてぇに、指一本でも触れてくれれば……！）

　しかし、その願いは叶かなわない。

　拳が届く寸前、ワンがひらりと身を躱かわしたのだ。直後、彼の姿が視界から搔かき消きえる。

「もう一度も触らせねぇよ」

「なっ？」

　黒くろ尽ずくめの青年が出現したのはシロガネの左手側。右拳を固めて背中を向けている。この状況には既き視し感かんがあった。

（回転してからの裏うら拳けん！）

　シロガネはシアンとの戦いを回想し、両腕で首から上の防御を固めた。ところが、

「こっちだマヌケぇ！」

「あ、が……っ！」

　右の裏拳は飛来せず、代わりに左の膝ひざ蹴げりがシロガネの脇わき腹ばらに深々と突き刺さった。『空鎧』がなければ肋ろつ骨こつを砕くだかれていたところである。

「『旋せん風ぷう』の派生技、『渦うず潮しお』だ。この辺はまだハルカ師し匠しように教わってなかったのかい？」

　腹を押さえて後退するシロガネに、ワンはあえて丁てい寧ねいな口調で尋たずねた。武王流闘とう術じゆつ『渦潮』。回転裏拳である『旋風』を一度見せ、それに対応しようとした相手の裏をかく技である。元々は『旋風』を使うつもりだったワンだが、シロガネがそれを予測して上段を固めたので『渦潮』に派生させたのだ。

「どうしたぁ？　〝剣けん神しん〟の仇取るんだろう？　んん!?」

「ぐう！」

　シロガネは笑いかけている膝ひざに鞭むちを入れて踏ふん張ばると、小こ馬ば鹿かにするように顔を近づけているワンの顎あごに『破は山ざん』を打ち込む。だが当たらない。首の動きだけで躱かわされてしまった。同時にシロガネはとんでもないことに気づく。

（こいつ、俺おれの拳こぶしを目で見ながら躱かわしやがった……！）

　少年の背せ筋すじに寒気が走った。

　手を伸ばせば相手に触れる接近戦では、虚実を織おり交まぜた攻こう撃げきが目まぐるしく展開される。そのため繰くり出だされた攻撃を目視して回避、防御することは不可能に近い。人間の反射速度では間に合わないのだ。

　実際、ハルカが鮮やかに躱してみせる時などは、相手が攻撃を繰り出す気配を察知して先に動き出している。

　だがワン・フォーミュラは違う。彼は拳や足、または武器の軌き道どうを目で確認しながら躱す。まるでどこを攻撃されるかが分かっているかのように。

（速さじゃねぇ。こいつの武器は目だ！）

〝加か速そく〟という二つ名から、ワンは『瞬しゆん足そく』を用いた高速戦法が持ち味だと思われがちである。だがシロガネが気づいたように、彼の本領は目──正確には脳にあった。『心じん』による脳の処理速度の加速。超高速の世界に慣れた彼にしてみれば、『心』で肉体を強化した武ぶ人じんたちの動きも遅々としたものに見えるのだ。

「最悪だ……！」

　極小の呟つぶやきがシロガネの口から漏もれる。

　触れてから効果を発揮する『零ぜろ』を頼りにしているシロガネと、相手の動きが超低速に見えるワン・フォーミュラ。相性としては最悪の部類だ。

（どうする？　このままじゃ『零』は当たらない……！）

「七しち星せい相手にぼんやり考えごとかよ。随分余裕あんなぁ!?」

　犬歯を剝むくと、ワンは左の回まわし蹴げりをシロガネの右みぎ脇わき腹ばらに叩たたき込こんだ。先ほど膝蹴りを打ち込まれた箇か所しよである。

「があ……っ!?」

『空くう鎧がい』越しでも耐えきれない激げき痛つうでシロガネの呼吸が、そして足が止まる。

「テメーの相手も飽きたな」

　ワンは棒ぼう立だちになっているシロガネの腹に掌てのひらを当て一いつ拍ぱく溜ため──武ぶ王おう流りゆう闘とう術じゆつ『無む鎧がい』を放った。これは鎧よろいを透過して『心』を直接叩き込むための技だ。もちろんそこには〝陽かげ炎ろうの鎧よろい〟も含まれている。

　果たしてシロガネの体は後方に吹き飛び、そのまま船の外へ放り出されてしまう。

「溺おぼれ死しね」

　海に向かって落下を始める寸前、吐き捨てるようなワンの声が聞こえた。しかし睨にらみ返かえしてやることもできない。足場のない空中では体の向きを変えることが困難だからだ。

　それよりも今直面している問題は、

（い、息が……）

『無む鎧がい』を浴びせられた腹はらだ。痛みも凄すさまじいが、何より衝しよう撃げきで呼吸ができなくなっているのがまずい。何しろ今の彼は、海に落ちようとしている最中なのだから。

《溺おぼれ死しね》

　ワンの言葉を思い返しながら、狙ねらってこれを実行できてしまう七しち星せいの力量にシロガネは舌を巻くしかなかった。




「余計な運動させやがってクソが」

　舌を強く打ったワンだったが、「おっと」と咳せき払ばらいを一つ。だが周まわりの目を気にする必要はない。なぜなら一方的とは言え武ぶ人じん同士の超常的な戦せん闘とうが行われたせいで、乗客はおろか船員までもが船から逃げ出してしまったからだ。

「シロガネくんが生きているということは、ハルカちゃんも生きているのかもしれませんね。……おやおや、ツクモくん。きみの方が実力は上だったはずなのに負けてしまいましたか」

　穏おだやかな言葉遣いで呟つぶやくと、ワンは船と桟さん橋ばしを結ぶ乗降ハシゴに向かって歩き出した。

「ともあれ、ハルカちゃんを生かしておくと面倒なことになりますからね。始末してから〝城しろ〟に戻るとしましょうか」

　ワンが今後の予定を変更したその時、陸に避難した乗客たちの悲鳴が束たばになって上がった。それに反応して彼も振り返るが、船上で何かが起こった様子はない。

　──いや、

「船が動いてる？」

　乗降ハシゴが外はずれかけているのを見てワンは眉まゆをひそめた。船と桟橋の距きよ離りが開いている。停泊していたはずの船が動き出しているのだ。

「冗じよう談だんじゃねぇぞ！」

　ハシゴに辿たどり着つくことを諦あきらめ、ワンが船の縁へりに足をかけた。桟橋に飛び移るつもりだ。船長も船員もいない船で沖に出てしまえば、泳いで戻る以外なくなってしまう。『水み渡わたり』を使えれば焦あせる必要もないのだが、あれは非常に繊せん細さいな『心じん』操そう作さを可能とする天才にのみ扱える技。ワンも水面に立つことはできるが、歩くことはできなかった。

「この距離なら余裕だ」

　船と桟橋、そして己おのれの跳ちよう躍やくを計算してワンが表情を緩ゆるめた。その直後、

　盛大に水を滴したたらせて近くの縁から甲かん板ぱんに上がって来たものがある。ずぶ濡ぬれかつ体中に海草をまとわりつかせた少年だ。

「テメー、まだ生きてやがったか」

　シロガネの船上復帰に苛いら立だちを覚おぼえるワンだが、そうしている間にも桟さん橋ばしは離はなれて行いく。しかしここで飛び移ろうとすれば、隙すきだらけの背中を晒さらすことになる。相手が未み熟じゆくとは言え、それは相当危険な行為だ。

「……っ」

　寸刻思考した後、ワンはシロガネに向き直った。その双そう眸ぼうには黒い殺意が漏もれ出だしている。

「殺すだけじゃ足りねぇな、こいつは」

　そう言ってワンは両手を真下に向けて振る。すると、左右の袖そで口ぐちからそれぞれ黒い短剣が二本出現した。

　敵に触れられることなく一方的に斬きり刻きざむ漆しつ黒こくの双そう剣けん士し。これこそが〝加か速そく〟ワン・フォーミュラの真の姿だった。

「できるだけ細かく解体してやる」

　ワンがハルカそっくりの構かまえを作る。その途端、

「──！」

　シロガネが背を向けて走り出した。

「逃がすかよ！」

　ワンは『瞬しゆん足そく』を発動してすぐに追いかけるが、その途端前を走っていたシロガネが肩越しに水を霧きり状じように噴ふいた。ここまで沈黙していたのはこのためだったようだ。

「ちいっ？」

　脳を加速させて対応するワン。しかし高速移動中のため、水の軌き道どう上から抜けられない。一ひと粒つぶ一粒までくっきり視認できていても回避はできないようだ。仕方なく彼は瞼まぶたを閉じて目を守り、そしてすぐさま視界を復活させる。

「どこに逃げやがった……!?」

　痛みも何もない水すい滴てきとは言え、誰だれにも触れられないという矜きよう持じを傷つけられたワンの顔は鬼おにの形ぎよう相そうだ。前まえ髪がみの雫しずくを払うことも忘れて獲え物ものの姿を捜索する。

　ほどなくして、木の軋きしむ音がワンの耳に届いた。甲かん板ぱんに人影はない。ならば──

「上か！」

　頭上に目を向ければ、帆柱の頂上からシロガネが降って来るのが見えた。それを迎げい撃げきせんとワンも剣を引ひき絞しぼる。

「──くっ」

　しかし、突とつ如じよ船体が大きく揺れ体勢が崩くずれた。またしても攻撃の機き会かいを逸いつしたワンは、歯は嚙がみしながら『瞬足』で船首まで退避する。

　次の瞬しゆん間かん、黒くろ尽ずくめの青年が立っていた場所にシロガネは思い切り激げき突とつした。甲板に強きよう烈れつな震動が走る。

「空中での姿勢制御を誤ったか」

　うつ伏せで倒れているシロガネを嘲ちよう笑しようしながら、ワンは『転てん息そく』を始める。この距きよ離りから〝加か速そく〟と『瞬しゆん足そく』を併用して攻こう撃げきするつもりだ。おそらく攻撃されたことを知覚できないまま、シロガネは死の国へと旅立つことになるだろう。

「──む？」

　いざ走り出そうとしたところで足下が、三度船が大きく震ふるえた。海が荒れ始めたのかと船外を見るも、青の水面は平和そのものである。

　ならばこの揺れの正体は一体何なのか。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　震動はさらに大きくなる。異変の原因を捜そうとワンは船上を見回すが、それらしいものは発見できない。しかし、寸刻後に響ひびいた音が彼を正解へと導いた。

「まさか……」

　ワンの目が捉とらえているのは甲かん板ぱんの中央。そこにはうつ伏せで倒れているシロガネがいる。さらに次の瞬しゆん間かん、ワンの呟つぶやきを肯こう定ていするように少年の真下に大きな亀き裂れつが走った。

「まさか、テメーが!?」

　目を見開いてワンが叫ぶと、シロガネがゆっくりと立ち上がる。口端から血は流れているものの、彼が浮かべているのは満足げな笑みだ。

　イチかバチかだった、落下の加速をまとった『空くう鎧がい』を応用した体当たり。どうやら成功したようである。

「あのガキ、自分も死ぬ気か!?」

　激はげしい揺れに耐えながらワンが吐き捨てる。

　直後、亀裂が底まで達し、海上を滑すべる巨大な乗り物は真っ二つに折れた。そのまま中央の傷口から海の中へ沈んでいく。

「俺おれは宗そう主しゆになるんだ！　こんなところで死んでたまるか！」

　徐々に傾いていく船、その縁へりに短剣を突き刺しワンは体勢を保っていた。陸からはそれほど離はなれていない。船体の沈没に巻き込まれさえしなければ、ワンほどの使い手ならば十二分に生存は可能だ。

「強くなるぞ、俺は。圧倒的な戦力と権力を手に入れて俺は誰だれよりも強くなってやる！」

　高笑いをするワン。ところが、船の傾斜が七十度を越えた直後、不意に彼の体は宙へと投げ出された。

「なっ……!?」

　ワンは啞あ然ぜんとしながら落下する。鋭すぎる剣が縁を斬きり裂さいてしまったのだ。それでも一巻の終わりというわけではない。

（この角度なら甲板に触れる。どんだけ傾いていようと足場さえあれば、あとは『瞬足』と〝加速〟で切り抜けられる）

　算段をつけると、ワンは着地に備えて落下方向へ向き直った。

　しかし、

「これを狙ねらって船を割りやがったのか、テメェェェェェェ！」

　彼の降り立とうとしていた場所では、拳こぶしを構かまえるシロガネの姿がある。傾斜にも耐えられるよう、彼は甲かん板ぱんに左右の爪つま先さきをめり込ませていた。

　たとえ世界が止まっているように見えたとしても、足場のない空中にいるワンに許されているのはただ落ちることのみ。

　そう、最後の切り札を出そうとしている眼下の少年目がけて。

「俺おれは武ぶ王おう流りゆう七しち星せいだ！　〝加か速そく〟ワン・フォーミュラだ！　誰だれよりも強くなる男だ！」

　唾つばをまき散らしながらワンは両手を大きく振り上げ、

「テメーみてぇな雑魚ざこに負けるはずねぇだろぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!?」

　握にぎり締しめた二本の短剣をシロガネの両肩口に叩たたきつけた。

「ひひっ！」

　返り血で、そして狂気で顔を染めるワン。だが同時に、彼の顎がく下かに固く握り込まれた拳が押し当てられた。

《不器用に力だけを求めるおまえが危なっかしいやら可愛かわいいやらでな》

（──あ？）

　聞きき覚おぼえのある声がワンの脳のう裏りに響ひびいた。

《手のかかる弟と普通に暮らすようになってたんだよ》

（今さら何でこんなこと思い出してんだ？）

《すっかり男の顔になったな》

（……うるせぇ、ぶっ殺すぞジジイ）

　ワンは静かに目を閉じる。瞼まぶたの裏に焼き付いていたのは、自分が殺されるとも知らずに満面の笑みで〝弟〟の帰宅を喜ぶカナタの姿だった。

「……なりてぇなぁ、先生みたいに強い男に」

「だったらやり直せ。もう一度、〝零はじめ〟から……！」

　涙を流すワンに告げると、シロガネは白く輝く拳こぶしを振り抜いた。

　目にしみるほど青く、落ちて行けそうなほど高い空に向けて。




　ハルカが辿たどり着ついた時、桟さん橋ばしの周まわりにはすでに人だかりができていた。

「通してくれ！」

　強引に野次馬を搔かき分わけて先頭に躍おどり出でるや否いなや、一帯に轟ごう音おんが響ひびく。見れば沖の入り口で船が真っ二つに折れ危あやうい状態となっていた。

「バカ弟で子しが！」

　事態を察してハルカは桟さん橋ばしを蹴けって海へ飛び込んだ。だが水柱は上がらない。『水み渡わたり』を使って、うねる水面を進んで行く。

「ふざけるな……！」

　苦痛に歪ゆがんだ顔でハルカが呟つぶやいた。

　足がもつれる。

　すぐに息も切れて来た。

〝動けるような状態ではない〟と満まん身しん創そう痍いの体が訴えている。

　だが彼女は決して足を止めようとしない。

「ふざけるなよ、シロガネ・ランページ！　父上を亡くし、兄のような人間には裏切られた。そんな私にただ一人の弟子まで──最後の家族まで失わせるつもりかっ!?」

　今にも泣き出しそうな顔でハルカが声を絞しぼり出だす。

　だがそんな彼女の願いも届かないのか、船は断だん末まつ魔まのように大きく軋きしみを上げると無情にも徐々に沈んで行く。

「──シロガネぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　空と海。

　二つの青の狭はざ間までハルカの絶叫が響いた。













【エピローグ】







　真っ暗な空間がある。しかし完全と思われた闇やみに、少しずつではあるが光が差し込み始めた。

「……うぐ、眩まぶしい」

　ゆっくり瞼まぶたを開いていくと、目に飛び込んで来たのはかつて白かったと思おぼしき薄うす汚よごれた天井だった。

「ここは……？」

　首だけを動かし周囲を見回す。しかし分かったことは、ここが簡かん素そな部屋であるということくらいだ。先刻まで寝ていたベッドを除けば、左手側に窓があるだけである。差し込んで来る日差しの様子から、今日はとてもいい天気のようだ。

　その時、右手側にあるドアから中年の女性が入室した。

「ランページさーん。お加減いかがで──」

　彼女はシロガネと目が合うなり、「お、起きた！」と驚きよう愕がくの面おも持もちを作った。

「せ、医師せんせいを呼んで来ます！」

「……起きないと思われてたっぽいな」

　看かん護ご師しと思しき女性が廊下を走る音を聞きながら、シロガネは自分の状態が存外深刻だったことを察知した。




「おお、本当に起きてる」

　口をあんぐり開けているのは、白しら髭ひげを生やした老人である。白衣姿からして医師だろう。彼の視線の先では、ベッドに横たわる包帯まみれのシロガネの姿があった。

「ここはどこなんだ？」

「病院だ。そしてワシは何と医者だ！　なんつってなー」

　軽い冗じよう談だんのつもりで老医師はおどけるが、

「医者？　ああ、じゃあ早速〝お祈り〟で俺おれの体を治してくれ」

「……どんな医い療りようの砂漠から来たんだ、おめえさん」

　シロガネの一言のせいで、老医師の顔が深刻な病を見つけた時のそれになってしまった。

「しっかし運び込まれた時はダメかと思ったのにみるみる回復して、その上目まで覚さますとは。おめえさんの生命力はとんでもねぇなぁ」

「ふっふっふっ、こう見えてナナス村一番の頑丈さって言われてたからな」

「ナナ……何だって？」

「ナ・ナ・ス・村。どうせ知らないと思うけどさ」

「知らんなぁ。地図だとどの辺りにあるんだ？」

「……地図はちょっと」

　老医師が壁かべに貼はられた古びた世界地図を指差すも、目め覚ざめたばかりの患者は暗い顔で視線を逸そらした。複雑な過去があるのかもしれない。

「おお、そうだ！　おめえさんをここに運んでくれた可愛かわいい女の子が、おめえさんの目が覚めたら渡してくれって言ってたんだった」

　手を叩たたくと、老医師は白衣のポケットからくしゃくしゃになった紙片を取り出した。シロガネは懸けん命めいに皺しわを伸ばしながらそれに目を通してみる。

「〝こまめに『転てん息そく』をしておけ。作った『心じん』を使わなければ緩ゆるやかに生命力に戻るが、その際に体の新しん陳ちん代たい謝しやが上がって回復が若じやつ干かん早まる。貴様向きの回復方法だ〟──おお、ハルカか！」

　表情の光度を最大にしてシロガネが声を上げた。気遣いの言葉など一切なく、そこには傷の治ち療りよう方ほう法ほうのみが記されている。そんなところがまた彼女らしい。

「あの可愛くて強気そうでボイーンな子はランページくんの〝これ〟かい？　うん？」

　いやらしい笑顔で老医師は小指を立てるが、

「小指じゃねぇよ、ハルカは人間だ」

「……うん、そうだね。えっとね？　ワシはね？　そのハルカちゃんがおめえさんと付き合ってるのか聞きたかっただけなんだ、うん」

「つきあう……おお！　ついこの間まで、朝から晩まで突き合ってたぞ！」

「ええー！　いいなぁ！　若いっていいなぁ！」

　しきりにシロガネの背中を老医師が叩く。会話は成立しているが、お互いが思い浮かべている光景には相当の差があった。

「とりあえずじっくり治すこった。愛いとしのハルカちゃんとの〝おつきあい〟に備えてな」

「おう、あんがと」

　退室する老医師を見送ると、シロガネは窓の外に視線を投げた。かなり遠いものの青い海が見える。

「……あいつ、これからどうすんのかな」

　ハルカのことを考えながら呟つぶやく。

　かなり運が味方したものの、カナタの仇かたきはシロガネが討うった。なので、彼女がやろうとしていた〝武ぶ王おう流りゆうに殴り込む〟という血生臭い旅をする必要がなくなったのである。

（もう一回誘ったら来てくれっかな）

　そんなことを考えながらシロガネは『転てん息そく』を行う。何にせよ、体を治さないことには始まらないと思ったからだ。




　そして一週間後、とうとうシロガネは退院の日を迎えた。

「冷てぇヤツだな、まったく」

　町外はずれの道を歩きながら、口先を尖とがらせるのはシロガネだ。

　結局、退院が認められた今日までの間、ハルカは一度も病室を訪れなかった。それで若じやつ干かんヘソを曲げているのである。

「少しぐらい可愛かわいい弟で子しの心配したらどうなんだよ」

　シロガネがぼやき続けていると、ふと遠くに見慣れた屋や敷しきが見えて来た。ノースウエスト邸だ。次の瞬しゆん間かん、気づけば彼は駆かけ出だしていた。

　外門を潜くぐり、玄関の前を横切り、そのまま広々とした庭へと足を踏ふみ入いれる。すると最奥部に酒さか瓶びんの供そなえられた石せき碑ひと、背を向けて佇たたずむ長い髪かみの少女がいた。

「ハルカ！」

　先ほどまでの態度はどこへやら、シロガネはさらに速度を上げて近づいて行く。

「ただいま」

　浅く息を弾はずませたシロガネが告げる。するとハルカが振り返った。ふわりと長い髪を踊らせながら。

「ようやく戻ったか、シロガネ。待っていたぞ」

「ハルカ……」

　シロガネはじんわりと胸に熱いものが広がっていくのを感じた。口振りから、彼女は彼の帰りを待ってくれていたようだ。

「全然顔を見せに来なかったのは、何か理由があったんだな？」

　洟はなをすすりながらシロガネが問うと、ハルカは「ああ」と頷うなずいた。

「支し度たくが忙しくてな」

「うん？　支度？」

「忘れたのか？」

　ハルカがシロガネの手を取り、掌てのひらに何かを置く。指輪だ。ワンとの戦いに挑いどむ際に彼女に預けた、亡き祖父の形見だ。

「ともに行くのだろう？　託された指輪に彫られた文字を解き明かす旅に」

「ハルカ！」

　シロガネが笑顔を弾はじけさせると、ハルカは腕を組んで嘆息する。

「出来の悪い弟で子しの面倒を見るのも師し匠しようの役割だからな」

　そう言いながらも、彼女の表情はとても柔らかかった。




「行って参ります」

「行って来るぜ、おっさん」

　カナタの石せき碑ひに挨あい拶さつすると、二人は母屋に向かって歩いて行く。

「旅の間おっさんの墓が心配だな」

「問題ない。墓の手入れを条件にこの家を貸し出した。数日中に入居する者が、父上のことはやってくれる」

「だったらおっさんも安心だな！」

　シロガネは反転し、再度石碑に手を振った。その様子を目の端で捉とらえ、ハルカは密ひそかに微笑する。

「そう言えば、俺おれが置いてった荷物は？　ハルカに揃そろえてもらったヤツ」

「玄関で私の荷物と一緒だ。いつでも出発できるようにな」

「じゃあ、荷物持ってすぐに出発だ！」

　元気よく拳こぶしを振り上げたシロガネだったが、玄関に入るなり一いつ驚きようの面おも持もちとなる。

「いやいや！　俺の荷物こんなにでかくなかったって！」

　巨大な鞄かばんを指差しながらシロガネは首を振った。自分で荷造りした時より明らかに体積が増えていて、これでは背負う人間よりも幅がありそうだ。

「俺の荷物がなんか大きくなってんだけど!?」

「だろうな。私の分の荷物も入ってるからな」

　シロガネの訴えにハルカは平然と答えた。

「自分の分は自分で持てよ」

　少し多めに持つ程度ならともかく、手ぶらに対して二人分の荷物ではさすがのシロガネも不満そうだ。そんな彼にハルカは優やさしく微笑ほほえみかける。

「これも修行だ」

「便利な言葉だな！」

　そしていつもの台詞せりふで押し切るのだった。




「うお、重ぇ……。そ、それで？　まずはどうするんだ？」

　大きな荷物によろめきながらシロガネはハルカを見る。間違いなく元の荷物より追加されたハルカの分の方が多い。

「繁はん華か街がいを北に抜けて〝武ぶ王おう街かい道どう〟に向かう。街道に入ったら北上する馬車と交渉してアバンまで乗せてもらう──といったところだな」

「あれ？　馬車買うんじゃねぇの？　繁華街の端にそれっぽい店あったぜ？」

　シロガネは何気ない疑問をぶつけたつもりだったが、

「私もできればそうしたいのだが、誰だれかさんが客船を沈めてくれてね。その賠ばい償しよう金きんを払ったせいでそんな余裕はないな」

　ハルカが無表情で溜ため息いきを吐つく。

「で、でもさ、ああでもしなきゃ勝てなかったんだよ？　し、しょうがなくだぜ？」

　シロガネも必死になって弁解するものの、ハルカの「とりあえず」の一言に押おし退のけられてしまった。

「街かい道どうに出よう。そして決して潤じゆん沢たくとは言えない路銀で馬車の持ち主と交渉し、アバンないし、アバン方面まで乗せていただこう。何か異論は？」

「ね、ねぇです」

　降伏するように諸もろ手てを挙げるシロガネ。旅先でも両者の力関係は変わらず、いや、より一方に傾いていきそうだ。

「さあ出発だ。遅れるなよ？」

「速ぇよ！　おまえは手ぶらだからいいけど、こっちは結構重い荷物背負ってるんだぜ？　少しは加減してくれって！」

「情けないことを言うな」

　先行していた少女は立ち止まると、踵きびすを返しつつ困り顔の少年を指差した。

「それでも貴様、このハルカ・ノースウエストの一いち番ばん弟で子しか！」







「そう言えば、近ちか頃ごろ街道には盗とう賊ぞくが出るらしいぞ」

「物ぶつ騒そうだなぁ」

「もし遭そう遇ぐうしたら彼らの金を分けてもらおう。彼らも命は惜おしいはずだ」

「ぶ、物騒だな……！」










　　　あとがき




　──というわけで『佳か麗れいなるソードマスターと最強なる不ふ肖しようの弟で子し』をお送りいたしました。いかがでしたでしょうか。

　はじめまして、もしくはお久しぶりです。蟬せみ川かわタカマルです。

　早速ですが、今作の制作段階での裏話などを。

　担当さんから「ファンタジーとかどうです？」と打診されたのはいいものの、〝剣と魔ま法ほう〟だったり〝戦記ファンタジー〟などは、正直なところ「僕が書かなくても世の中に良作が溢あふれているし……」という印象でした。なので、「どうせならあまり見かけないファンタジーにしよう！」さらに「好きな〝格かく闘とう技ぎ〟とか混ぜちゃおう！」などと蟬川は目もく論ろ見みます。

　目指したのは武ぶ俠きよう小しよう説せつのような格闘シーンと、少年マンガのような熱さ。その結果生まれたのが、この『佳麗なるソードマスターと最強なる不肖の弟子』です。目指した部分がどれほど達成できているかは分かりませんが、皆さまは僕の思おも惑わくなど無視して純粋に楽しんでいただければ幸さいわいです。

　ところで、僕は動きのあるシーンを書く時は立ち上がって実際に体を動かしてみることが多いのですが、今回はアクションが特盛りだったということもあって立ったり座ったり大忙しでした。そのうち部屋の中では動きが制限されると感じ、深夜に外へ出てパンチだキックだジャンプだなんてしていたら、三軒隣となりのおばあちゃんが二階の窓から〝悪あく魔まに取とり憑つかれた人でも見る目〟で僕を凝ぎよう視ししていたのも今となってはいい思い出です。……そ、そう言っておくしかないでしょう、この場合！

　ではでは、涙を拭ぬぐいながら今回お世話になった方々にお礼などを。

　担当編集の高たか林ばやしさま。いつも的確なアドバイスをくださり非常に助かっております。

　イラストレーターの日ひ鳥どりさま。躍やく動どう感かん溢れるイラストにシビレました。キャラクターが超カッコいいです！

　校こう閲えつさまをはじめとした、この本の出版に携たずさわってくださった皆さま。お世話になっております。お陰さまで無事に本が出せました。

　他にも広ひろ沢さわサカキ先生、渡わた邊なべくんもいろいろやってくれました。

　最後に、この本を手に取ってくださった皆さまにありったけの感かん謝しやを。ありがとうございました！
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蝉せみ川かわタカマル

出身：東京都

特技：柔道、現実逃避

備考：無敵（※誰も相手にしない）
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イラスト／日ひ鳥どり

愛知県出身で漫画描いたりイラスト描いたりしてます。

味噌よりタルタルソース。とんかつにはキャベツ。

たくさんの幸せをごはんに盛るような毎日を送ることが夢です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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